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全
国
高
校
女
子
サ

ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

七
月
三
十
一
日
1
八
月
七
日
の
日
程
で
、
第
十
四

国
高
校
女
子
サ
ツ
カ
大
会
が
磐
田
市
で
開
催
さ
れ

た
。
側
地
減
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は

「ス
ポ
ー
ツ
拠
点

づ
く
り
推
進
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
今
年
度
か
ら

同
大
会
へ
の
支
援
を
始
め
た
。

今
大
会
は
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
里
ゆ
め
り
あ
サ
ッ
カ

ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

(左
の
写
真
)
を
メ
ー
ン
会
場
に
、

全
国
九
地
区
の
代
表
二
十
四
校
が
炎
天
の
下
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
た
。

磐
田
市
で
の
高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
平
成
十

四
年
の
第
十
一

回
大
会
に
続
い
て
、

十
六
年
の
十
三

回
と
今
十
四
回
大
会
と
連
続
し
て
開
催
さ
れ
て
い

る
。
十
一

回
大
会
は
「
静
岡
国
体
」
の
プ
レ
大
会
と

し
て
開
か
れ
た
が
、
十
三
回
大
会
以
降
は
、
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
柱
の

一
つ
に
位
置
付

け
、
市
が
誘
致
し
た
も
の
だ
。
来
年
以
降
も
磐
田
市

で
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
。

ジ
ユ
ビ
ロ
磐
田
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
知
ら
れ
る
磐

田
市
は
、
平
成
十
六
年
度
か
ら

「ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
る
。
多
様
な
ス
ポ
ツ
資

源
を
活
用
し
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
さ
ま

ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
僧
進
や

体
力
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
そ
の
た
め
の
重
点
整
備

テ
ー
マ
に
、
①
小

・
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化

②
地
域
住
民
に
よ
る
主
体
的
運
営
な
ど
を
特
徴
と
す

る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
ー
な
ど
を

挙
げ
る
。

そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
大
会
の
誘
致
に
向
け

た
P
R
活
動
な
ど
を
重
点
に
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
促

進
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
。

-
文H
中

・

カ
メ
ラ
H
小
形
又
男
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消
化
ガ
ス
を
有
効
利
用

・
新
潟
県
長
岡
市
川内

精
製
繕

(左
の
細
長
い
浴
)
と
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
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.・世界に通用する人材の育成写JP
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来
年
四
月
か
ら
「
J
F
A
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

太
平
洋
に
面
す
る
本
県
の
双
葉
地
区
に
は
、
楢
葉
町
と
広
野
町
に
ま

た
が
っ
て
サ
ッ
カ
ー
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
J

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
が
あ
る
が
、
昨
年
九
月
、
財
団
法
人
日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会

(
J
F
A
)
の
川
淵
三
郎
キ
ャ
プ
テ
ン
か
ら
、
「
J
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

を
拠
点
に
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
人
間
的
な
教
育
や
論
理
的
思
考
な

ど
総
合
的
な
教
育
を
行
い
、
社
会
を
リ
ー
ド
し
世
界
に
通
用
す
る
人

材
の
育
成
を
し
た
い
」
と
の
提
案
が
あ
っ
た
。
世
界
の
ト
ッ
プ
テ
ン
、

さ
ら
に
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
優
勝
を
目
指
し
、
ロ
ジ
ン
グ
(
寄

宿
)
形
式
に
よ
る
中
高

一
貫
教
育
で
世
界
に
通
用
す
る
エ
リ
ー
ト

特
権
階
級
で
は
な
く
、
社
会
で
将
来
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
得
る
人
材
ー

を
養
成
し
よ
う
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
案
で
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
国
際
社
会
に
通
用
す
る
語
学
力
、
そ
し
て
、

地
球
市
民
と
し
て
の
国
際
的
な
感
覚
を
備
え
た
人
材
の
育
成
を
目
指

す
本
県
の
長
期
総
合
教
育
計
画
に
ま
さ
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、

私
は
、
こ
れ
を
本
県
の
教
育
を
世
界
に
聞
く
窓
口
と
し
て
、
県
全
体

の
、
ひ
い
て
は
日
本
の
教
育
改
革
に
結
び
付
け
る
有
力
な
手
法
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
後
、
関
係
す
る
町
や
学
校
な
ど
と

と
も
に
検
討
を
重
ね
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
趣
旨
を
さ
ら
に
広
げ
て
、
サ

ッ
カ
ー
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、
真
の
国
際
人
と
し

て
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
す
る
「
双
葉
地
区
教

育
構
想
」
を
策
定
し
た
。

こ
の
構
想
は
、

J
F
A
に
よ
り
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
生
徒
ば
か

り
で
は
な
く
、
地
域
の
生
徒
全
体
も
対
象
に
、
幅
広
い
国
際
的
な
資

質
・
常
識
を
備
え
た
人
材
の
育
成
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
双
葉
地

区
の
公
立
四
中
学
校
と
富
岡
町
に
あ
る
県
立
富
岡
高
等
学
校
に
お
い

て
連
携
型
の
中
高

一
貫
教
育
を
行
う
こ
と
と
し
、
富
岡
高
等
学
校
に

， . 

つ
い
て
は
、
新
し
く
全
日
制
の
単
位
制
高
校
と
し
て
「
国
際
・
ス
ポ

ー
ツ
科
」
を
開
設
し
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ゴ
ル
フ
に
お

い
て
世
界
に
通
用
す
る

一
流
選
手
の
育
成
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る

語
学
能
力
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け
た
人
材

の
育
成
、
さ
ら
に
は
福
祉
社
会
や
健
康
生
活
を
担
う
人
材
の
育
成
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

三
位

一
体
の
改
革
な
ど
に
よ
り
地
方
分
権
が
着
実
に
進
展
す
る
中

で
、
こ
の
構
想
は
、
全
国
初
と
な
っ
た
小
・
中
学
校
全
学
年
へ
の
三

十
人
程
度
学
級
の
導
入
と
と
も
に
、
私
が
、
今
年
を
分
権
時
代
に
お

け
る
「
教
育
元
年
」
と
位
置
付
け
、
よ
り
よ
い
教
育
の
実
現
を
目
指

し
て
本
県
の
実
情
に
即
し
た
独
自
の
展
開
を
進
め
て
い
る
代
表
的
な

取
り
組
み
の

一
つ
で
あ
る
。
教
育
環
境
を
い
か
に
整
備
し
て
い
く
か
、

生
徒
を
い
か
に
育
て
て
い
く
か
、
さ
ら
に
は
、
他
地
域
か
ら
来
る
生

徒
を
い
か
に
円
滑
に
受
け
入
れ
て
い
く
か
な
ど
、
多
く
の
謀
題
も
有

し
て
い
る
が
、
県
、
関
係
町
、
そ
し
て
住
民
の
方
々
が

一
丸
と
な
り
、

一
つ

一
つ
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
、
来
年
四
月
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け

て
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
際
化
が
大
き
く
進
展
す
る
今
日
、
独
創
的
な
発
想
と
果
敢
に
挑

戦
す
る
勇
気
と
行
動
力
で
世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
、
新
し
い
時
代
を

ひ
ら

切
り
拓
く
若
者
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

福
島
か
ら
世
界
へ
。
「
童
謡
の
ふ
る
さ
と
・
広
野
町
」
、
「
光
と
風
の

ま
ち
・
楢
葉
町
」
、
そ
し
て
「
花
と
緑
あ
ふ
れ
る
合
宿
の
里
・
富
岡
町
」

で
と
も
に
夢
を
追
う
子
ど
も
た
ち
を
私
た
ち
は
待
っ
て
い
る
。

近
い
将
来
、
本
県
か
ら
世
界
に
羽
ば
た
く
真
の
国
際
人
が
続
々
と

現
れ
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
て
い
る
姿
が
、
私
に
は
は
っ
き
り
と

見
え
て
い
る
。

、諸政$ω2005・9月号
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技
術
開
発
か
ら
普
及
促
進
ヘ
、

期
待
さ
れ
る
地
域
の
役
割

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
何
か

一
般
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
え
ば
、
太
陽
電
池
や
風
力

発
電
、
燃
料
電
池
な
ど
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
こ
れ
は
間

違
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
何
か
と

改
め
て
問
わ
れ
る
と
答
え
は
簡
単
で
は
な
い
。

太
陽
電
池
や
風
力
発
電
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
つ

ま
り
、
人
間
の
利
用
に
か
か
わ
ら
ず
自
然
界
を
流
れ
て
い

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
水
力
や
地
熱
、

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
は
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

一
方
、
燃
料
電
池
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
装
置
で
あ
り
、

直
接
的
な
燃
料
は
水
素
だ
が
、
水
素
は
天
然
に
は
得
ら
れ

な
い
の
で
、
ほ
か
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
用
い
て
生
産
す
る
。

水
素
は
水
を
電
気
分
解
し
て
も
製
造
で
き
る
が
、
現
在
、

主
流
の
水
素
生
産
方
式
は
天
然
ガ
ス
や
石
炭
な
ど
従
来
型

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
l
源
に
着
目
す
れ
ば
、
燃
料
電
池
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

は
一吉
守
え
な
い
。
燃
料
電
池
が
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
呼
ば
れ
る

の
は
、
こ
れ
が
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
・
利
用
法
だ

か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
わ
が
国
で
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の

に
は
供
給
側
に
着
目
し
た
も
の

と
、
利
用
(
需
要
)
側
に
着
目
し

た
も
の
が
混
在
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進

を
目
的
と
し
た
法
律
に
よ
っ
て

定
義
さ
れ
て
い
る
。
整
理
し
て

示
す
と
図
ー
の
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
わ
が
国
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

一
部
と

需
要
サ
イ
ド
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

再生可能エネルギーと新エネルギーの分類
(NEDOの資料に基づく )

鱒司1'7イドのエネルギー

図1

供鎗ザイドのエネルギー

石畑咽圃圃圃'

6泊代・エネルギー.6鹿
肩~可飽エネルギー
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4 2005・9月号誌記誕地

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
電
気
工
学
専
攻

教授

・

山
地
憲
治

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で

も
、
大
型
の
水
力
発
電
や
地
熱
利
用
な
ど
既
に
商
業
規
模

で
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
よ
う
に
ま
だ
ま
だ
実
用
化
か
ら
遠
い
と
考
え
ら
れ
て
い

る
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

結
局
、
供
給
サ
イ
ド
の
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は
、
太
陽
熱

利
用
、
太
陽
光
発
電
、
未
利
用

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
風
力
発
電
、
廃

棄
物
の
発
電
と
熱
利
用
、
バ
イ

オ
マ
ス
の
発
電
と
熱
利
用
が
含

ま
れ
、
需
要
サ
イ
ド
の
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
は
燃
料
電
池
の
ほ
か

に
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

動
車
と
天
然
ガ
ス
コ

l
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
含
ま
れ
る
。
図

1
の
脚
注
に
示
す
よ
う
に
、
バ

イ
オ
マ
ス
の
中
に
は
黒
液
・
廃

州-)1率的-8.・
天懐刀ス】ー~. 1事~-~l'

..-腿.泡

wi工平ルギー
発電分野

;t陽光発.

風泊鋳‘

廃翼特発電

パイ方マス姥.

黙利用分野

;t.1M利用

未利用エネルギーrm利用
パイ方マス鍋利用

淘!革エネルギー

*バイオマスには、黒液、廃材を含む

*未利用エネルギ には、雪氷冷熱を含み廃棄物エネルギーは除く



材
が
含
ま
れ
、
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
雪
氷
冷
熱
が
含

ま
れ
る
。
黒
液
と
は
製
紙
工
程
で
木
か
ら
パ
ル
プ
を
製
造

す
る
と
き
に
発
生
す
る
廃
液
の
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
厳
密
に
言
え
ば
、
廃
棄
物
の
中
に
は
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
な
ど
石
油
起
源
の
も
の
が
含
ま
れ
、
未
利
用
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
は
人
工
的
な
廃
熱
が
含
ま
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の

す
べ
て
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
分
類
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
ま
た
、
小
規
模
水
力
発
電
や
低
温
度
の
地
熱
利

用
な
ど
も
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
考
え
て
導
入
推
進
政
策
が
と

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
意
穂
と
政
府
の
導
入
目
標

新エネルギー

京
都
議
定
書
が
二

O
O五
年
二
月
に
発
効
し
、
先
進
各

国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
へ
の
取
り
組
み
が
加
速
し

て
い
る
。
わ
が
国
で
も

O
五
年
四
月
の
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
推
進
閣
僚
会
議
で
、

二
酸
化
炭
素

(
C
0
2)
排
出
量

の
少
な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
進
め
る
こ
と

を
決
定
し
、
さ
ら
な
る
導
入
へ
の
機
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ

る
。
こ
の
背
景
の
下
、
風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
、
バ
イ

オ
マ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
・

普
及
が
す
で
に
活
発
化
し
て
き
た
。
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

比
べ
、
ま
だ
コ
ス
ト
が
高
く
、
技
術
開
発
や
制
度
整
備
な

ど
の
諜
題
も
多
い
が
、
世
界
的
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
市
場
は
、
今
後
大
き
く
発
展
す
る
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
自
動
車
用
燃
料
電
池
や
家
庭
用
コ

l
ジ
子
ネ
レ

l
シ
ヨ
ン
用
の
燃
料
電
池
の
技
術
開
発
が
大
き
な
注
目
を

集
め
て
お
り
、
需
要
サ
イ
ド
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心

も
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
需
要
サ
イ
ド
の
新
エ
ネ
ル
ギ

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
効
率
を
高
め
、

C

特集

ー
に
つ
い
て
も
、

0
2排
出
の
少
な
い
燃
料
へ
の
転

換
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

地
球
温
暖
化
対
策
に
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
対
策
の
ほ
か
に

も
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
大
気

汚
染
物
質
の
排
出
が
少
な
く
、

環
境
適
合
性
が
よ
い

。
ま
た
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国
産

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
の
で
、
資

源
に
乏
し
い
わ
が
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

l
の
向
上

2002年度
2010年度 現行大網

レファレンス 現行対策 +追加対策 目僚

太陽光発電 15.6 62 118 118 118 
風力発電 18.9 32 134 134 134 
太陽熱利用 74 74 74 90 439 
未利用エネルギー 4.6 5 5 5 58 
廃棄物+バイオマス発電 174.6 230.6 586 586 586 
廃棄物熱利用 164 164 186 186 14 
バイオマス熱利用 67 308 67 
県波 ・廃材等 471 483 483 483 494 

バイオマス系小計 809.6 877.6 1322 1563 1161 
総計 (総供給比%) 923(1.6) 1051 (1.7) 1653(2.7) 1910(-3) 1910(-3) 

供鎗サイドの新エネルギーの導入目標
(単位 :石油換算 1万キロ リy トル)

表1

に
も
役
立
つ
。

さ
ら
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
を
含

め
地
域
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
」
を
実
現
し
、
地
域
活
性
化
に
も

役
立
つ
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
分
散
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
の
性
格
も
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
供
給
サ
イ
ド
の
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
特
徴
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
燃
料
電
池
や
コ

I
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
需
要
サ
イ
ド
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
当
て
は
ま
る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
散
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
特
徴
は
こ

れ
か
ら
の
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
成
を
大
き

く
変
革
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

わ
が
国
政
府
は
供
給
サ
イ
ド
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
は
表
ー
の
よ
う
に
目
標
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
需
要

サ
イ
ド
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は

一
0
年
度
の
目
標

と
し
て
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
(
電
気
自
動
車
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
、

天
然
ガ
ス
自
動
車
、
デ
ィ

l
ゼ

ル
代
替

L
P
G自
動
車
)
約
二
百
三
十
三
万

台、

天
然
ガ
ス
コ

1
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
四

百
九
十
八
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
定
置
用
燃
料
電

池
二
百
二
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
定
め
て
い
る
。

表

1
に
お
い
て
、
太
陽
光
発
電
と
風
力
発

電
の
導
入
目
標
を
石
油
換
算
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

で
表
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
設
備
容
量

で
示
せ
ば
、

一
O
年
の
太
陽
光
発
電
と
風
力

発
電
の
目
標
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
百
八
十
二

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
お
よ
び
三
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

と
な
る
。
設
備
容
量
で
の
数
値
と
石
油
換
算

で
の
数
値
の
大
き
さ
の
順
位
が
逆
転
(
設
備

容
量
で
は
太
陽
電
池
が
大
き
い
が
、
石
油
換

算
で
は
風
力
発
電
の
方
が
大
き
い
)
し
て
い

る
の
は
、
想
定
さ
れ
て
い
る
設
備
の
利
用
率
が
異
な
り
、

風
力
発
電
の
方
が
大
き
い
た
め
で
あ
る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
利
用
す
る
場
合
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
利
用
率
は
日

照
や
風
況
な
ど
の
自
然
条
件
に
左
右
さ
れ
る
。

な
お
、
表
1
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
目
標
は
今
年
改
訂

さ
れ
た
最
新
の
も
の
で
あ
る
。

O
一
年
に
定
め
ら
れ
た
導

入
目
標
と
今
回
の
改
訂
目
標
と
の
主
要
な
相
違
点
は
、
近

年
、
普
及
量
が
低
下
し
て
い
る
太
陽
熱
利
用
の
目
標
を
大

幅
に
引
き
下
げ
、
バ
イ
オ
マ
ス
と
廃
棄
物
の
熱
利
用
の
目

標
を
引
き
上
げ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
全
体
と
し
て
の
導
入
目
標
値
は
変
化
し
て
い
な
い
。
一

0
年
度
の
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用
の
目
標
値
に
は
自
動
車
用

燃
料
五
十
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
(
石
油
換
算
)
が
含
ま
れ
て
い

る
。
廃
棄
物
の
主
体
も
バ
イ
オ
マ
ス
で
あ
る
か
ら
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
の
重
要
性
が
強
調

さ
れ
る
結
果
に
な
っ
た
。

11¥所:総合資源エネルギー調倉会需給部会、、l'成17年3H
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特集新エネルギー

ど
で
は
主
要
な
電
源
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

わ
が
国
は
風
力
発
電
の
導
入
に
つ
い
て
は
出
遅
れ
た

が
、
九

0
年
代
末
か
ら
急
速
に
拡
大
し
た
。

O
四
年
度
末

の
わ
が
国
の
風
力
発
電
設
備
規
模
は
約
九
十
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
で
あ
る
。
表
1
の
O
二
年
実
績
に
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、

わ
が
国
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
量
と
し
て
は
風
力
発

電
が
太
陽
光
発
電
を
す
で
に
わ
ず
か
で
あ
る
が
上
回
っ
て

い
る
。
経
済
産
業
省
の
発
表
に
よ
れ
ば
、

O
四
年
度
で
は
太

陽
光
発
電
と
風
力
発
電
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
量
は
お

の
お
の
石
油
換
算
二
十
八
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
と
三
十
八
万

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
で
あ
る
。
風
力
発
電
の
方
が
、
設
備
容
量

が
小
さ
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
量
が
多

い
の
は
前
述
し
た
設
備
の
利
用
率
の
差
の
た
め
で
あ
る
。

わ
が
国
の
風
力
発
電
の
適
地
は
北
海
道
や
東
北
、
九
州

に
多
い
。
太
陽
電
池
や
風
力
発
電
の
よ
う
に
出
力
が
安
定

札
叫
町

一説

し
な
い
電
源
を
電
力
系
統
に
つ
な
ぐ
と
、

E

3

4

4
暗

3

自

そ

1

、3

1-

M

電
力
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
が
難

一
一
し
く
な
り
、
北
海
道
や
東
北
の
よ
う
に

L
m

既
に
風
力
発
電
の
連
系
容
量
の
大
き
い

2
m

と
こ
ろ
で
は
技
術
的
問
題
が
発
生
し
始

巳

ハ

め

て

い

る

。
今
後
は
洋
上
風
力
な
ど
新

記
釘
規
立
地
を
考
え
る
と
と
も
に
、
蓄
電
池

副
師
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
系
統
連
系
上
の

事

時

年

E

4

問
題
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。

回

帥

側

圃

N

噛

肘

V
.・
P且

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
と
標
題

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は

一
九
九

0
年
代
か
ら
急
速
に

進
展
し
た
。
供
給
サ
イ
ド
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
て
み
よ
う
。

マ
太
陽
光
発
電

太
陽
光
発
電
は
九

O
年
に
は
世
界
全
体
を
合
計
し
て
も

数
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
規
模
だ
っ
た
が
、

O
四
年
度
末
で
は
わ

が
国
だ
け
で
も
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
た
。
太
陽
電
池

の
設
置
規
模
は
わ
が
国
が
世
界

一
で
あ
る
。
図
2
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
わ
が
国
は
太
陽
電
池
の
生
産
で
も
世
界

一
で

あ
り
、
世
界
の
総
生
産
量
の
約
半
分
は
わ
が
国
の
企
業
に

よ
っ
て
製
造
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
太
陽
電
池
の
普

及
は
急
速
に
進
ん
だ
が
、
電
力
供
給
に
占
め
る
割
合
は
ま

だ
ま
だ
小
さ
い
。
ま
た
、
九

0
年
代
に
急
速
に
進
ん
だ
発

電
単
価
の
低
減
も
、

二

O

抗主1

0
0年
以
降
は
キ
ロ
ワ
ツ

ト
時
当
た
り
四
十
円
台
で

停
滞
し
て
い
る
。

マ
風
力
発
電

風
力
発
電
に
つ
い
て
は

ま
ず
米
国
が
世
界
を
リ
ー

ド
し
た
後
、
ド
イ
ツ
、
デ

ン
マ
ー
ク
、

ス
ペ
イ
ン
な

ど
欧
州
諸
国
で
の
導
入
量

が
急
進
し
た
。
現
在
は
、

ド
イ
ツ
が
最
大
の
導
入
国

で
、
世
界
全
体
で
は
四
千

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
、

デ
ン
マ
ー
ク
や
ド
イ
ツ
な

日率
的150

世界各国の太陽電池生産量図2
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圃
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明

マ
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

バ
イ
オ
マ
ス
は
、
認
知
度
は
太
陽
電

池
や
風
力
発
電
に
劣
る
が
、
現
実
に
は

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
で
あ
る
。
最
近

の
経
済
産
業
省
の
発
表
に
よ
る
と
、

。

二
年
度
の
実
績
と
し
て
廃
棄
物
発
電
と

6 

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
合
計
す
る
と
石
油
換
算
約
二
百
十
四

万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
、
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用
は
七
十
九
万
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
、
廃
棄
物
熱
利
用
は
百
六
十
四
万
キ
ロ
リ
ッ

ト
ル

(O
二
年
度
)
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、

黒
液
・
廃
材
の
約
四
百
八
十
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
も
バ
イ
オ
マ

ス
で
あ
る
。

2005・9月号組滅。

バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
課
題
は
、

多
様
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
は
す
で
に
食
料
や
紙
、
木
材
と

し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し

て
の
認
知
が
低
い
こ
と
も
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の

利
用
が
進
ま
な
い
原
因
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
で
き
る
バ
イ
オ
マ
ス
の
形
態

は
非
常
に
多
様
で
、
そ
の
利
用
技
術
も
燃
焼
だ
け
で
な
く
、

熱
化
学
的
変
換
、
生
物
化
学
的
変
換
な
ど
多
様
に
存
在
す

る
。
一

般
的
に
言
え
ば
、
木
質
系
の
よ
う
に
含
水
率
が
比

較
的
少
な
い
バ
イ
オ
マ
ス
に
は
、
燃
焼
あ
る
い
は
熱
化
学

変
換
が
適
し
、
水
分
の
多
い
食
品
系
バ
イ
オ
マ
ス
に
は
生

物
化
学
変
換
が
適
す
る
が
、
水
熱
反
応
の
よ
う
な
新
し
い

技
術
を
応
用
す
れ
ば
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

表
2
に
各
種
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
技

術
の
対
応
関
係
を
ま
と
め
、
各
技
術
の
開
発
レ
ベ
ル
を
整

理
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
熱
化
学
変
換
や
生
物
化
学
変
換
で

製
造
さ
れ
る
合
成
ガ
ス
や
メ
タ
ン
、
メ
タ
ノ
ー
ル
、
エ
タ

ノ
1
ル
な
ど
の
燃
料
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
す
る
に
は
、
燃

料
電
池
を
含
め
て
さ
ら
に
数
多
く
の
組
み
合
わ
せ
が
想
定

さ
れ
る
。

資
源
が

ま
た
、
表
2
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
広
く
薄
く
賦

存
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
収
穫
、
収
集
、
輸
送
す
る
技

術
も
重
要
で
あ
る
。
バ
イ
オ
マ
ス
は
「
か
さ
ば
る
」
の
で
、
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こ
れ
ら
収
集
・
輸
送
技
術
の
工
夫
が
必
要
で
あ
り
、

チ
ッ
プ
化
や
ベ
レ
ッ
ト
化
、
ス
ラ
リ

l
化
な
ど
の

技
術
開
発
と
と
も
に
、
地
域
社
会
と
し
て
の
収

集
・
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
社
会
シ
ス
テ
ム

の
整
備
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
思
わ
れ
る
。

一
般
的
に
言
え
ば
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
価
値

は
、
食
料
と
し
て
の
利
用
が
も
っ
と
も
高
価
値
で

あ
り
、
次
い
で
用
材
や
紙
な
ど
材
料
と
し
て
の
利

用
、
そ
の
次
に
家
畜
の
飼
料
と
し
て
の
利
用
、
さ

ら
に
は
肥
料
と
し
て
の
利
用
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

に
先
立

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
食
料

(司

g
e、
繊
維
と
し
て
の
材
料

2
5
2
)
、
飼
料

(F
a
)
、
肥
料

(F2ENσ
吋
)
、
燃
料
(
司

5
』
)
の

頭
文
字
を
と
っ
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
五

F
と

言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ほ
ぼ
こ
の
順
番
で
バ

イ
オ
マ
ス
の
利
用
の
価
値
が
低
く
な
っ
て
い
く
。

バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
(
燃
料
)

と
し
て
の
利
用
は
相
対
的
に
は
価
値
の
低
い
利
用

法
で
あ
る
か
ら
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
に
当
た
っ
て

は
総
合
的
視
点
に
立
っ
て
、
高
価
値
利
用
か
ら
始
め
て
段

階
的
な
活
用
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、

バ
イ
オ
マ
ス
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
す
る

場
合
に
は
他
の
用
途
に
利
用
す
る
場
合
の
資
源
価
値
(
廃

棄
物
の
場
合
に
は
処
理
費
用
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
価
値
)

を
考
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス

は

「か
さ
ぼ
る
」
の
で
、
輸
送
や
貯
蔵
の
コ
ス
ト
に
つ
い

て
も
慎
重
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。
一

般
的
に
は
廃
棄

物
系
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
が
経
済
的
に
は

有
利
に
な
る
が
、
こ
の
場
合
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
時
の
環

境
対
策
費
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
、
つ
に
、

主主)本マトリックスは下位出奥田輯査における場入事
倒.研買開発車倒のとりまとめ結阜であり、この
議で無印等になっていることをもって置漉/控衡の
適合性がないという短絡的な判断は避けるべきで
ある.

バイオマス資源とエネルギー転娯妓術の対応マトリックス

各種バイオマス資源をエネルギーに
伝換する妓術の対応状況を、マ トリ

ックスと して示すと左表のとおり.

。 実用化実績のあるもの
O 実験的研究段階のもの
(パイロット規模の実証誌験を吉む)

/'， :7ィ ジピリティスタディ段階のもの

表2

パイオマス買源

木 製草'"系バイオマス 車 宜ft-オ置 オ紙 草牧 量 毘 品
マ某 マ某 草 ヨ定 鹿
スパ スパ 海 強 ，考 車 '" 物
イ イ 草水 置 毘 物 ん 油

Dry/Wet D D D D w D W W W w W 
包材 建 さ ネ牧 ホア !，1ト '" 

屍下 厨食 曾 J1 t 厩食
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間 ス イ 声γ ，考 加3震 菜
伐 泥 工物 祖

" 表 残 同.. 護

直接熔腕ポイフ 。 。 。 O 。

燃 置接熔腕尭電 。 。 O O ム 。

置 圃形燃料化 。 。 O O 。
握焼尭電 。 。 O ム O 。

溶融ガス化 O 。 O 
届定床ガス化 。 O 。

低追流動層ガス化 O O 。

畷流床ガス化 O O O 。
艶
高カロリ ガス化 O O O 。転化

検学 急速鼎分解 。 O O O O O O O O 
控的 スラリー燃料化 O O O O O A O O 
荷重

恒撞酒化 O O O O O ム O O 換
趨瞳界1)<ガス化 O O A O O 
甜臨界!I}ール処理 O O O 
民化 。 O O 合 ど主 O O 
エスT)レイヒ 。

生メタン尭酵 ム ム 。 。 。 。

重物 エタノ ル発醇 O O O O O 。
倹化
7セトン 7タノール尭酵 O 。学

的水量尭僧 O O O 。 O O O O 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
政
策

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
は
技
術
開
発
に
加
え
て
、
普

及
促
進
政
策
が
重
要
で
あ
る
。
供
給
サ
イ
ド
の
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
技
術
開
発
に
つ
い
て
、
わ
が
国
政
府
は
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
計
画
以
来
、
多
大
の
資
金
を
投
じ
て
推
進
し
て
き
た
。

そ
の
中
で
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
開
発
に
つ

い
て
は
諸
外
国
に
比
し
て
や
や
見
劣
り
が
し
て
い
た
が
、

O
一
年
以
降
は
こ
の
分
野
で
も
急
速
に
技
術
開
発
支
援
が

充
実
し
て
き
で
い
る
。

出典 :I新エネルギ一等導入基礎調査バイオマスエネルギーの利用・ 普及政策に|刻する調査J(社)日本エネル
ギー学会 (平成 14~F5月 )

近
年
で
は
、
政
府
の
支
援
は
研
究
開
発
主
体
の
技
術
プ

ッ
シ
ュ
型
か
ら
、
市
場
へ
の
導
入
促
進
を
図
る
経
済
的
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
伴
う
市
場
プ
ル
型
に
大
き
く
変
化
し
て

き
た
。
ま
た
、
市
場
へ
の
導
入
促
進
政
策
の
中
に
お
い
て

も
、
従
来
の
よ
う
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
に
対
す

る
政
府
補
助
金
や
特
別
減
税
と
い
っ
た
初
期
投
資
へ
の
補

助
か
ら
、

実
績
発
電
量
を
対
象
に
し
た
経
済
的
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
与
え
る
支
援
措
置
へ
と
進
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
電
気
事
業
者
に
よ

る
余
剰
電
力
買
い
取
り
制
度
や
、
民
間
に
よ
る
グ
リ
ー
ン

電
力
証
書
制
度
が
先
行
し
た
が
、
わ
が
国
政
府
も

O
三
年

度
か
ら
「
電
気
事
業
者
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利
用

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
(
略
し
て

R
P
S
法
/
R
P
S

は
同

g。割問
E
g
司
2
R。
宏
皆

S
E
E
の
略
)
を
施
行

し、

電
気
事
業
者
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
発
電
さ
れ

た
電
力
を

一
定
比
率
以
上
調
達
す
る
こ
と
を
義
務
付
け

た
。
R
P
S
法
に
関
し
て
は
新
規
な
制
度
の
た
め
今
後
も

種
々
の
調
整
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
の
競
争
を
促
し
て
効
率
的
に
導
入

促
進
を
図
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重

要
性
を
十
分
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
総
合
的
な
視
点
か
ら
の
導
入
促
進
が
必
要
な
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は

O
二
年
に

「
バ
イ
オ

マ
ス
日
本
総
合
戦
略
」
が
制
定
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

を
担
当
す
る
経
済
産
業
省
以
外
に
も
、
農
林
水
産
、
国
土

交
通
、
文
部
科
学
、
環
境
の
五
省
が
連
携
し
て
バ
イ
オ
マ

ス
利
活
用
を
推
進
す
る
体
制
が
で
き
て
い
る
。
特
に
最
近

打
ち
出
さ
れ
た

「バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
は
地
域
に

根
差
し
た
総
合
的
な
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
を
促
進
す
る
も
の

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

2005・9月号 誌記路舗7 



特

北
海
道

集

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
進
め
る

市
民
の
由
貿
菖
盆
で
発

北
海
道
、
青
森
、
秋
田
で

5
基
が
稼
動

北
海
道
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
は
、
「
グ
リ
ー
ン
電
気
料

金
制
度
」
の
推
進
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

「
市
民
共

同
発
電
所
」
建
設
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
も

原
発
も
な
い
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
目
指
し
て

活
動
し
て
い
る
。

「
グ
リ
ー
ン
電
気
料
金
制
度
」
と
は
、
月
々
の
電
気
料

金
に
五
%
の
グ
リ
ー
ン
フ

ァ
ン
ド
分
を
加
え
た
額
を
支
払

い
、
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
分
を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

「
市
民
共
同
発
電
所
」
を
建
設
す
る
た
め
の
基
金
と
し
て

積
み
立
て
、
運
用
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
ま
た
、
電
気
代

の
五
%
を
さ
ら
に
負
担
す
る
の
で
は
な
く
、
省
エ
ネ
、
節

電
を
し
て
電
気
代
を
五
%
浮
か
せ
て
、
そ
の
分
を
基
金
に

し
ま
し
ょ
う
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

(
当
初
予
想
は
る
か
に
上
回
る
辰
響

こ
の
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
分
の
積
み
立
て
に
よ
る
基
金

な
ど
に
よ
り
、

二
O
O
一
年
九
月
に
北
海
道
浜
頓
別
町
に

出
力
九
百
九
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
市
民
風
力
発
電
所
「
は
ま

か
ぜ
」
ち
ゃ
ん
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

「
は
ま
か
ぜ
」
ち
ゃ
ん
は
日
本
で
初
め
て
、
市
民
に
よ
る

N
P
O
法
人
北
海
道
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド

• 小
林
ユ
ミ

出
資
を
も
と
に
建
設
さ
れ
た
風
車
で
あ
る
。
大
き
な
資
本

を
持
つ
企
業
や
自
治
体
で
も
な
い
、
「
市
民
」
に
よ
る
風

力
発
電
事
業
へ
の
参
入
は
、
「
自
分
た
ち
の
ほ
し
い
電
気

を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う
挑
戦
で
も
あ
っ

た
。こ
の
地
域
に
吹
く
風
を
資
源
に
、
「
未
来

の
環
境
」
と
「
地
域
の
経
済
」
と
い
う
二

つ
の
利
援
を
再
び
地
域
に
還
元
し
て
い
く

「
市
民
出
資
」
と
い
う
新
し
い
試
み
に
対
し

て
、
当
初
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
反

響
が
あ
っ
た
。
当
初
約
二
億
円
と
い
わ
れ

て
い
た
建
設
費
用
の
う
ち
六
千
万
円
を
何

と
か
自
己
資
金
で
賄
お
う
と
い
う
計
画
だ

っ
た
が
、
約

一
億
四
千
万
円
の
市
民
出
資

が
集
ま
っ
た
。
こ
れ
に
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
市
民
の
期
待
と
そ
れ
に
対
す
る
責

任
を
強
く
感
じ
た
も
の
だ
。
お
か
げ
さ
ま

で
「
は
ま
か
ぜ
」
ち
ゃ
ん
は
、
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
も
な
く
順
調
に
発
電
を
続
け
、

一
年

目
か
ら
毎
年
現
金
分
配
を
実
施
し
て
い
る
。

8 

(
市
民
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

「
は
ま
か
ぜ
」
ち
ゃ
ん
誕
生
を
き
っ
か
け
に
、
青
森
、

秋
田
県
で
市
民
風
車
を
建
設
す
る
機
運
が
高
ま
り
、

O
三

年
三
月
に
秋
田
県
天
王
町
(
現
在
潟
上
市
)
に
二
機
目
の

「
天
風
丸
」
(
出
力
千
五
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
)
、
そ
し
て
ほ
ほ

同
時
に
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

(
N
P
O法
人
)
グ
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
青
森
の
手
に
よ
り
青
森
県
鯵
ケ
沢
町
で

も
「
市
民
風
車
わ
ん
ず
」
(
出
力
千
五
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
)

が
建
設
さ
れ
た
。
天
風
丸
に
は
地
元
の
中
学
校
の
生
徒
会

よ
り
ア
ル
ミ
缶
を
回
収
し
た
収
益
金
を
出
資
し
た
い
と
申

し
出
が
あ
っ
た
。
地
域
の
環
境
に
役
立
ち
た
い
と
い
う
生

徒
た
ち
の
気
持
ち
が
と
て
も
う
れ
し
く
、
ま
た
心
強
い
出

2005・9月号i益源汎~

秋田県潟上市に建設された天風丸
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来
事
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
日
本
で
三
基
の
市
民
風
車
が
回
り

始
め
た
こ
と
に
よ
り
、
各
地
域
か
ら
市
民
風
車

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
当
会
と
内
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

関
す
る
研
究
、
政
策
提
言
を
行
う
専
門
機
関
で

あ
る

N
P
O法
人
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究

所
(
東
京
)
は
、
地
域
、
未
来
の
環
境
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
考
え
市
民
共
同
発
電
所
づ
く
り
を
目

指
す
市
民
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し

た
。
そ
れ
が
「
有
限
責
任
中
間
法
人
自
然
エ
ネ

ル
ギ

l
市
民
基
金
(
以
下
市
民
基
金
)
」
で
、
北
海
道
か

ら
九
州
ま
で
各
地
域
で
活
動
し
て
い
る

N
P
O市
民
グ
ル

-言、

ー
プ
が
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
基
金
の
全
額
出
資

に
よ
り
、
市
民
風
車
な
ど
へ
の
出
資
を
募
る
伽
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
市
民
フ
ァ
ン
ド
が
設
立
さ
れ
た
。

(
出
資
者
の
名
前
風
車
に
刻
む

市民風車・石狩のロコマーク

O
四
年
度
に
は
道
内
二
例
目
の
市
民
風
車
を
石
狩
市
に

計
画
し
、
石
狩
市
と
市
民
の
協
働
に
よ
る
風
車
と
合
わ
せ

て
二
基
の
市
民
風
車
を
建
設
し
た
。
こ
の
市
民
風
車
へ
の

出
資
募
集
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
民
フ
ァ
ン
ド
に
よ
り
行

わ
れ
、
募
集
金
額
は
二
基
合
わ
せ
る
と
四
億
七
千
万
円

(
一
口
五
十
万
円
)
と
い
う
大
変
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
募
集
開
始
の

O
四
年
十
月
か
ら
六
千
件
を
超

え
る
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
、
募
集
期
間
を
二
週
間
残

し
二
月
中
旬
に
満
了
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

出
資
の
中
に
は
子
ど
も
や
孫
の
名
前
で
出
資
し
て
い
る

市
民
も
多
く
、
将
来
世
代
へ
の
責
任
を
分
配
さ
れ
た
利
益

と
削
減
さ
れ
た

C
0
2、
そ
し
て
風
車
に
刻
ま
れ
た
名
前

と
い
う
未
来
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。 出資者である家族の名前が刻まれる風車の前で記念写真

大
事
な
お
金
だ
か
ら
、
銀
行
や
郵
便
局
な
ど
何
に
使
わ
れ

て
い
る
か
よ
く
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
に
預
け
る
よ
り
、
何

に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
透
明
性
が
あ
り
、
意
義
を
感
じ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
未
来
に
投
資
す
る
。
市
民
風
車
の
広

が
り
と
と
も
に
そ
う
い
っ
た
考
え
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ

と
を
強
く
感
じ
た
。

〆ー、
さ
ら

広
が
り
見
せ
る
市
民
風
車
造
り

ま
た
、
石
狩
の
風
車
に
は
地
元
小
学
生
に
よ
り
「
か
ぜ

る
ち
ゃ
ん
」
「
か
り
ん
ぷ
う
」
と
い
う
愛
称
が
つ
い
た
。

二
基
の
風
車
は
、
地
域
の
温
暖
化
防
止
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
活
用
が
望
ま
れ
て
お
り
、
地
元
N
P
Oと
協
力
し
て
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー

-
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
啓
発
活
動
を
計
画

し
て
い
る
。
中
で
も
、
今
年
六
月
に
開
催
し
た
コ
ン
サ
ー

ト
は
石
狩
の
風
車
の
下
で
、
そ
の
風
車
の
電
気
を
利
用
し

た
コ
ン
サ
ー
ト
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
自
転
車
で
駆
け
つ

け
た
地
域
住
民
ら
約
五
百
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
参
加
者

の
中
に
は
遠
く
九
州
、
四
国
な
ど
か
ら
来
ら
れ
た
方
も
い

た
。見

る
こ
と
も
触
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
風
車
の
電
気
だ

が
、
流
れ
る
風
と
音
楽
が
風
力
発
電
の
可
能
性
を
表
し
、

初
夏
の
の
ん
び
り
と
し
た
空
間
を
演
出
し
た
。
ま
た
、
風

車
内
部
を
開
放
し
て
の
風
車
見
学
会
に
は
長
い
列
が
で

き
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
る

様
子
も
見
ら
れ
た
。
大
勢
の
市
民
が
参
加
し
て
で
き
た
市

民
風
車
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

今
年
度
は
青
森
、
秋
田
、
茨
城
、
千
葉
の
各
県
で
も
市

民
風
車
の
建
設
着
工
を
目
指
し
た
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
市
民
風
車
建
設
を
目
指
す
各
地
の

N
P
Oな
ど
と
連

携
し
な
が
ら
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

泊域~i!)2005・9月号9 
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岩
手
県

2 

『
み
ど
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
の

利
用
拡
大
に
積
極
的
に
取
り
組
む

岩
手
に
適
し
た
燃
焼
機
器
の
開
発
や
導
入
支
援
な
ど
通
じ
て

(
は
じ
め
に

岩
手
県
は
四
国
凶
県
に
匹
敵
す
る
県
土
面
積
を
有
し
、

七
七
%
が
森
林
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
恵
ま
れ
た
森

林
資
源
を
活
か
し
た
「
み
ど
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
利
用

拡
大
を
図
る
こ
と
は
、

①
未
利
用
木
質
資
源
の
有
効
活
用

に
よ
る
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
②
二
酸
化
炭
素
の
排
出

削
減
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
貢
献
③
燃
焼
機
器
や

ペ
レ
ッ
ト
な
ど
の
生
産
・
流
通
に
よ
る
新
た
な
雇
用
の
創

出
ー
な
ど
、
地
場
産
業
の
振
興
に
つ
な
が
り
、
「
環
境
首

都
い
わ
て
」
実
現
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

岩
手
県
は
「
み
ど
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
進
め
、
国
内
外
の
情

報
発
信
県
(
基
地
)
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な
森
林

を
守
り
育
て
る
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指
し
て
い
る
。

(
先
進
の
欧
米
諸
国
に
学
ぶ

岩
手
県
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
拡
大
の

取
り
組
み
は
、
先
進
国
で
あ
る
欧
州
諸
国
に
学
ぶ
と
こ
ろ

• 申
村
文
治

岩
手
県
農
林
水
産
部
林
業
振
興
課

が
大
き
い
。
特
に
、
平
成
十

一
年
十
月
に
は
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
活
用
講
演
会

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

利
用
の
現
状
と
未
来
」
(
講
師
・

E
U
お
よ
び
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
バ
イ
オ
マ
ス
協
会
会
長
)
を
開
催
し
た
ほ
か
、
翌
年

三
月
に
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
高
い

感
心
を
持
っ
た
民
間
の
関
係
者
が
、
ま
た
翌
年
四
月
に
は

増
田
寛
也
知
事
が
利
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ヴ
エ
ク
シ
ョ

l
市
を
訪
問
し
た
。

平
成
十
二
年
七
月
に
は
こ
う
し
た
活
動
を
過
し
て
知
見

を
深
め
た
民
間
の
方
々
が
中
心
と
な
り
、
産
学
官
の
連
携

組
織
で
あ
る
「
岩
手
・
木
質
、
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
会
」
が
設

立
さ
れ
る
な
ど
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

拡
大
に
向
け
た
本
格
的
な
官
民
連
携
の
活
動
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

平
成
十
五
年
三
月
に
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
含
む
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
条
例
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
の
促
進
及

び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
に
対
す
る
岩
手
県
の
姿
勢
を
鮮
明

に
し
た
。

10 

こ
れ
ら
の
活
動
を
踏
ま
え
、
平
成
十
六
年

一
月
に
本
県

の
増
田
知
事
が
呼
び
掛
け
人
と
な
っ
て

「木
質
バ
イ
オ
マ

ス
サ
ミ
ッ
ト

-m
い
わ
て
」
を
開
催
し
、
青
森
、
秋
田
、
和
歌

山
、
高
知
の
各
県
知
事
の
参
加
の
下
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・

ヴ
ェ
ク
シ
ョ

l
市
長
を
コ
メ
ン
テ

l
タ
l
に
迎
え
た
意
見

交
換
を
行
い
、
サ
ミ
ッ
ト
共
同
宣
言
を
発
表
し
て
い
る
。

ま
た
、
県
民
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
継
続
的
な
普
及
啓

発
活
動
と
し
て
、
平
成
十
七
年

一
月
、
み
ど
り
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
新
し
い
産
業
に
ー
を
テ

l
マ
に
「
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
0
5
」
を
開
催
し
た
。
地
域
を
元
気

に
す
る
産
業
と
し
て
木
質
、
バ
イ
オ
マ
ス
を
位
置
付
け
、
推

進
す
る
方
向
性
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
た
。
資
源
循
環
型

地
域
モ
デ
ル
「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
て
い

る
滋
賀
県
環
境
生
協
理
事
長
藤
井
絢
子
さ
ん
の
講
演
や
パ

ネ
ル
討
議
、
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、
増
田
知
事
も
パ
ネ
リ

ス
ト
の

一
人
と
し
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

、

「
い
わ
て
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

f
弧
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
雄
進

2005・9月号i迎~ω

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
推
進
す

る
た
め
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
「
い
わ
て
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ

る
と
と
も
に
、
「
い
わ
て
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
拡
大
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
部
局
横
断
的
な
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
燃
焼
機
器
の
導
入
促
進
に
向
け
、

岩
手

に
適
し
た
燃
焼
機
器
の
開
発
や
導
入
支
援
を
行
う
ほ
か
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
低
コ
ス
ト
で
安
定
的
に
供
給
す
る
シ

ス
テ
ム
を
確
立
す
る
た
め
の
技
術
開
発
、
地
域
を
特
定
し

た
総
合
的
な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
実
証
モ
デ
ル
の
構

築
・
検
証
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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①
い
わ
て
型
ベ
レ
ツ
ト
ス
ト
ー
ブ
普
忍
促
進
事
業

こ
の
事
業
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を

促
進
す
る
た
め
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ベ
レ
ッ
ト
ス
ト

ー
ブ
を
普
及
さ
せ
る
も
の
だ
。
平
成

寸
I

l

l

i

-

-

-

十
四
年
度
か
ら
県
内
企
業
と
県
工
業

一

色
圃
圃
酒
i
i

技
術
セ
ン
タ
ー
が
共
同
で
ベ
レ
ッ
ト

一

薗
・
・
・

ス
ト
ー
ブ
の
開
発
に
取
り
組
む
と
と

一

幽
・
・
圃

も
に
、
そ
の
導
入
を
促
進
し
て
い
る
。
一

こ
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
地
場

一

産
業
の
南
部
鉄
器
を
活
用
し
た
強
制

五

町

山

町

民

吸
排
気

(
F
F
)
式
で
、
燃
料
の
ベ

一
回

・

司

副

レ
ッ
ト
は
自
動
供
給
、
灰
の
処
理
も

一

圃

E圃
圃
・

独
自
の
処
理
機
構
を
備
え
、
ス
イ
ッ

「
1

1

1

1

-

-

-

チ

一
つ
で
着
火
・
消
火
が
で
き
る
。
室
温
設
定
や
タ
イ
マ

ー
機
構
も
備
え
た
、
環
境
に
優
し
く
使
い
や
す
い
ス
ト
ー

ブ
だ
。
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
え
る
炎
は
心
を
和
ま
せ
る
。

平
成
十
六
年
度
は
ベ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
購
入
す
る
場

合
に
市
町
村
お
よ
び

一
般
家
庭
な
ど
へ
の
補
助
を
実
施

し
、
平
成
十
六
年
度
末
で
県
内
に
五
百
四
十
二
台
の
ペ
レ

ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

②
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
施
盤
整
備
へ
の
助
成

いわて型チップボイラー

平
成
十
四
年
度
に
紫
波
郡
紫
波

町
の
町
立
上
平
沢
小
学
校
の
ペ
レ

ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
(
出
力
五
十
万
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
時
)

設
置
に
要
す
る
経

費
を
助
成
し
た
ほ

か
、
岩
手
県
林
業

技
術
セ
ン
タ
ー
に

実
証
施
設
と
し
て

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー

いわて型ぺレットストーブ業務用 (左)と家庭用

(
出
力
六
百
キ
ロ

ワ
ッ
ト
)
を
導
入

し
て
い
る
。
平
成
十
六
年
四
月
に
は
す
べ

て
県
産
材
を
使
用
し
「
木
の
地
産
地
消
」
に
こ
だ
わ
っ
た

「
森
林
ふ
れ
あ
い
学
習
館
・
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
イ
」
(
松
尾

村
・
県
民
の
森
)
が
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
こ
こ
に
も
チ
ッ

プ
ボ
イ
ラ
ー
(
出
力
二
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
)
を
設
置
し
て
い

る
。こ

れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、
平
成
十
六
年
度
末
で
県

内
各
地
に
ベ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
十
八
基
、
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ

ー
八
基
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

③
い
わ
て
型
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
開
発

こ
れ
ま
で
導
入
さ
れ
た
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
は
、

主
と
し

て
木
材
含
水
率
へ
の
対
応
の
違
い
か
ら
、
す
べ
て
外
国
製

ボ
イ
ラ
ー
で
あ
っ
丹
た
。

い
わ
て
型
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
は
、

平
成
十
五
年
度
か
ら

県
内
企
業
と
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
が
共
同
で
開
発
し
た

県
産
の
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
(
出
力
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
)
で
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
低
価
格
、
灯
油
バ
ー
ナ
ー
に
よ
る
バ

ッ
ク

ア
ッ
プ
機
能
も
搭
載
し
た
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
。
も
ち
ろ

ん
、
使
用
可
能
な
木
材
チ
ッ
プ
の

含
水
率
は
外
国
製
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ

ー
と
同
等
の
高
含
水
率
チ
ッ
プ
が

使
用
可
能
で
、
平
成
十
七
年
二
月

か
ら
販
売
を
始
め
て
い
る
。

④
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
燃
料

仕
様
墨
準
の
研
究
開
発

岩
手
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
が

資
源
調
査
お
よ
び
各
種
ベ
レ
ッ
ト

(
木
質
、
パ
ー
ク
、
樹
種
別
)
ご

と
の
熱
量
や
灰
量
調
査
な
ど
、
燃

料
仕
様
・
基
準
の
開
発
に
向
け
た

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

⑤
県
企
業
局
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
事
業
化
に
向

け
た
調
査
・
検
討
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

(
令
後
の
課
題

紫波町立上平沢小学校のぺレットボイラー

「
み
ど
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
利
用
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
、
い
わ
ゆ
る
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
直
後
に
も
、
ベ
レ
ッ
ト

な
ど
の
木
質
燃
料
が
全
国
的
に
注
目
さ
れ
、
岩
手
県
で
も

盛
ん
に
生
産
さ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
が
、
石
油
価
格
の
安

定
と
と
も
に
衰
退
し
た
経
緯
が
あ
る
。

岩
手
県
に
お
け
る
近
年
の
取
り
組
み
の
成
果
を

一
過
性

の
も
の
に
す
る
こ
と
な
く
、
森
林
の
保
全
や
地
球
温
暖
化

の
防
止
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
の
有
効
活
用
、
さ
ら

に
は
地
域
産
業
の
振
興
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
な
ど
、
「
み

ど
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
利
用
拡
大
の
目
的
と
す
る
本
来
の

成
果
に
結
び
付
け
て
い
く
た
め
に
、
継
続
的
な
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
る
。

:迎l1Oω2005・9月号

〔山行手
県
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
〕
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岩
手
県
葛
巻
町

く
歩
ま
き
の
環
境
は

未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
贈
り
も
の

風
・
畜
産
ふ
ん
尿
な
ど
地
域
資
源
活
か
し
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

:
:
こ
れ
か
ら
三
十
年
後
、
葛
巻
町
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
で
し
ょ
、
っ
。

子
ど
も
た
ち
が
リ
ー
ダ
ー
と
な

っ
た
省
エ
ネ
活
動
が
盛

ん
に
な
り
、
多
く
の
町
民
が
エ
コ
ラ
イ
フ
を
実
践
し
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
各
家
庭
の
屋
根
に
は
太
陽
光

発
電
が
設
置
さ
れ
、
暖
房
に
は
ベ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
や
薪

ス
ト
ー
ブ
な
ど
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
用
い
ら
れ
、
地

域
暖
房
シ
ス
テ
ム
も
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
袖
山
高
原
や
上
外
川
高
原
を
中
心
に
百
基
の
風

車
が
回
り
、
牛
の
ふ
ん
尿
を
活
用
す
る
バ
イ
オ
ガ
ス
シ
ス

テ
ム
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
究
極
の
車
、

燃
料
電
池
車
(
牛
の
ふ
ん
尿
自
動
車
)
も
走
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
:

(
「
く
ず
ま
き
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
な
あ
す
」
設
立
趣

意
書
よ
り
)

r、
町
民
が
描
く

く
ず
ま
き
の
未
来

活
動 二
を O
展 O
開四
す年
る冬
た至

EE 
tz 
'7 JI:、
ま~:
き地
球球
境 iR
パ I暖
l 化
ト防
ナ止

葛
巻
町
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

• 下
天
「

:~ 
，回

ー
シ
ッ
プ
な
あ
す
」
(
以
下
、
「
な
あ
す
」
)
が
設
立
さ
れ

た
。
地
球
温
暖
化
や
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
解
決
に

は
、
吋
E
晃
一色。
σ凶
-q-
K戸
2
F
S色
々
(
地
球
規
模
で
考

え
、
地
域
で
行
動
す
る
)
の
実
践
が
と
て
も
重
要
だ
。
私

た
ち
も
地
球
に
住
む

一
員
と
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
そ

う
と
、
町
民
二
十
四
人
が
呼
び
掛
け
人
と
な
り
活
動
し
て

い
る
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
日
は
、
"
で
ん
き
を
消
し
て
、
ス
ロ
ー

な
夜
を
“
を
合
言
葉
に
、
全
国
各
地
で
「
1
0
0
万
人
の

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
が
開
催
さ
れ
る
日
で
も
あ
り
、
早

速
「
な
あ
す
」
の
メ
ン
バ
ー
が
企
画
し
て
、
キ
ャ
ン
ド
ル

の
明
か
り
で
省
エ
ネ
を

し
な
が
ら
地
球
へ
の
思

い
を
は
せ
た
。
そ
の
後

も
京
都
議
定
書
発
効
目

前
日
に
省
エ
ネ
講
座

を
、
ま
た
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
先
進
国
で

あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
の
取

キャン ドルの明かりが世界へ。100万人の
キャン ドルナイトInくずまき

12 

り
組
み
を
紹
介
す
る
講
演
会
を
開
催
し
た
り
し
て
、
町
民

向
け
に
普
及
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活

動
を
中
心
に
、
最
終
的
に
は
町
民
出
資
に
よ
る
「
町
民
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
」
の
建
設
を
目
指
し
て
、
多
く
の
町

民
と
楽
し
く
活
動
を
続
け
て
い
る
。

2005・9月号油鴻~匂

、
北
緯
州
制
度
ミ
ル
ク
・
ワ
イ
ン
と

f
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち

岩
手
県
葛
巻
町
は
岩
手
県
北
部
、
県
都
盛
岡
市
か
ら
北

東
に
七
十
キ
ロ
の
北
上
高
地
に
位
置
し
、
標
高

一
、
0
0
0

メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
に
固
ま
れ
た
町
で
あ
る
。
人
口
は
八

千
五
百
十
五
人
、

二
千
九
百
二
十
六
世
帯
(
今
年
六
月
現

在
)
、
町
の
面
積
四
百
三
十
四
・
九
九
平
方
キ
ロ
(
う
ち

八
六
%
が
森
林
)
と
い
う
典
型
的
な
農
山
村
で
、
こ
れ
ま

で
酪
農
と
林
業
を
基
幹
産
業
に
発
展
し
て
き
た
。
特
に
酪

農
は
乳
午

一
万
二
千
頭
、
午
乳
日
量
百
二
十
ト
ン
を
生
産

し、

「東
北

一
の
酪
農
郷
」
を
誇
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第

三
セ
ク
タ
ー
を
活
用
し
、
牧
場
経
営
(
く
ず
ま
き
高
原
牧

場
)
、
山
ぶ
ど
う
ワ
イ
ン
の
製
造
(
く
ず
ま
き
ワ
イ
ン
)
、

ホ
テ
ル
経
営
(
グ
リ
ー
ン
テ
l
ジ
)
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
地
域
の
資
源
を
活
か
し
、
自
ら
産
業
を
興
し
て

き
た
町
だ
が
、

一
方
で
少
子
・
高
齢
、
過
疎
化
や
雇
用
の

場
の
不
足
、
家
畜
ふ
ん
尿
の
処
理
と
い
っ
た
諜
題
も
あ
り
、

町
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

、
初
め
の
一
歩

f
l
未
来
へ
つ
な
ぐ
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

葛
巻
町
で
は

一
九
九
九
年
、
"
自
然
と
人
間
の
共
生

1
天

と
地
と
人
の
め
ぐ
み
を
生
か
し
て

1
“
を
基
本
理
念
に
「
葛

巻
町
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
た
。
地
域
資

源
で
あ
る
風
力
や
太
陽
光
な
ど
の
"
天
の
め
ぐ
み
ヘ
畜
産

ふ
ん
尿
や
森
林
、
水
力
な
ど
の
"
地
の
め
ぐ
み
ヘ
豊
か
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な
風
土
・
文
化
を
守
り
育
て
る

"
人
の
め
ぐ
み
“
を
積
極
的
に

活
か
し
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化

防
止
や
産
業
振
興
、
町
の
新
た

な
魅
力
づ
く
り
に
つ
な
げ
よ
う

と
い
う
考
え
だ
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の

第

一
弾
が
、
同
年
六
月
に
稼
動

を
始
め
た
袖
山
高
原
風
力
発
電

施
設
。
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
や
景

観
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
題
材
に

も
な
り
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
標
高

て
一

0
0
メ
ー
ト
ル

の
袖
山
高
原
で
雄
大
に
回
る
姿

は
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
発
電
出
力
は
千
二
百
キ
ロ

ワ
ッ
ト
(
四
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
が
三
基
)
で
、
エ
コ
・
ワ
ー

ル
ド
く
ず
ま
き
風
力
発
電
側
が
運
営
し
て
い
る
。
標
高

一
、

0
0
0メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
山
岡
高
冷
地
で
の
こ
の
取
り

組
み
は
非
常
に
注
目
を
集
め
、
初
年
度
こ
そ
乱
気
流
に
よ

る
変
則
風
圧
対
策
や
風
向
・
風
速
計
の
凍
結
と
い
っ
た
問

題
が
発
生
し
た
が
、
現
在
は
順
調
に
稼
動
し
、
年
間
約
二

百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
(
約
六
百
世
帯
分
の
年
間
消
費
電
力

量
)
を
発
電
し
て
い
る
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
町
づ
く
り
を

推
進
す
る
本
町
に
と
っ
て
、
こ
の
風
車
の
完
成
・
稼
動
は

大
き
な
自
信
と
な
り
、
そ
の
後
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

特集

(
で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ
ず
つ

そ
の
後
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
と
に
"
天
と
地
と
人
の
め
ぐ

み
を
生
か
し
て
“
、
思
い
を

一
つ
ず
つ
実

現
し
て
い
る
。
町
南
部
の
上
外
川
高
原

に
グ
リ
ー
ン
パ
ワ

l
く
ず
ま
き
風
力
発

一
電
所
(
発
電
出
力
二
万

一
千
キ
ロ
ワ
ツ

宣
ト
、
「
制
グ
リ
ー
ン
パ
ワ

l
く
ず
ま
き
」

輸
が
運
営
)
を
、
学
校
や
介
護
老
人
保
健

域
施
設
に
は
太
陽
光
発
電
(
発
電
出
力
七

開
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
)
を
導
入
し
て
い
る
。

仙
ま
た
、
町
の
主
産
業
で
あ
る
酪
農
の

丸
一
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め
、
く
ず
ま
き
高

つ肘
一
原
牧
場
に
は
畜
ふ
ん
バ
イ
オ
ガ
ス
シ
ス

刊
…
テ
ム
(
発
電
出
力
三
十
七
キ
ロ
ワ
ッ
ト
)

引
を
導
入
、
併
せ
て
産
学
官
の
連
携
に
よ

、りか
り
バ
イ
オ
ガ
ス
の
安
定
供
給
や

.

.

 

こ
精
製
・
濃
縮
技
術
開
発
に
よ
る

.

.

.

 

ボ
ン
ベ
貯
留
、
家
庭
用
燃
料
電
池
(
発
電
出
力
.
壇
画

0
・
七
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
)
の
開
発
研
究
も
行
つ
国

-
E

て
い
る
。
さ
ら
に
、
林
業
の
振
興
、
木
の
ぬ
く
匹

E
E町

も
り
や
心
地
よ
き
を
実
感
す
る
た
め
、
公
共
施
圃
ハ門
凶

設
な
ど
に
木
質
ベ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
や
ベ
レ
ッ

'
L
L

ト
ス
ト
ー
ブ
を
導
入
し
て
い
る
。
今

年

九

月

に

圏

平

は
木
質
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
所
(
発
電
出
力
百
二

噌

m
H

十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
)
も
稼
動
予
定
だ
。

一

~

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
主
役
は
「
町
民
」
。
「
イ
イ

や
っ
て
み
た
い
、
利
用
し
や
す
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
指

し
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
補
助
金
制
度
を
ス
タ

l
と
さ

せ
た
。
こ
れ
ま
で
太
陽
光
発
電
十
四
基
、
太
陽
熱
温
水
器

六
十

一
基
、
ベ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
二
十
九
台
が
導
入
さ
れ

る
な
ど
、
町
民
の
利
用
が
進
み
、
楽
し
さ
が
広
が
る
こ
と

で
、
町
全
体
へ
の
普
及
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

う l未存巴上 圃rft哩E込_n;___給の興ネ力 ダ担定テ
今の来在 ELで ・..:J.';r!主..  孟手並;一且・・・・・・率利にルエ現 l うし 10
後争をす色欠・Eグ来週・・E富里置圃圃園圃圃・圃・・約用つギネ在と子たマ 三 〆ー、
もい担る予か 岡Eちr哲司・・ーIr圃圃E盟国圃・圃圃・Eー をな lル 、しど 。に年 ， 、
取のう大〉せ 置車 一 司開園・園田・・圃・五積げのギ町たもこ、に エ
りな 子 切♀な ElbJAEEE圃圃・・・%極る導 1の省たれ「は ネ
組いどな円い画単ムd蕗温圃圃圃・・・・増的観入自エエち~:葛 ル
ん平も資包大.-'錨・・・・・・・をに点を給ネネと主巻夫 ギ
で手uた源性切でrfZTT一一一目推か基率ルル共り町と l 
いなちを叱な?導入した家庭 1ぺレyトストーブ 指進ら幹はギギに 、ぎ地 自
き地と宝のも ーすすも産 ー 1 1理ェーと 給

と宮署長喜男子私 Z るの l減約の心 iを;寺会長率 TZZ会 史
とす Lぇ rDどたネ盃大実自を七実とた E3あ町率進、ギギめ の
思る て i私も受ル気き現給目%践し、でオる J はを子 1 1 ぐ ま

え;gt:i ;t T示ii t雪;ii;f :fi gf;:;i ? 
+ の、生て 勺 」弓町 %zル体ネたルネ林な(てちて〆ん

i 21f E i ii 12ii J R ?i i ?i fiミ?22:り
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山
形
県
舟
形
町

塵
に
利
用
し
た

『
利
害
事
業
』
に
取
り
組
む

発
想
の
転
換
で
厄
介
者
を
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

雪
を
生
活

• 

地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
で
の
「
京
都
議
定
書
」
は
、

地
球
上
に
住
む
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
に
地
球
環
境
の
危
機

意
識
の
高
揚
と
地
球
環
境
保
全
に
向
け
た
新
た
な
課
題
へ

の
挑
戦
を
義
務
付
け
た
。
あ
れ
か
ら
八
年
が
経
過
し
た
。

地
球
環
境
問
題
に
関
心
を
寄
せ
る
人
が
年
々
多
く
な
っ
て

き
て
い
る
。

私
た
ち
は
昭
和
六
十
二
年
か
ら
雪
を
生
活
や
産
業
の
分

野
に
積
極
的
に
利
用
す
る
「
利
雪
事
業
」
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

(
野
菜
の
低
温
貯
蔵
実
験
で
好
結
果

舟
形
町
は
山
形
県
の
東
北
部
に
位
置
す
る
人
口
七
千
人

の
稲
作
農
業
中
心
の
緑
豊
か
な
町
で
あ
る
。
夏
は
奥
羽
山

系
か
ら
流
れ
る
清
流
小
国
川
が
松
原
ア
ユ
を
求
め
て
全
国

か
ら
集
う
太
公
望
で
賑
わ
う
。
冬
は
最
上
川
の
峡
谷
を
吹

き
抜
け
る
北
西
の
季
節
風
が
強
く
、
十

一
月
下
旬
か
ら
三

月
下
旬
ま
で
降
雪
が
あ
り
、
平
均
し
て
積
雪
が
二
メ
ー
ト

ル
前
後
と
な
る
。
全
国
で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
も
あ
る
。

近
年
、
除
雪
ロ
ー
タ
リ
ー
車
の
配
備
な
ど
で
除
雪
体
制

舟
形
町
教
育
委
員
会

教
育
次
長

・

高

橋

が
整
備
さ
れ
た
と
は
い
え
、
冬
の
自
然
は
厳
し
く
、

雪
は

私
た
ち
の
心
に
重
く
の
し
掛
か
っ
て
く
る
。
「雪
さ
え
な

け
れ
ば
、
舟
形
は
い
い
と
こ
ろ
な
の
に
:
:
:
」
「
年
老
い

て
か
ら
雪
下
ろ
し
は
ご
め
ん
だ
」
と
よ
く
耳
に
す
る
。
雪

は
私
た
ち
に
と
っ
て
本
当
に
邪
魔
者
な
の
だ
ろ
う
か
。
自

然
と
共
に
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
水
や
空
気
と
同
じ

よ
う
に
、

雪
に
も
何
か
大
切
な
使
命
が
あ
っ
て
天
か
ら
舞

い
降
り
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
雪
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
。
雪
の
味
方
に
な
り

た
い
と
の
思
い
が
年
々
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。

平
成
元
年
に
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
で
雪
氷
室
(
雪
の
貯

蔵
量
二
百
ト
ン
)
を
設
置
し
た
。
三
月
に
雪
の
投
入
を
行

い
、
夏
場
に
雪
の
冷
熱
で
野
菜
な
ど
を
低
温
で
貯
蔵
す
る

実
験
棟
だ
。
上
か
ら
雪
を
投
入
す
る
た
め
、
屋
根
が
な
い

不
思
議
な
建
物
は
見
学
者
を
驚
か
せ
た
。

雪
氷
室
の
中
に
米
、
ソ
パ
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
を
貯

蔵
し
、
大
変
満
足
す
る
良
好
な
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
農
産
物
の
長
期
貯
蔵
に
雪
が
大
き
く
貢
献
で
き
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
た
。

14 

岡。

〈

「
利
雪
」
が
法
律
に
聞
記
さ
れ
る

平
成
二
年
に
通
産
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
「
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
利
用
モ
デ
ル
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、
園
、

県
、
町
で
の
「
雪
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
対
象
と
し
た
極
め

て
珍
し
い
「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
利
用
事
業
化
可
能
性

調
査
」
を
実
施
し
た
。
雪
の
舟
形
町
と
北
海
道
を
舞
台
に

し
て
、

雪
研
究
の
最
先
端
で
活
躍
す
る
学
者
、
研
究
者
ら

に
よ
り
雪
の
持
つ
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に
つ
い
て
熱
い
議
論

が
交
わ
さ
れ
た
。
囲
内
初
の
雪
の
調
査
研
究
が
公
に
実
施

さ
れ
、

雪
の
持
つ
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
可
能
性

を
追
求
し
、
調
査
報
告
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

「
利
雪
」
と
い
う
用
語
が
初
め
て
法
律
用
語
と
し
て
誕

生
し
た
の
が
平
成
四
年
で
あ
る
。
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措

置
法
が
十
年
ぶ
り
に
大
幅
改
正
さ
れ
、
「
利
雪
」
が
明
記

i説誕誕~ 2005・9月号
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さ
れ
た
画
期
的
な
法
律
の
改
正
と
な
っ
た
。
克
雪
対
策

一

辺
倒
の
国
の
施
策
か
ら
利
雪
推
進
へ
の
足
場
が
で
き
た
。

平
成
五
年
に
は
「
環
境
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。

「
地
球
環
境
に
負
荷
の
少
な
い
、
か
つ
持
続
的
発
展
が
可

能
な
社
会
を
構
築
す
る
」
と
基
本
理
念
が
う
た
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
公
害
防
止
法
の
よ
う
な
受
動
的
な
対
応

で
は
な
く
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
能
動
的
な
行
動
を
促

し
て
お
り
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
追
い
風
と
な
っ
た
。
雪

を
積
極
的
に
資
源
と
し
て

活
用
し
、

雪
国
の
特
性
に

応
じ
た
地
域
づ
く
り
を
推

進
し
よ
う
と
す
る
意
図
が

感
じ
ら
れ
た
。
国
土
の
五

二
%
の
積
雪
地
帯
に
属
す

る
市
町
村
に
対
し
て
、
新

し
い
地
域
活
性
化
へ
の
可

能
性
を
聞
く
法
の
整
備
と

な
っ
た
と
思
う
。

公
害
で
、
毎
年
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

理
想
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を

確
立
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
今
ま
で
、

雪
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
対
象
と
し
て
位

置
付
け
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
不
思

議
で
な
ら
な
い
。
世
界
の
石
油
情
勢

が
不
安
定
な
昨
今
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
の
大
部
分
を
海
外
に
依
存
し
て
い

る
現
状
を
考
え
れ
ば
、
「
雪
」
は
安

全
で
、
安
心
し
た
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
。

平
成
六
年
度
に
世
界
初
の
雪
冷
房
シ
ス
テ
ム
を
園
、
県

の
協
力
を
得
て
町
営
施
設
の
農
業
体
験
実
習
館
に
導
入
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
シ
ス
テ
ム
は
い
た
っ
て
単
純
で
あ
る
。

体
験
学
習
館
の
駐
車
場
脇
に
貯
蔵
槽
(
雪
六
十
ト
ン
)
を

設
置
し
、
機
械
室
に

送
風
機
を
設
け
て
体

験
学
習
館
の
研
修
室

二
部
屋
(
三
十
三
畳
)

に
地
下
配
管
を
通
じ

て
雪
の
冷
気
を
送
り

込
み
、
研
修
室
の
空

気
が
ま
た
貯
蔵
槽
に

戻
る
循
環
型
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
「
空
気

と
雪
の
直
接
熱
交
換

に
よ
る
雪
冷
房
シ
ス

テ
ム
」
の
誕
生
と
な

っ
た
。

(
雪
冷
房
シ
ス
テ
ム
の
誕
生

日
本
列
島
に
毎
年
千
二
百
億
ト
ン
の
脅

(
冷
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
)
が
供
給
さ
れ
て
い
る
。
人
工
的
に

一
ト
ン
の
雪
を
作
る
に
は
百
万
円
の
コ
ス
ト
が
か

か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
日
本
に
降
る
雪
を
金
に

換
算
す
れ
ば
、
天
文
学
的
な
数
字
に
な
る
。
雪
一

ト
ン
の
有
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
(
冷
熱
量
)
は
十
万

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
あ
る
。
囲
内
に
降
る
雪
の

0
・

二
%
を
利
用
す
る
だ
け
で
、
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
出

力
の
発
電
所
十
五
基
分
に
相
当
す
る
。
こ
の
無
限

の
雪
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
が
実
現
す
れ
ば
、
加
批
…

雪冷房システムの貯蔵僧への雪投入。右上は体験学習館

雪
と
い
う
自
然
エ

ネ
ル
ギ

l
を
利
用
し
た
ま
っ
た
く
新
し

い
試
み
で
あ
る
。
電
気
に
頼
ら
ず
、
フ

ロ
ン
ガ
ス
を
使
用
し
な
い
地
球
環
境
に

優
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
シ
ス
テ
ム

だ
。
雪
が
自
然
の
フ
ィ
ル
タ
ー
の
役
目

を
果
た
し
、
空
気
中
の
タ
バ
コ
の
煙
や

目
に
見
え
な
い
ち
り
ま
で
も
き
れ
い
に

取
り
除
い
て
く
れ
る
。
雪
冷
房
を
体
感

さ
れ
た
方
は
、
「
雪
と
聞
い
て
湿
っ
ぽ
い

と
思
っ
た
が
、
実
際
、
体
感
し
て
み
る

と
か
ら
つ
と
し
て
い
て
き
わ
や
か
な
感

じ
が
す
る
」
と
好
評
だ
。

(
町
民
の
住
宅
で
も
導
入

地元小学生による雪冷房施設見学

既
存
の
電
気
冷
房
と
比
較
す
る
と
、
コ
ス
ト
を
五
O
%

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
雪
は
こ
れ
ま
で
私
た
ち
の
生

活
を
阻
害
す
る
大
き
な
要
因
と
位
置
付
け
ら
れ
、
代
表
的

な
厄
介
者
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
て
き
た
が
、
発
想
の
転

換
を
図
り
、

雪
の
持
つ
付
加
価
値
を
発
見
す
る
こ
と
に
よ

り
、
私
た
ち
の
快
適
な
生
活
環
境
に
大
き
く
貢
献
で
き
る

こ
と
を
証
明
し
た
。
こ
の
小
さ
な
雪
冷
房
シ
ス
テ
ム
が
雪

の
国
際
会
議
で
発
表
さ
れ
、
国
連
の
国
際
環
境
技
術
セ
ン

タ
ー

(
U
N
E
P
)
を
通
じ
て
世
界
中
に
紹
介
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
舟
形
町
に
お
い
て
も
町
民
の
住
宅
へ
の
雪
冷

房
導
入
、
若
き
農
業
後
継
者
グ
ル
ー
プ
「
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
」

が
い
つ
で
も
お
い
し
い
米
を
消
費
者
に
食
べ
て
も
ら
い
た

い
と
雪
冷
房
低
温
貯
蔵
施
設
を
設
置
す
る
な
ど
、
現
在
、

雪
を
利
用
し
た
施
設
が
五
カ
所
と
な
っ
た
。
先
の
法
律
改

正
に
よ
り
、

雪
利
用
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
は
、

雪
国
に

住
む
者
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
る
。

描~ω2005・9月号15 
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燭
玉
県
川
越
市

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

集
一-

.・1・

~て 1
一一
一BU 

り
十
万
円
(
最
高
四
イ
万
円
ま
で
)
を
補
助
す
る
と
し
た
。

「
省
エ
ネ
」
か
ら
「
創
エ
ネ
」
へ
の
展
開
で
あ
る
。

こ
の
補
助
に
よ
り
、
十
六
年
度
末
ま
で
の
八
年
間
で
六

百
七
十
二
件

(
二
千
二
百
七
キ
ロ
ワ
ッ
ト
)
の
分
散
型
の

小
規
模
「
発
電
所
」
が
市
内
に
誕
生
し
て
い
る
。
補
助
額

は
累
計
で
約

一
億
九
千
五
百
万
円
。
設
置
者
の
測
定
結
果

か
ら
、
補
助
し
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
年
間
約
二
百
二
十
三

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
が
発
電
さ
れ
、
八
百
ト
ン
の
二
酸
化
炭

素
が
削
減
さ
れ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
申
請
者
は
年
々
増
加

し
て
お
り
(
図
1
)
、
百
四
十
九
件
の
申
請
が
あ
っ
た
平

成
十
四
年
度
は
早
い
段
階
で
当
初
予
算
を
超
え
、
「
市
民

の
要
望
に
で
き
る
だ
け
応
え
る
よ
う
に
」
と
い
う
市
長
の

指
示
に
よ
り
、
補
正
予
算
、
さ
ら
に
は
予
備
費
を
充
用
し

て
す
べ
て
の
申
請
に
対
応
し
た
。
本
年
度
も
事
業
開
始
約

一一
カ
月
足
ら
ず
で
、
当
初
予
算
の
半
分
を
超
す
六
十
件
の

申
請
が
あ
り
、
市
民
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。
市

は
設
置
者
の
お
宅
を
地
図
に
落

と
し
た
「
発
電
所
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
際

に
本
事
業

P
R
用
と
し
て
活
用

し
て
い
る
。

設
置
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
と
、
「
売
電
計
を
見
る
の
が

楽
し
み
に
な
っ
た
」
「
無
駄
遣
い

を
し
な
い
よ
う
に
な
っ
た
」
な

ど
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
よ
り
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
身
近
な
も
の
と
感
じ
、

省
エ
ネ
意
識
が
向
上
す
る
傾
向

も
見
受
け
ら
れ
て
い
る
。

公
共
施
設
へ
の
導
入
の

面
か
S
太
陽
光
発
電
据
進

市
長
自
ら
先
頭
に
立
つ
川
越
市
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

• 

川
越
市
は
埼
玉
県
南
西
部
に
位
置
し
、
面
積
百
九
平
方

キ
ロ
、
人
口
三
十
三
万
人
の
都
市
で
あ
り
、
首
都
圏
三
十

キ
ロ
圏
内
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
首
都
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
人
口
が
増
加
し
て
き
た
。
大
正
十

一
年
に
県
内
初

の
市
政
を
施
行
し
、
平
成
十
四
年
に
八
十
周
年
を
迎
え
、

平
成
十
五
年
に
中
核
市
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
本
市
は

「
小
江
戸
」
川
越
と
呼
ば
れ
、
年
間
四
百
六
十
万
人
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
る
。
周
辺
に
は
水
田
、
畑
、
河
川
が
あ

り
、
南
部
に
は
武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
雑
木
林
が
広
が
っ

て
い
て
、
自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
産
業

も
農
業
、
工
業
、
商
業
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
発
達
し
て
い
る

都
市
で
あ
る
。

r、
% 
節
電
運
動
の
成
果
市
民

還
7ti 

本
市
は
平
成
八
年
度
か
ら
市
長
の
提
案
に
よ
り
「
無
理

な
く
、
抵
抗
な
く
、
自
然
体
で
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

一
%
節

電
運
動
を
開
始
し
、
初
年
度
に
二
百
を
超
え
る
公
共
施
設

全
体
で
電
力
使
用
量
削
減
約
五
%
、
経
費
削
減
五
千
万
円

と
い
う
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
は
節
電
だ

川
越
市
環
境
部
環
境
政
策
課

• 益
子
俊
悶

け
で
な
く
、
す
べ
て
の
活
動
に
対
し
て
、
で
き
る
こ
と
か

ら
率
先
し
て
取
り
組
む
「

一
%
節
電
プ
ラ
ス

1
運
動
」
に

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

十
六
年
度
末
ま
で
に
基
準
年
度
(
平
成
七
年
度
)
と
の
比

較
で
、
累
計
し
て
約
八
億
六
千
万
円
の
経
費
を
節
減
す
る

こ
と
が
で
き
た
(
電
力
単
価
の
低

下
分
含
む
)
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

節
約
で
き
た
経
費
を
市
民
に
還
元

す
る
と
の
考
え
で
、
平
成
九
年
度

か
ら
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
費
補
助
事
業
」
を
開
始

し
た
。
全
国
で
静
岡
県
富
士
宮
市

に
次
ぐ
二
番
目
に
早
い
実
施
で
あ

る
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
に
よ
る

補
助
と
は
別
の
市
単
独
事
業
で
あ

り
、
自
ら
居
住
す
る
市
内
の
住
宅

に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
方
に
、

一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た

16 2005・9月号泌!O0

壁面にも太陽電池パネルを設置 (JII越市東口図書館)
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平
成
十
五
年
度
か
ら
は
よ
り
多

く
の
市
民
要
望
に
応
え
る
た
め
、

設
置
単
価
が
約
三
割
低
下
し
た
の

に
合
わ
せ
て
、
補
助
金
を

一
キ
ロ

ワ
ッ
ト
当
た
り
七
万
円
に
変
更
し
て

い
る
。

、
全
小
中
学
校
に

f
太
陽
光
発
電
導
入

市
民
向
け
補
助
事
業
の
開
始
と

同
時
期
の
平
成
九
年
度
に
、
市
庁

舎
屋
上
に
初
の
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
た
。
併
せ
て
、
電

気
自
転
車
二
十
台
を
導
入
し
、
発
電
し
た
電
気
を
充
電
し

て
近
場
の
出
張
時
に
自
動
車
の
代
わ
り
に
利
用
し
て
い

る
。
(
※
環
境
庁
(
現
環
境
省
)
地
球
温
暖
化
対
策
地
域

推
進
モ
デ
ル
事
業
補
助
金
受
領
)

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
公
共
施
設
へ
の
導
入
は
、

「
新
設
の
公
共
施
設
に
は
す
べ
て
に
設
置
す
る
」
と
の
方

針
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十

一
年
度
の

I
S
0
1
4
0
0
1
%川認
証
取
得
し
た
際
、
舟
橋
功

一
市

長
に
よ
る
見
直
し
に
よ
り
、
「
小
中
学
校
は
環
境
教
育
上
、

重
要
な
の
で
(
五
十
五
校
)
す
べ
て
に
導
入
す
る
」
と
の

方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、
公
共
施
設
か
ら
率
先
し
て
積
極
的

に
導
入
を
進
め
て
い
る
。
(図
2
)

こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
建
て
替
え
を
予
定
し
て
い
る

一

校
を
除
き
、
十
六
年
度
末
ま
で
に
全
小
中
学
校
五
十
四
校

を
含
む
七
十
二
施
設
に
、
発
電
規
模
六
百
十
七
キ
ロ
ワ
ッ

ト
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、

平
成
十
二
年
度
か
ら
の
四
年
間
に
つ
い
て
は
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

(
N
E
D
O
)
の
「
地

域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
対
策
費
補

助
金
」
を
利
用
し
た
。
大
規
模
な
も
の

と
し
て
は
、
北
部
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
美
術
館
や
保

健
所
に
そ
れ
ぞ
れ
五
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
導

入
し
た
。
ま
た
、
川
越
駅
東
口
図
書
館

で
は
、
屋
根
に
二
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
壁

面
に
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
計
三
十
キ
ロ
ワ

ッ
ト
を
導
入
し
て
い
る
。

市役所屋上の太陽光発電システムを見学する小学生

こ
う
し
た
市
の
取
り
組
み
は

P
T
A

会
報
に
紹
介
さ
れ
、
卒
業
記
念
に
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド

型
の
照
明
灯
が
設
置
さ
れ

た
例
が
あ
る
。
ま
た
、
市

制
八
十
周
年
を
記
念
し
て

自
治
会
連
合
会
か
ら
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
の
照
明
時
計

が
寄
付
さ
れ
、
市
庁
舎
前

駐
車
場
に
設
置
さ
れ
て
い

守
@
。教

師
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
「
生
徒
が
環
境

問
題
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」
「
天
候

や
季
節
に
よ
る
発
電
量
の

違
い
を
実
感
で
き
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
に
つ

い
て
考
え
る
よ
い
機
会
と

な
っ
て
い
る
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

公共施設太陽光発電霞置状況図2住宅用太陽光発電補助実錨図1
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太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
市
の
環
境
基
本
計
画

で
、
市
内
世
帯
数
の
約

一
%
に
当
た
る

一
千
軒
を
目
標
と

し
て
進
め
て
い
る
。
広
報
、
出
前
講
座
、
催
し
物
に
よ
り

P
R
を
行
っ
て
い
る
が
、

一
歩
踏
み
込
ん
で
住
宅
関
連
事

業
者
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
昨
年
、

N
P
O
「
太
陽
光
発
電
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
協
力
を
得
て
、
設
置
者
向
け
の
無
料
勉
強
会
兼
相
談
会

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
設
置
希
望
者
向
け
の
説
明
会
も
聞

い
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
本
年

度
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
設
置
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

状
況
、
そ
の
対
応
状
況
や
設
置
規
模
に
関
す

る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
を

積
極
的
に
提
供
し
て
い
き
た
い
。
後
者
の
問

題
は
、
適
正
な
規
模
を
十
分
考
え
ず
に
設
置

を
希
望
し
て
く
る
ケ

l
ス
が
最
近
目
立
っ
て

い
る
た
め
だ
。
ち
な
み
に
、
す
で
に
設
置
済

み
の
平
均
の
規
模
は
三

・
四
八
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、

単
価
は

一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
六
十
四
万
円
。

今
後
と
も
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
と
地

球
温
暖
化
防
止
に
向
け
、
家
庭
用
燃
料
電
池

な
ど
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
省
エ
ネ
と
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
市
域
全
体
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

21 
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令
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取
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組
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※
国
際
標
準
化
機
構

(
I
S
O
)
が
定
め
た
I
S

0
1
3
0
0
S
(
シ
リ
ー
ズ
)
の
中
級
で
、
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
れ
ば

よ
い
か
を
定
め
た
仕
様
書
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早
稲
田
大
学
環
境
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

集先
進

動
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
交
通

シ
ス
テ
ム
の
紹
介

省
エ
ネ
・
環
境
に
優
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
パ
ス
と
し
て
利
用

(
は
じ
め
に

早
稲
田
大
学
環
境
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

(
研
究
代
表
者

大
聖
泰
弘
理
工
学
部
教
授
)
で
は
、
側
交
通
安
全
環
境
研

究
所
と
昭
和
飛
行
機
工
業
側
と
共
同
で
、
新
産
業
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
総
合
開
発
機
構

(
N
E
D
O
)
の
補
助
事
業
「
平

成
十
六
、
十
七
年
度
民
生
部
門
等
地
球
温
暖
化
対
策
実
証

モ
デ
ル
評
価
事
業
」
の
採
択
を
受
け
、
「
先
進
電
動
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
交
通
シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル
事
業
」
を
進
め
て
い
る
。

本
事
業
は
、
最
新
の
電
動
車
両
技
術
を
活
用
し
た
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
シ
ス
テ
ム
と

I
T
S
(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)

技
術
を
活
用
し
た
先
進
デ
マ
ン
ド
パ
ス
シ
ス
テ
ム
を
同
時

に
開
発
し
、
モ
デ
ル
地
区
で
の
走
行
実
証
試
験
を
通
じ
て

中
小
市
町
村
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
改
善
効
果
や
、

マ
イ
カ
ー
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
へ
の
モ

l
ダ
ル
シ
フ
ト
効

果
を
検
証
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

(
電
動
車
両
と
し
て
の
特
徴

十
数
年
前
、
電
気
自
動
車
は
ガ
ソ
リ
ン
車
や
デ
ィ

l
ゼ

• 大
聖
泰
弘

理
工
学
部
教
授

ル
車
に
代
わ
る
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ー
ク
ル
と
し
て
、

将
来
の
普
及
が
大
い
に
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

バ
ッ
テ
リ
ー
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
、

一
充
電
で
の
走

行
距
離
が
短
い
、
充
電
に
時
間
を
要
す
る
、
バ
ッ
テ
リ
ー

自
体
が
重
く
、
走
行
の
負
担
が
大
き
い
、
コ
ス
ト
が
高
い

ー
と
い
っ
た
欠
点
が
解
決
さ
れ
ず
、
普
及
が
ほ
と
ん
ど
進

ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の

一
方
で
、

従
来
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
パ
ス
は
、
排
出
ガ
ス
や
排

気
臭
、
振
動

・
騒
音
、
変
速
シ
ョ
ッ
ク
が
避
け

ら
れ
ず
、
車
内
外
の
環
境
や
乗
り
心
地
性
の
改

善
が
望
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
事
業
は
、
バ

ッ
テ
リ
ー
の
搭
載
量
を
最
小
限
に
抑
え
つ
つ
、

電
動
化
に
よ
る
静
粛
性
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
無

公
害
の
特
性
を
活
か
し
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
シ
ス

テ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
た
。

本
シ
ス
テ
ム
で
は
、
使
っ
た
電
力
量
は
、
パ

ス
ス
ト
ッ
プ
の
路
面
に
設
置
し
た
非
接
触
高
速

誘
導
充
電
装
置
を
採
用
し
、
パ
ス
の
床
下
に
取

り
付
け
た
受
電
シ
ス
テ
ム
で
急
速
充
電
を
行
う

18 

方
式
を
と
っ
て
バ
ッ
テ
リ
ー
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
徹
底
の
た
め
、
モ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム

や
電
源
シ
ス
テ
ム
、
補
機
類
に
つ
い
て
、
高
効
率
小
型
軽

量
化
や
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
制
御
を
図
っ
て
い
る
。
本
車

両
の
諸
元
と
性
能
を
表
1
に
示
す
が
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
石
油
の
消
費
を
大
幅
に
削
減
し
、
ひ
い
て

は
C
0
2の
低
減
に
も
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

将
来
的
に
は
、
太
陽
光
や
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
夜
間
電
力

を
有
効
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
想
定

し
て
い
る
。

2005・9月号誌記語~i!ì

さ
ら
に
、
比
較
的
少
人
数
の
乗
客
を
対
象
に
、
高
齢
者

や
身
障
者
、
年
少
者
の
乗
降
に
も
配
慮
し
た
低
床
型
に
し
、

最
後
部
が
聞
く
方
式
に
し
て
、
そ
こ
か
ら
の
車
い
す
の
乗

降
も
実
現
し
て
い
る
こ
と
も
本
車
両
の
特
徴
で
あ
る
。

(
先
進
デ
マ
ン
ド
パ
ス
シ
ス
テ
ム

車両諸元と諸性能

全長:5.8m車幅 2.0m車高 2.8m ・車両重量 2.95トン

20名(車椅子1名分) ・最高速度 50km/h

形式・水冷式密閉型埋込み磁石式同期モーター

最高出力 50kW最大トルク:240N"m 最高効率 9特

定格電圧ーDC278V 冷却方式.水冷 重量:60kg 

形式:急速充電型空冷ナトリウム/塩化ニッケル電池

容量:68Ah定格エネルギー:18.9kWh開放電圧 278V

最大放電電流:224A最大出力:32kW(81)>iDODIこて)

エネルギー密度 107Wh/kg 出力密度 180W/kg

充電時間:SOC10司増加に1時間

・受電機能 受電能力 301州 システム重量 70kg

・ー充電走行j'fi雌 120km(時速25km一定時)

"C02削減効果 同等のディーゼル車に対して、 60-65%

-燃費性能 同等のディーゼル車に対して、 2.5-2.7倍

地
方
の
市
町
村
で
は
マ
イ
カ
ー
へ
の
依
存
が
大

き
く
進
み
、
路
線
パ
ス

は
利
用
者
離
れ
に
よ
っ

て
需
要
が
低
迷
し
、

①

路
線
数
、
停
留
所
数
、

運
行
数
の
減
少
②
高
運

賃
化
③
渋
滞
に
よ
る
定

時
性
低
下
を
招
き
、

悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る

の
が
現
状
と
吾一
守え
よ
う
。

そ
こ
で
、
本
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
の
運
行
に
当
た
っ

て
は
、
利
用
者
の
利
便

性
を
高
め
る
べ
く
、
先

近
年
、

表1

-車両寸法

・乗車定員

.モーター

-バッテリー
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進
的
な
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
開
発
を
進
め
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
最
新
の

I
T
S技
術
を
用
い
た
「
先
進

デ
マ
ン
ド
パ
ス
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
・
導
入
し
、
利
用
者
は

携
帯
電
話
な
ど
か
ら
予
約
を
入
れ
た
り
、
車
両
の
位
置
や

パ
ス
ス
ト
ッ
プ
で
の
待
ち
時
間
、
目
的
地
へ
の
到
着
時
間

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
り
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
予
約
情
報
に
基
づ
い
て
運
行
ル

ー
ト
の
変
更
指
示
を
与
え
る
方
式
を
と
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、
パ
ス
の
利
便
性
を
高
め
つ
つ
、
無
駄
な
走
行
を
低
減

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

先進電動マイクロパス交通システムの全体栂略図

〉失¥、、

o 0 ¥』
wーミナJM用者~/二J
仁二コ.._--------一一/ ム寸:.JL，←J/ 

図1

先進デマンド
パスシステム

且力発電

システム

き
ょ
う
あ
い

あ
る
た
め
、
小
回
り
が
利
き
、
狭
院
な
道
路
で

の
運
行
も
可
能
と
な
り
、
よ
り
き
め
細
か
い
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
結

果
、
燃
料
消
費
と
C
0
2の
削
減
、
大
気
環
境
負

荷
低
減
の
効
果
も
さ
ら
に
高
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

当
た
っ
て
は
、
導
入
効
果
の
予
測
と
評
価
を
行

う
こ
と
も
目
的
と
し
て
、
地
図
上
で
デ
マ
ン
ド

パ
ス
想
定
経
路
を
設
定
し
、
信
号
機
タ
イ
ミ
ン

グ
や
乗
客
の
ニ

l
ズ
に
対
応
し
て
走
行
す
る
際

の
燃
費
や
C
0
2排
出
量
を
定
量
的
に
評
価

す
る
手
法
や
、
さ
ら
に
は
、
地
理
情
報
上

で
動
作
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
て
モ
デ

ル
地
区
の
潜
在
的
利
用
者
数
と
基
礎
的
集

客
能
力
を
推
定
し
、
仮
定
し
た
デ
マ
ン
ド

パ
ス
経
路
の
充
実
度
を
定
量
化
し
て
評
価

す
る
方
法
の
開
発
も
同
時
に
進
め
て
い
る
。

(
お
わ
り
に

こ
の
よ
う
に
本
事
業
は
、
比
較
的
少
人

数
を
対
象
と
し
た
利
便
性
の
高
い
マ
イ
ク

ロ
パ
ス
交
通
を
交
通
手
段
と
す
る
こ
と
で
、
マ
イ
カ

ー
に
過
度
に
依
存
し
て
い
る
現
状
か
ら
公
共
交
通
機

関
へ
の
モ
l
ダ
ル
シ
フ
ト
を
促
し
、
省
エ
ネ
で
環
境

に
優
し
く
、
良
好
な
乗
り
心
地
と
い
っ
た
電
動
車
両

の
特
性
と
の
シ
ナ
ジ

l
効
果
を
実
現
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

今
後
の
計
画
と
し
て
は
、
本
学
の
学
術
研
究
キ
ャ

ン
パ
ス
の
あ
る
埼
玉
県
と
本
庄
市
の
ご
協
力
を
得

て
、
本
年
十
二
月
か
ら
翌

一
月
に
か
け
て
、
キ
ャ
ン

電動マイクロパスの運行システム

開発シミュレータにより

最適経路

(省エネ、最短時間等)を計算

図2

-・・ニ円L・・・ ー・・
-一.?-叩梅踊零 . 

ノ ・ーーー-・4}，~.近情繍

r--ー 一一一一---一一帽- ー晶b・・ ー

/ ~~hン晴繍;ω
if 帽

他のパスや
道路情報により、

運転方法を指示

パ
ス
、
新
幹
線
本
庄
早
稲
田
駅
、

J
R在
来
線
本
庄
駅
を

含
む
循
環
ル

l
ト
を
設
定
し
て
走
行
実
証
試
験
を
行
い
、

利
便
性
の
確
認
や
技
術
改
善
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
パ
ス
シ
ス
テ
ム
を
標
準
パ
ッ
ケ
ー
ジ

化
し
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
り
、
多
様
な
地
域
、
例
え
ば
、

都
市
の
再
開
発
地
域
、
リ
ゾ
ー
ト
地
、
狭
障
な
道
路
の
多

い
観
光
地
、
空
港
な
ど
に
も
柔
軟
に
使
え
る
可
能
性
を
探

り
、
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
は
広
く
公
表
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

法政~2005・9月号19 
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C
E
V
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
伽

集

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
普
恐
段
階
ヘ

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
も
注
目
度
高
ま
る

都
市
を
交
通
と
い
う
観
点
で
み
る
と
、
地
下
鉄
や
路
面

電
車
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
都
市
と
マ
イ
カ
ー
に
依
存

す
る
都
市
と
で
は
都
市
構
造
の
発
達
の
仕
方
が
大
き
く
異

な
る
。
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
が
低
い

と
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
交
通
手
段
(
マ
イ
カ
ー
な
ど
)
へ
の

依
存
度
が
高
ま
る
。
そ
れ
は
、
都
市
の
構
造
を
低
密
度
化
、

外
延
化
、
面
的
な
拡
大
・
均
質
化
の
方
向
に
変
化
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
集
約
型
交
通
機
関
の
メ
リ
ッ
ト
を
損
な
い
、

さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
が
低
下
す
る
と
い
う
悪
循
環
を

生
み
出
す
。
そ
れ
が
、
さ
ら
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
交
通
手
段

へ
の
依
存
度
を
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、
所
得
の
向
上
と
共

に
徒
歩
↓
自
転
車
↓
二
輪
車
↓
マ
イ
カ
ー
と
、
よ
り
快
適

で
便
利
な
交
通
手
段
に
移
行
す
る
と
い
う
形
で
の
モ

l
タ

リ
ゼ

1
シ
ヨ
ン
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

〆ー、
地
球
lOI1 

暖
化
対
策
と
し
て
の
期
待

今
年
二
月
十
六
日
、
地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
る
た
め

の
国
際
協
定
、
京
都
議
定
書
が
発
効
し
た
が
、

C
0
2の

低
減
な
ど
地
球
温
暖
化
対
策
を
行
う
に
は
、
前
述
の
逆
方

向
の
動
き
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
一

台
の
車
を
複
数
の

' C 
取 Y
締ン
，ん工
E ア.リ
EJ) 
光
正

利
用
者
で
使
用
す
る
カ

l
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
個
人
的
な
費

用
軽
減
に
加
え
、
都
市
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
、
駐
車
場
問

題
の
解
消
な
ど
の
効
果
が
あ
る
。

C
0
2削
減
と
い
う
観

点
に
絞
る
と
、
利
用
者
が
車
に
係
る
コ
ス
ト
を
意
識
し
だ

し
、
無
駄
な
車
の
利
用
を
抑
制
で
き
る
こ
と
か
ら
、

①
車

の
走
行
距
離
の
削
減
②
車
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
③
公
共

交
通
へ
の
シ
フ
ト
、
そ
し
て
カ

l
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
マ
イ

カ
ー
よ
り
も
低
公
害
の
車
を
利
用
す
る
の
で
、

④
低
公
害

車
利
用
促
進
の
効
果
が
あ
る
。

ド
イ
ツ
連
邦
カ

l
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
連
盟
の
調
査
で
は
、

七
万
人
の
会
員
に
対
し
二
千
五
百
台
の
カ

l
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
車
両
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
万
五
千

1
二
万

の
マ
イ
カ
ー
を
代
替
し
、

二
万

一
千
五
百
万
キ
ロ
の
走
行

距
離
を
削
減
、
五
万
五
千
ト
ン
の

C
0
2を
削
減
し
た
と

報
告
さ
れ
て
い
る
w

。

(
ヵ
l
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
は

カ
l
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
会
員
制
の
レ
ン
タ
カ
ー
シ
ス
テ

ム
と
考
え
る
と
分
か
り
ゃ
す
い
が
、
既
存
の
レ
ン
タ
カ
ー

事
業
よ
り
は
マ
イ
カ
ー
に
近
く
、
利
便
性
、
運
営
の
仕
方

20 

に
も
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
カ
l
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
会
員

制
で
あ
る
た
め
、
貸
し
出
し
は
無
人
で
も
よ
く
、
従
っ
て

二
十
四
時
間
利
用
も
可
能
に
な
る
。
貸
し
出
し
は
十
五
分

や
三
十
分
と
い
っ
た
細
か
い
単
位
で
、
短
時
間
利
用
を
基

本
と
し
て
い
る
。
カ
l
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は

一
種
の
共
済
制

度
的
な
仕
組
み
で
、
燃
料
代
、
保
険
費
用
が
す
べ
て
利
用

料
金
に
含
ま
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
車
に

か
か
わ
る
費
用
の
す
べ
て
を
使
っ
た
分
に
応
じ
て
負
担
す

る
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

(
ヵ
l
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
の
現
状

2005・9月号泌総也

日
本
の
カ

l
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
、
経
済
産
業
省
の
外
郭

団
体
で
あ
る
側
自
動
車
走
行
電
子
技
術
協
会
の
横
浜
市
で

の
社
会
実
験
か
ら
始
ま
っ
た
(
一
九
九
九
年
九
月
)
。
当

社
は
二

O
O二
年
四
月
に
こ
の
社
会
実
験
を
事
業
化
と
い

う
形
で
引
き
継
ぎ
、
現
在
、
会
員
約
六
百
人
規
模
で
あ
る
。

当
社
は
非
接
触

I
C
カ
l
ド
と
無
線
通
信
網
を
使
っ
て

無
人
の
貸
し
出
し
・
返
却
を
行
う
仕
組
み
を
採
用
し
て
お

り
、
中
心
市
街
地
に
三
百

1
四
百
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
車
両

一
台
ず
っ
と
い
う
分
散
配
置
も
で
き
る
。
自
分
の
事
務
所

あ
る
い
は
自
宅
近
く
の
カ

l
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
か
ら
、
マ
イ
カ
ー
に
近
い
感
覚
で
カ

l
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
車
両
を
利
用
で
き
る
。

こ
の
カ

l
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
都
市
内
の
拠
点

ご
と
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
鉄
道
、
パ
ス
、
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
公
共
交
通
と
連
携
さ
せ
て
、
図
ー
の
よ
う
に
ド

ア
・
ツ

1
・
ド
ア
に
匹
敵
す
る
シ

l
ム
レ
ス
な
交
通
シ
ス

テ
ム
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
当
社
の
将
来
的
コ
ン
セ
プ
ト

で
あ
る
。
現
在
、
七
月
に
新
設
し
た
新
宿
、
赤
坂
、

三
田

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、
東
京
都
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区
部
を
中
心
に
十
八
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
(
さ
ら
に
二
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
増
設
を
検
討
中
)
を
展
開
し
、
電
気
自
動
車
(
以

下
E
V
)
二
十

一
台
、
低
排
出
ガ
ソ
リ
ン
車
二
十
台
を
運

用
し
て
い
る
。
今
後
、
低
排
出
ガ
ソ
リ
ン
車
四
十
台
の
追

加
配
備
を
予
定
し
て
お
り
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
東
京
都
心

部
を
中
心
に
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

(
E
V
を
使
用
し
た
カ

i
シ
エ
ア
リ
ン
グ

カ
1
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
環
境
貢
献
度
は
、
ガ
ソ
リ
ン
車

で
も
効
果
が
高
い
が
、

E
V
を
使
え
ば
さ
ら
に
効
果
が
上

が
る
。
海
外
の
カ

l
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
、
ガ
ソ
リ
ン
車
が

多
い
が
、
日
本
の
場
合
、
国
の
社
会
実
験
と
し
て
行
わ
れ

て
き
た
た
め
に
、

E
V
が
使
わ
れ
て
い
る
ケ
l
ス
が
多
い
。

カーシェアリングシステムと公共交通を連携させたコンセプト

闘力一シェアリングをネットワーク化して
シームレスな交通システムを構築
国鉄道，パス，タクシーを補完する第4の公共交通システム

図1

当
社
が
運
用
し
て
い
る
E
V
は
既
に
六
年
日
に
入

っ
て
い
る
。
「
坂
を
登
れ
な
い
」「
す
ぐ
バ
ッ
テ
リ

ー
が
駄
目
に
な
る
」
な
ど
、
第

一
世
代
E
V
が
持

っ
て
い
た
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
は
払
し
よ
く
さ

れ
、
実
際
に
使
用
す
る
多
く
の
利
用
者
の
評
価
も

高
い
。
残
る
は
コ
ス

ト
と
バ
ッ
テ
リ
ー
寿

命
の
問
題
だ
け
で
あ

ヲ
匂
。

(仏

ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
)
の

よ
う
な
環
境
保
全
の

た
め
に
官
民
が
協
力

し
て
実
施
す
る

E
V

共
同
利
用
の
事
業
化

事
例
が
あ
る
が
、
日

本
で
は

E
V
の
価
格

が
高
価
で
あ
り
、
ま
た
メ
ー
カ
ー
が
E
V
の
販
売
を
休
止

し
て
い
る
た
め
事
業
に
は
使
い
づ
ら
い
。
E
V
を
使
う
場

合
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
国
・
地
方
自
治
体
な
ど
の
支

援
が
望
ま
れ
る
。

(
ヵ
l
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
普
及
へ
の
課
題

現
在
の
課
題
は
日
本
に
お
け
る
車
へ
の
所
有
意
識
の
強

さ
と
カ

l
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
認
知
度
の
低
き
で
あ
る
。
車

を
移
動
の
足
と
考
え
る
欧
米
と
、
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル

の
一
っ
と
す
る
日
本
で
は
"
車
を
持
た
な
い
“
こ
と
に
対

す
る
意
識
が
違
う
。
ま
た
、
カ

l
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
よ
く

海
外
に
お
い
て
も

L
I
S
E
L
E
C
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

知
ら
な
い
た
め
に
、
「
加
入
し
て

も
使
い
た
い
と
き
に
使
え
な
い

の
で
は
:
・
」
と
い
っ
た
誤
解
か

ち
?
っ
ち
ょ

ら
加
入
を
跨
賭
す
る
例
も
多

い
。
会
員
の
利
便
性
と

一
般
へ

の
認
知
度
の
向
上
の
た
め
に
拠

点
を
増
や
し
た
い
が
、
認
知
度

の
低
さ
か
ら
会
員
が
集
ま
ら
ず
、

拠
点
を
増
や
し
に
く
い
、
と
い

う
矛
盾
が
生
じ
る
。
従
っ
て
、
広
報
・
啓
蒙
活
動

が
今
後
と
も
重
要
な
活
動
と
な
る
。

利用終了後、次の利用者のため充電

ヨ、ン-ア

一

ス両

…

車
社
有
車
、
マ
イ
カ
ー
を
所
有
す
る
た
め
の
費
用

の

一
駆
…
は
車
両
の
購
入
費
用
だ
け
で
な
く
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

弘
一
コ
ス
ト
と
し
て
保
険
料
、
車
検
費
用
、
駐
車
場
費

同
一
用
な
ど
が
あ
る
。
一

日
中
利
用
す
る
と
い
う
の
で

な-み

巾
な
け
れ
ば
、
車
を
置
い
て
お
く
た
め
に
ラ
ン
ニ
ン

H
M

…
 

持
グ
コ
ス
ト
を
支
払
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
こ
の
"
置
い
て
い
る
“
時
間
に
ほ
か
の
人
に
車
を
使

っ
て
も
ら
い
、
費
用
も
折
半
と
い
う
の
が
カ

l
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
車
の
使

い
方
に
合
わ
せ
、
リ
ー
ス
、
レ
ン
タ
カ
ー
、
カ

l
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
、
使
い
分
け
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト

削
減
と
地
球
環
境
改
善
を
同
時
に
実
現
す
る
の
が
こ
れ
か

ら
の
賢
い
車
の
使
い
方
で
あ
る
。

(
車
と
の
賢
い
付
き
合
い
方

接記誕図通
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交
通
結
節
点
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

2005・9月号

米

原

駅

東
京
に
行
き
、
「
出
身
地
は
?
」
と
聞

か
れ
て
「
米
原
!
」
と
答
え
る
と
、
必
ず
と

い
っ
て
よ
い
ほ
ど
「
あ
あ
、
あ
の
新
幹
線

駅
の
あ
る
米
原
ね
」
と
い
う
返
答
が
返
っ

て
く
る
。
"
鉄
道
の
ま
ち
“
あ
る
い
は
"
分

岐
点
の
ま
ち
“
と
し
て
全
国
的
に
有
名
な

米
原
で
あ
る
が
、
平
成
十
七
年
十
月
に
隣

町
と
の
合
併
を
な
し
た
後
で
さ
え
も
、
人

口
約
四
万
二
千
人
の
小
さ
な
市
で
あ
る
こ

と
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。

米
原
駅
の
利
用
者
数
は
、

一
日
当
た
り

三
十
万
人
と
言
わ
れ
て
い
る
。
通
年
で
考

え
る
と
約

一
億

一
千
万
人
で
、
日
本
の
総

人
口
と
ほ
ぼ
同
数
が
米
原
駅
を
通
過
利
用

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
メ

ジ
ャ
ー
な
米
原
駅
で
は
あ
る
が
二

歩
、
駅

の
外
に
出
る
と
、
知
名
度
や
イ
メ
ー
ジ
の

割
に
は
あ
ま
り
発
展
し
て
い
な
い
こ
と
に

多
く
の
人
が
驚
く
。
昭
和
三
十
九
年
の
新

幹
線
の
開
通
か
ら
四
十
年
が
た
つ
が
、
こ

れ
ま
で
イ
ン
フ
ラ
を
核
と
し
た
ま
ち
の
産

業
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
切
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
原
因
だ
ろ
う
。

J

R
貨
物
・
米
原
タ
ー
ミ
ナ
ル

平
成
十
三
年
、
国
の
交
通
結
節
点
改
善

事
業
の

一
環
と
し
て
、

J
R
貨
物
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
が
米
原
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。
こ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
活
用
し
た

鉄
道
輸
送
の
利
用
に
よ
っ
て
、
地
球
温
暖

化
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
C

0
2
の
削
減
、

輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
、
輸
送
リ

1
ド
タ
イ

ム
の
短
縮
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
な
ど
が
期

待
で
き
る
と
い
う
。
「
新
幹
線
駅
を
活
用

て
っ

し
た
周
辺
開
発
」
と
同
じ
轍
を
踏
ま
な
い

た
め
に
も
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
イ
ン
フ
ラ

を
活
用
し
た
産
業
振
興
や
ま
ち
づ
く
り
が

で
き
な
い
も
の
か
と
知
恵
を
絞
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
頭
を
横
切
っ
た
の
が
、
「
物
流
」

の
二
文
字
で
あ
る
。

米
原
と
い
え
ば
、
米
原
駅
だ
け
で
な
く
、

高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
あ

る
。
港
湾
も
近
く
、
空
港
か
ら
も
そ
れ
ほ

ど
離
れ
て
い
な
い
。
近
畿
、
東
海
、
北
陸

は
も
ち
ろ
ん
、
関
東
以
北
や
中
園
地
方
以

西
に
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
と
い
う
地
政

学
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
こ
れ
に
加
え

て
、
鉄
道
輸
送
と
く
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の

米
原
の
産
業
の
中
心
は
物
流
だ
、
と
。

S
I
L
C
 

経
済
活
性
化
に
向
け
た
規
制
改
革
を
題

目
と
し
て
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
構
造
改

革
特
区
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
土
地
の

規
制
緩
和
を
求
め
た
物
流
特
区
を
提
案
し

た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
知

っ
た
企
業
か
ら
、

米
原
の
地
域
特
性
や
鉄
道
輸
送
を
活
か
し

た
物
流
セ
ン
タ
ー
設
置
の
提
案
を
頂
い

た
。
こ
の
物
流
セ
ン
タ
ー
は
、
滋
賀
統
合

物
流
セ
ン
タ
ー

(
S
I
L
C
H
∞E
m白

E
R常
兵
包
円
。
岡
山
白

t
a
n
g
R吋
)
と
呼
ば

れ
、
仕
分
け
・
発
送
・
保
管
・
保
税
と
い

っ
た
物
流
の
基
本
機
能
に
加
え
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
デ

l
タ
セ
ン
タ
ー

(
I
D
C
)

や
防
災
備
蓄
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

い
っ
た
付
加
機
能
も
備
え
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
機
能
を
活
用
し
、
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ

ロ
ジ
ス
テ
イ
ク
ス

(
3
P
L
)
と
言
わ
れ

る
最
も
効
率
的
な
物
流
事
業
、
自
治
体
向

け
の
共
同
防
災
備
蓄
事
業
、
物
流
人
材
育

成
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

s
I
L
Cは
物
流
効
率
化
だ
け
で
な

く
、
地
域
住
民
の
安
全
性
の
向
上
、
ま
た

物
流
産
業
振
興
に
も
貢
献
す
る
た
め
、
大

き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
る
。

-T滋賀県
米
原
市
長

一
平

尾

道

雄

米
原
の
役
割

企
業
は
、
コ
ス
ト
の
削
減
は
も
と
よ
り
、

C

0
2な
ど
の
環
境
負
荷
を
削
減
す
る
こ

と
が
社
会
的
責
任
に
も
な
っ
て
お
り
、

一

層
の
物
流
効
率
化
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
よ

っ
て
、
米
原
の
立
地
上
の
優
位
性
、
物
流

イ
ン
フ
ラ
、

S
I
L
Cを
最
大
限
に
活
か

し
な
が
ら
、
「
環
境
」
「
効
率
」
「
安
全
」
を
テ

ー
マ
と
す
る
ほ
か
と
差
別
化
さ
れ
た
高
効

率
な
物
流
事
業
を
展
開
で
き
る
仕
組
み
を

つ
く
れ
ば
、
新
規
企
業
の
立
地
促
進
や
地

場
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

東
京
に
は
首
都
と
し
て
の
役
割
が
あ

る
。
大
阪
に
は
西
日
本
の
要
と
し
て
の
役

割
が
あ
る
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
米
原
に

は
物
流
機
能
発
揮
の
役
割
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
こ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、
米

原
は
も
ち
ろ
ん
県
内
、
近
隣
他
府
県
に
も
経

済
的
・
社
会
的
効
果
が
大
き
く
波
及
す
る
は

ず
で
あ
る
。
物
流
は
生
産
拠
点
の
集
積
で
あ

り
、
新
し
い
流
通
シ
ス
テ
ム
が
生
ま
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
を
核
と
す
る
こ
と
で
、
今

ま
で
の
通
過
駅
か
ら
乗
降
駅
の
米
原
駅
、
米

原
市
の
イ
メ
ー
ジ
や
周
辺
地
域
が

一
変
す

る
。
そ
の
助
走
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

3証~



洋上風力発電 ・北海道濁繍町
瀬棚町は新エネルギーの活用による
新たな地域おこしとして、圏内初と
なる洋上風力発電を導入した。風車
は陸地から約800メートル離れた港内
の静穏域に基礎となる土台を鼓置し、
その上に立っている。規模は600キロ
ワット2基の1，200キロワット。発電
した電力はすべて北海道電力へ売電
しており、その利益は町の予算に針

ょして町づくりなど

し
L
L
比

)1じ甲」

風車の村 .福島県天栄村

村営「天栄風力発電所」は平成12年12月に、自然との共生による地域づくりの 1つの手段として建設された。標
高1，000mの尾根伝いに750キロワット風車4基が風を受けて回っている。ここは県立自然公園にも指定されてい
る地域だが、村の熱意が許認可という高いハドールを越え、実現に結び付けた。平成16年度の年開発電電力量は
496万キロワット時で、売電益は村 般会計に計上しているほか、毎年500万円を新エネルギ 導入促進基金と
して積立てている。これまで「全国風サミ ット」や雪祭りでの新エネルギー講座、新エネルギーをテーマにした
ミュージカルの公演事業など、啓発事業も積極的に手掛けている。昨年、内閣府の地域再生計画の認定を受け、
小水力や小規模地熱、太陽光、雪氷熱などを加えた「自然エネルギーの標本箱」づくりに着手した。天栄村なら
ではの工コツーリズム・グリーンツーリズム事業による地域再生を目指している。

雪祭りの新ヱネルギー講座でミニ風車を作っている
ところ
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風と光の広燭 ・足利工業大学

県庁舎屋上に設置された太陽電池パネル

新潟県は環境負荷の少ない再生可能エネルギーの導入促進を目的として、平成13年3月に

「地域新エネルギー導入推進計画Jを策定し、県の施設に率先して新工ネルギーの導入を進
め、その普及と啓蒙に努めている。このたび、新潟県庁舎には太陽光発電設備 (最大出力50

キロワ ット)、 南魚沼地域振興局庁舎には太陽光発電設備 (同3.7キロワット)と雪冷房設備
(雪貯蔵量650トン)が完成し、併せて年間約30トンのCO，か'削減される見込みだ。太陽光発

電は積雪地域では不利と恩われているが、年間の日射量は太平洋側地域と比べて盆嵐がなく 、

積雪対策を取ることにより、十分な発電量が得られる。また、雪冷房設備l主導入事例も着実

に増えており、いろいろなシステムが実用化されている。まさに新潟県の地域資源である雪

を有効利用できるシステムだ。

南魚沼振興局雪室への雪の投げ入れの状況

自然エネルギーの啓発と利用普及のための公開型野外実験施設として整備された足利工業大学の「風と光の
広場J(1万2千平方メートル)では、「太陽Jr風Jr水H木Jの4つのテーマに、自然工ネルギーを利用した
実証研究を行っている。広場には30基の風車や太陽電池パネルのほか、風力揚水ポンプ、太陽光観測シス
テムなどの各種機器が設置され、小中学生の環境教育や高校生の風車製作実習、企業の研修会などにも利用
されている。各種風車や、太陽光の熱エネルギーを直綾利用して調理を行うソーラーク ッカーなどを展示す
る「光と風のミニミニ博物館jも併設している。



ジャイロミル型風車

(大淵第一小学校)

環繍教育用小型ハイブリッ卜型発電装置 ・静岡県富士市

富士市は環境教育の一環として、小型ハイブリ ッ卜型発電装置を市内 4小学校に導
入し、理科や総合学習用の授業の教材として活用している。この装置は小型風力発

電と小型太陽光発電を組み合わせ、無風状態や夜間でも発電できる特長を持ってお
り、発電した電気は水憎の動力ポンプや廊下の照明などに使われている。岡市は自

然観察を中心とした工コクラフ活動が活発な地域だ。子供たちが環境問題について、
自然観察に加え、同装置の導入を通じて、エネルギー問題の観点からも考えること
ができるようになることを期待している。

会場建設時に出た木材やベットポ ドレからバイオ
ガスを取り出す高〉昆ガス化システムv

，「~~~~rr-
目吋 づち¥

新エネルギープラン卜の実証試蛾・NEDO
愛知万博会場では、NEDOが実証研
究を兼ねて新エネルギープラン卜を

導入している。プラン卜の主力は、
タイプが異なる3種類の燃料電池。そ
の1つはレストランなど会場内から出
される生ごみや会場建設時に出た木

材、ベットポトルから高温ガス化シ
ステムなどでハイオガスを取り出し
て発電。太陽光発電のパネルも西ゲ

ート付近の斜面などに3カ所に設置さ
れている。新エネルギープラン卜の

発電能力は2，170キロワ yト。NEDO
は燃料電池や太陽光発電などを組み

合わせて制御・運用し、「長久手日本
館jの全消費電力を賄っているほか、
燃料電池の廃熱を NEDO/ ~ ビリオン
の 部空調周としても利用。新ヱ
ネルギープラントが火力発電設備
であ った場合に比較して、年間で約

820万トンのCO2の削減効果が見込ま
れる。



バイオデイーゼル燃料化事業

・京都市
京都市は地球温暖化防止京都会議 (COP3)
の開催地として、地球温暖化の防止と循環型

社会の情築を大きな柱に先進的な環境政策を
推進している。こうした政策の一環として、
平成16年6月、「廃食用油燃料化施設jを稼動
させた。市内で回収した使用済みてんぷら油
を、ごみ収集車や市バスの燃料となる高品質

なバイオディーゼル燃料として再生する施設
だ。政令指定都市では初めて設置され、全国

の自治体で最大の精製能力を持つ。廃食用油

をバイオディーゼル燃料にすることにより唱
化石燃料の使用抑制から温室効果ガスの削減

につながるとともに、循環型社会の形成を促
進することも期待される。

i バイオディーゼ!Jl)燃料の 11 
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廃食用油燃料化施設

地域ごみ減量推進会議のメンバーによる

使用済みてんぷら油の回収風景

浄水池上部に設置された
太陽電池パネル

圏内最大規模の太陽光発電
ごぜ

.奈良県水道局御所浄水揚

奈良県水道局御所浄水場の太陽光発

電施設は、浄水池上部および造成斜

面の空間スペースを利用し、1，004
X1，318ミリの太陽電池パネルを浄

水池上部に2，640枚、造成斜面に
2，100枚の計4，740枚設置している。
当該施設の公称最大出力は790キロ
ワットで日本最大級の規模だ。発電

した電気は全量を御所浄水場内で使
用している。年間の発電電力量は約

81万キロワ ット時で、一般家庭の
218世帯分に相当する。これによる
二酸化炭素排出削減量は年間208ト
ン。硫黄酸化物、窒素酸化物の排出

も削減でき、太陽光発電の導入が環
境に対する県民への啓発に大きな効

果を発慢するものと期待している。



今
年
前
半
の
最
大
の
政
治
決
戦
は
、

七
月
三
日
に
行
わ
れ
た
東
京
都
議
会
選
挙

だ
。
有
権
者
が
初
め
て

一
千
万
人
を
超
え

た
。
そ
の
数
字
に
も
驚
く
が
、
た
だ
、
そ

れ
は
ロ
ー
カ
ル
東
京
を
意
味
し
な
い
。
国

民
の

一
割
を
占
め
る
都
民
は
、
そ
の
半
数

が
地
方
に
ふ
る
さ
と
を
持
つ
他
県
出
身
者

で
占
め
る
。
東
京
は
政
治

・
経
済

・
情
報

の
中
枢
拠
点
の
み
な
ら
ず
、
日
常
誰
も
が

訪
れ
る
も
う

一
つ
の
ふ
る
さ
と
だ
。
そ
こ

か
ら
、
国
民
全
体
が
都
政
の
観
客
で
あ
る

と
い
う
見
方
も
成
り
立
と
う
。

最
も
強
い
政
治
リ
ー
ダ
ー

-
石
原
慎
太

郎
都
知
事
・
は
、
"
東
京
か
ら
日
本
を
変
え

る
“
と
い
う
政
治
ス
タ
ン
ス
を
崩
し
て
い

な
い
。
支
持
率
も
高
い
。
お
の
ず
と
国
民

全
体
の
目
が
都
議
選
に
集
ま
る
は
ず
だ
。

こ
れ
ま
で
も
都
議
選
は
国
政
の
先
行
指

標
と
言
わ
れ
て
き
た
。
一

地
方
選
挙
で
あ

り
な
が
ら
、
都
議
選
が
そ
の
時
々
の
政
治

潮
流
を
鮮
明
に
反
映
し
て
き
た
か
ら
だ
。

一
九
八
九
年
は
土
井
た
か
子
委
員
長
の
社

会
党
が
マ
ド
ン
ナ
ブ

l
ム
で
大
幅
に
議
席

を
増
や
し
た
し
、
九
三
年
は
細
川
護
照
氏

の
日
本
新
党
が
進
出
し
た
。
都
議
選
の
余

勢
を
か
つ
て
、
間
も
な
く
衆
院
解
散

・
総

選
挙
と
な
り
、
細
川
非
自
民
連
立
政
権
が

誕
生
し
た
。
政
界
再
編
の
渦
中
に
あ
っ
た

九
七
年
は
、
唯

一
の
野
党
を
標
梼
し
た
共

産
党
が
過
去
最
高
の
二
十
六
議
席
を
獲

得
。
前
回
の
二

O
O
一
年
は
小
泉
人
気
の

絶
頂
期
で
、
自
民
党
が
五
十
五
人
の
候
補

者
中
五
十
三
人
を
当
選
さ
せ
た
。

今
回
は
何
が
起
こ
る
の
か
、
各
党
は
郵

政
国
会
を
中
断
し
、
国
政
選
挙
並
み
の
総

力
戦
を
展
開
し
た
の
だ
っ
た
。

結
果
は
、
民
主
党
の
大
躍
進
、
自
民
党

の
退
潮
を
印
象
付
け
た
。
こ
れ
で
次
期
衆

院
選
に
二
大
政
党
化
が
よ
り
進
み
、
民
主

党
に
よ
る
政
権
交
代
も
夢
で
は
な
く
な
っ

た
と
い
う
期
待
感
も
高
ま
ろ
う
。

都
議
会
は
百
二
十
七
と
い
う
地
方
議

会
最
大
の
議
席
。
今
回
の
選
挙
で
政
党
勢

力
は
自
民
が
五
十
三
か
ら
五
十

一
へ
、
民

主
が
十
九
か
ら
三
十
五
へ
、
公
明
が
前
回

と
同
じ
二
十
三
、
共
産
が
十
五
か
ら
十
三

へ
と
変
わ
っ
た
。
こ
れ
で
も
石
原
与
党
は

自
民
、
公
明
で
七
十
凶
と
過
半
数
を
占
め

る
が
、
第
二
党
の
民
主
の
ほ
か
、
他
の
党

会
派
が
野
党
色
を
強
め
る
な
ら
、
選
挙
前

ま
で
オ

l
ル
与
党
体
制
と
言
わ
れ
た
石
原

都
政
は
順
風
満
帆
と
は
い
か
な
く
な
る
。

実
際
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
働

か
な
い
オ

l
ル
与
党
体
制
は
決
し
て
よ
い

政
治
を
保
証
し
な
い
。
都
庁
も
二
年
前
に

石
原
氏
が
三
百
七
万
票
と
い
う
史
上
空
前

の
得
票
で
再
選
さ
れ
て
か
ら
、
議
会
は
完

全
に
石
原
体
制
に
の
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ

た
。
週
二
、
三
回
の
出
勤
で
済
ま
せ
る
石

原
知
事
の
仕
事
ぶ
り
、
そ
れ
を
奇
禍
と
し

留
守
役
の
腹
心
副
知
事
が
敏
腕
を
振
る

う
。
政
策
や
人
事
、
情
報
な
ど
権
力
を
掌
握

し
、
副
知
事
ワ
ン
マ
ン
体
制
を
築
い
て
し

ま
っ
た
の
だ
。
さ
す
が
こ
れ
に
我
慢
し
き

れ
な
く
な
っ
た
都
議
会
は
、
選
挙
二
カ
月

前
に
百
条
委
員
会
(
自
治
法

一
O
O条
に

基
づ
く
不
正
等
を
強
制
調
査
す
る
特
別
委

都
議
選
に
み
る
政
治
変
化
の
予
兆

員
会
)
を
設
置
し
、
副
知
事
の
糾
弾
と
人

事
刷
新
を
知
事
に
迫
り
、

三
副
知
事
、
出

納
長
、
教
育
長
の
五
人
の
特
別
職
を
全
員

更
迭
さ
せ
る
局
面
に
及
ん
だ
の
だ
っ
た
。

議
会
は
民
意
を
鏡
の
よ
う
に
映
す
場

で
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
の
地
方
議
会
は
首
長
の
「
脇
役
」
し

か
果
た
せ
な
い
位
置
に
あ
っ
た
。
二

O
O

O
年
ま
で
続
い
た
大
臣
の
部
下
に
知
事
、

市
町
村
長
を
位
置
付
け
、
国
の
事
務
執
行

を
命
ず
る
機
関
委
任
事
務
制
度
下
に
あ
っ

て
、
議
会
に
は
当
該
事
務
の
審
議
権
、
条

例
制
定
権
、
予
算
の
減
額
修
正
権
は
認
め

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
う
し
た
脇
役
時
代
が
終
わ
っ

た
。
機
関
委
任
事
務
制
度
の
全
廃
で
、
議

会
は
地
域
の
立
法
機
関
と
し
て
、
決
定
機

関
、
監
視
機
関
、
教
育
機
関
と
し
て
の
役

割
が
期
待
さ
れ
る
形
に
変
わ
っ
た
。
そ
こ

で
今
後
、
都
議
会
は
変
わ
れ
る
か
、
各
地

の
地
方
議
会
は
変
わ
れ
る
か
、
そ
の
こ
と

を
注
視
し
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

4説話誕~
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佐
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の
高
い
昼
間
重
視
型
運
転
を
行
い
、
電
力
需
要
の
高
い
時

間
帯
に
積
極
的
に
発
電
し
、
電
力
需
要
が
低
く
な
る
夜
間

は
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
停
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
で
き
る
だ

け
焼
却
量
を
抑
え
た
電
力
需
要
対
応
型
と
し
て
い
る
。

ご
み
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り

コ
ス
ト
・
環
境
問
面
で
戚
果

全
国
初
の
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
・
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
複
合
運
転

(
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
と
特
徴

堺
市
方
式
高
効
率
ご
み
発
電
は
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

有
効
利
用
す
る
た
め
に
、
非
常
用
発
電
機
な
ど
の
未
利
用

設
備
を
有
効
に
使
い
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
と
複
合
運

転
す
る
全
国
初
の
清
掃
工
場
組
み
込
み
型
の
高
効
率
複
合

ご
み
発
電
施
設
で
あ
る
。
従
来
の
ご
み
発
電
(
蒸
気
タ
ー
ビ

ン
発
電
)
は
焼
却
炉
で
ご
み
を
八
五

0
1
九
五

O
度
で
燃

焼
し
、
そ
の
燃
焼
ガ
ス
を
ボ
イ
ラ
ー
で
熱
回
収
し
な
が
ら

過
熱
器
で
過
熱
蒸
気
を
作
り
、
そ
の
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン
を

回
し
て
発
電
し
て
い
た
。
し
か
し
、
焼
却
炉
か
ら
出
る
燃
焼

ガ
ス
に
は
塩
化
水
素

(
H
C
L
)
や
硫
黄
酸
化
物

(
S
O
X
)

の
腐
食
性
成
分
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
よ
る
過
熱

器
の
腐
食
や
、
ガ
ス
温
度
で
起
こ
る
ボ
イ
ラ
ー
水
管
の
腐

食
に
よ
り
ボ
イ
ラ
ー
出
口
蒸
気
温
度
が
抑
制
さ
れ
、

三

O

O
度
程
度
以
下
で
の
運
用
に
な
り
発
電
効
率
が
上
げ
ら
れ

な
か
っ
た
。

た
ガそ
スこ
タで
l堺
ビ m
ッ方

発さ

震な
主非
時詰 ヰ~，.

用由

理発
恥電
す機
ると
こさ
とれ
にて
よい

/

甥
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
東
第
二
工
場

• 大
塚

毅

り
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
か
ら
出
た
高
温
の
排
ガ
ス
を
新
た
に

設
け
た
過
熱
器
で
蒸
気
温
度
を
三

O
O度
か
ら
三
八

O
度

に
再
過
熱
し
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
効
率
を
上
げ
、
従
来
の

ご
み
発
電
シ
ス
テ
ム
(
一
万
七
十
キ
ロ
ワ

ッ
ト
時
)
よ
り

発
電
効
率
を
約
二

O
%
向

上

(
一
万
二
千
四
百
キ
ロ
ワ

ッ

ト
時
)
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
実
績
か
ら
、

「ス
ー
パ
ー
ご
み
発
電
シ
ス
テ
ム
」

と
し
て
平
成
九
年
度

の
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
長
官
貨
を
受
賞
し
て
い
る
。

ま
た
、
堺
市
は
未
利
用
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

「
ご
み
も

燃
料
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。

そ
の
効
率
的
利
用
を
図
る
た

め
燃
焼
量
負
荷
変
更
シ
ス
テ

ム
を
採
用
し
た
。
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
発
電
機
の

D
S
S
(巴
包
H
吋

ω
Z
Z
自
己
∞
ZU)
運
転
と
併

せ
、
午
前
八
時
か
ら
午
後
十

時
の
間
に
焼
却
量
を
多
く
設

定
す
る
こ
と
で
、
売
電
単
価

2005・9月号

施
設
概
要
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う
選
定
さ
れ
た
も
の
だ
。
焼
却
炉
の
定
期
点

検
お
よ
び
補
修
工
事
な
ど
に
伴
う
焼
却
炉
停

止
時
に
お
い
て
も
、
先
に
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発

電
機
を
運
転
す
る
こ
と
に
よ
り
施
設
内
消
費

電
力
を
賄
い
、
買
電
が
抑
え
ら
れ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
契
約
電
力
が
低
く
設
定
で
き
る
た

め
、
施
設
維
持
管
理
費
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

(
年
間
5
億
円
の
売
電
収
入

近
年
、
ご
み
焼
却
施
設
は
、
「
迷
惑
施
設
」
か
ら
夢
あ

る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」
へ
と
イ
メ
ー
ジ
転
化
さ
せ

る
た
め
に
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
抑
制
と
同
時
に
、
地
球
祖

暖
化
防
止
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
問
題
、
燃
焼
に
伴
っ
て
発

生
す
る
廃
熱
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
高
効
率
シ

ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
、
こ
の
ス
ー
パ
ー
ご
み
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
同
規
模
の
ご
み
焼
却
施
設
よ
り
発
電
量
お
よ

び
売
電
量
が
増
加
し
、
さ
ら
に
出
力
調
整
機
能
の
あ
る
発

電
設
備
と
し
て
売
電
単
価
の
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
、
売
電
収

入
が
多
く
な
っ
た
。

運
転
初
年
度
で
あ
る

平
成
九
年
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
年
間
平
均
五

億
円
の
売
電
収
入
が
あ

り
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の

燃
料
で
あ
る
都
市
ガ
ス

(
天
然
ガ
ス
)
費
用
や

発
電
設
備
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
費
用
を
考
え
合
わ

せ
て
も
良
好
な
収
支
状

態
が
維
持
で
き
て
い

る
。
ま
た
、
本
シ
ス
テ

ム
で
採
用
し
て
い
る
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の

出
力
は
四
千
百
キ
ロ
ワ

ッ
ト
で
、
所
内
の
大
部

分
の
電
力
を
賄
え
る
よ

、
最
先
端
妓
術
備
え
た

f
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」
に

一
方
、
環
境
面
で
は
石
油
・
石
炭
に
よ
る

火
力
発
電
の
負
担
を
軽
減
し
、
従
来
の
ご
み

発
電
よ
り
C

0
2
の
発
生
量
を
抑
制
し
、
地

・
球
温
暖
化
防
止
が
図
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
安
定
発
電
の
た

め
の
高
度
自
動
燃
焼
制
御
は
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
抑
制
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
完
全
自

動
化
シ
ス
テ
ム
の
新
技
術
導
入

で
、
燃
焼
管
理
技
術
も
高
度
に

な
り
、
運
転
担
当
者
の
技
量
お

よ
び
資
質
も
向
上
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
迷
惑

施
設
」
で
あ
っ
た
ご
み
燃
焼
施

設
が
、
市
民
に
と
っ
て
最
先
端

の
高
度
技
術
を
間
近
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
」
へ
と
、
イ
メ
ー
ジ
ア

館融
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

村

平

成
十
六
年
四
月
に
は
、
東

川

第
二
工
場
か
ら
供
給
さ
れ
る
電

力
と
蒸
気
を
利
用
し
た
余
熱
利

用
施
設
「
堺
市
立
の
び
や
か
健

康
館
」
が
隣
接
地
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。
こ
の
施
設
は
ス
パ
エ
リ

ア
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
エ
リ
ア
、

プ
l
ル
エ
リ
ア
の
ほ
か
、
屋
内

外
に
多
彩
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

配
置
し
た
複
合
型
の
健
康
増
進

施
設
で
あ
る
。

蒸気タービン

、
令
後
の
課
題
と

f
計
画

施
設
を
運
営
す
る
中
で
、
本

シ
ス
テ
ム
で
採
用
さ
れ
て
い
る
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
エ
ン
ジ
ン

は
航
空
機
用
エ
ン
ジ
ン
の
転
用
型
で
あ
る
た
め
、
コ
ン
パ

ク
ト
で
高
性
能
で
あ
る
が
、
高
温
・
高
回
転
部
の
部
品
消

耗
が
激
し
く
、
か
つ
部
品
が
精
密
で
高
価
な
た
め
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
費
用
が
当
初
計
画
以
上
に
か
か
る
。
そ
れ
ら
の

部
品
を
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
の
運
転
方
法
お
よ
び
部
品
の

交
換
時
期
、
エ
ン
ジ
ン
本
体
の
更
新
時
期
こ
れ
ら
の
兼

ね
合
い
を
み
な
が
ら
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
よ
り

一
層
の

低
コ
ス
ト
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

プ
ラ
ン
ト
設
備
に
お
い
て
も
今
後
、
老
朽
化
し
て
い
く

中
で
、
計
画
的
な
機
器
の
補
修
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
発
電
以
外
で
使
用
し
て
い
る
蒸
気
に
つ
い
て
も
、
必

要
で
な
い
時
間
帯
は
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
へ
利
用
す
る
な
ど
、

よ
り

一
層
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

ま
た
、
平
成
十
二
年
三
月
の
電
力
の

一
部
自
由
化
に
伴

い
、
売
電
収
入
を
上
げ
る
た
め
よ
り
有
利
な
契
約
方
法
や

契
約
形
態
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

話記語$‘。2005・9月号29 
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水
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を
利
用
し
た

環
境
に
優
し
い
地
域
組
問
供
給

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
効
率
高
く
、
環
境
保
全
性
に
も
優
れ
る

四
国
電
力
側
は
、
瀬
戸
の
都
・
高
松
二
十

一
世
紀
の
城

た
ま
も

「
新
玉
藻
城
」
づ
く
り
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
高
松
港

や
J
R
高
松
駅
を
中
心
と
す
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

で
、
香
川
県
と
高
松
市
が
開
発
を
進
め
て
い
る
サ
ン
ポ
ー

ト
高
松
地
区
へ
の
地
域
熱
供
給
を
行
っ
て
い
る
。
玉
藻
城

と
は
旧
高
松
城
の
別
名
で
全
国
的
に
も
珍
し
い
海
水
を
使

っ
た
水
城
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
サ
ン
ポ

l
ト
高
松
地
区

で
は
「
海
」
を
活
か
す
こ
と
が
街
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
社
で
は
「
海
水
」
を
利
用

し
た
地
域
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
新
た
な
街
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
る
。

供
給
区
域
面
積
は
約
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
平
成
十
三

年
四
月
か
ら
全
日
空
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松
、
高
松
港

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
へ
、
昨
年
四
月
か
ら
は
四
国

一
の

高
さ
を
誇
る
高
松
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
へ
の
熱
供
給
を
開
始

し
た
。

(
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
の
特
徴

サ
ン
ポ

l
ト
高
松
地
区
地
域
熱
供
給
の
シ
ス
テ
ム
は
、

四
国
電
力
側
営
業
推
進
本
部
営
業
部

都
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
グ
ル
ー
プ

.

溝
口
善
則

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
大
型
ヒ

l
ト
ポ
ン
プ
な
ど
と
割

安
な
夜
間
電
力
が
利
用
で
き
る
蓄
熱
槽
を
組
み
合
わ
せ
た

「ヒ

l
ト
ポ
ン
プ
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
」
を
採
用
し
て
い
る
。

冷
房
用
に
五
度
の
冷
水
を
、
暖
房
用
に
四
九
度
の
温
水
を

作
り
供
給
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
海
水
を
未
利
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。
大
気
と
比
べ
、
夏
は
冷
た
く
、

冬
は
温
か
い
海
水
の
特
性
を
温
度
差

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
し
、
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
な
ど
の
運
転
効
率
を
高
め

る
も
の
で
、
海
水
は
最
も
冷
暖
房
を

使
用
す
る
期
間
に
最
も
効
果
を
発
揮

す
る
理
想
的
な
熱
源
と
言
え
る
。

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど
は
す
べ
て
電

動
式
で
、
冷
房
暖
房
兼
用
の
ヒ

l
ト

ポ
ン
プ

4
0
0
U
S
R
T
二
台、

8

0
0
U
S
R
T
一
台
、
冷
房
専
用
の

タ
l
ボ
冷
凍
機
1
8
0
0
U
S
R
T

一
台
を
設
置
し
て
い
る
。

30 

蓄
熱
槽
は
床
下
に
設
け
た
冷
水
専
用
の
平
型
蓄
熱
槽
千

三
百
立
方
メ
ー
ト
ル
、
壁
面
に
設
け
た
冷
水
と
温
水
を
切

り
か
え
て
使
用
す
る
縦
型
蓄
熱
槽
千
八
百
立
方
メ
ー
ト
ル

の
計
三
千
百
立
方
メ
ー
ト
ル
の
容
量
が
あ
る
。

2005・9月号姐l1Oω

(
海
水
の
利
用

海
水
は
、
す
べ
て
の
ヒ

l
ト
ポ
ン
プ
や
タ

l
ボ
冷
凍
機

の
熱
源
水
と
し
て
利
用
す
る
。
海
水
を
熱
源
と
し
た
地
域

熱
供
給
事
業
は
福
岡
市
の
「
シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち
地
区
」
、

大
阪
市
の
「
コ
ス
モ
ス
ク
エ
ア
地
区
」
に
続
い
て
全
国
で

三
例
目
、
海
水
の
み
を
熱
源
と
す
る
事
業
と
し
て
は
初
め

て
と
な
る
。

高
松
市
は
元
来
、
年
間
降
水
量
が
少
な
い
地
域
で
あ
る

が
、
特
に
今
夏
は
高
松
市
を
含
め
多
く
の
地
域
で
渇
水
に

見
舞
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
サ
ン
ボ
l
ト
高
松
地
区
地

域
熱
供
給
は
、

一
般
的
な
空
調
で
利
用
さ
れ
る
水
の
蒸
発

時
の
吸
熱
を
利
用
す
る
ク
l
リ
ン
グ
タ
ワ
ー
を
使
わ
な
い

節
水
型
プ
ラ
ン
ト
で
あ
る
た
め
、

…
熱
供
給
に
心
配
は
な
い
。

…

海
水
を
利
用
す
る
た
め
の
特
徴

一
的
な
設
備
と
し
て
は
以
下
の
も
の

…
が
あ
る
。

…
マ
海
水
配
管

…

高
松
港
五
千
ト
ン
パ

i
ス
の
付

…
け
根
、
水
深
約
八

m
か
ら
海
水
を

…
取
水
し
、
熱
供
給
プ
ラ
ン
ト
内
で

…
熱
交
換
後
、
再
び
高
松
港
へ
放
水

機
す
る
た
め
長
さ
約
四
百
メ
ー
ト
ル

房

…

ニ

一
日
の
配
管
を
庖
埋
設
し
て
い
る
。
腐

ト
食
に
強
い
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
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材
を
採
用
し
、
ヒ

1
ト
ポ
ン

プ
が
増
設
さ
れ
て
も
充
分
な

量
の
海
水
が
取
水
で
き
る
よ

う
、
内
径
は
九
百
ミ
リ
と
し

て
い
る
。

マ
海
水
取
水
ポ
ン
プ

景
観
の
た
め
取
水
口
側
に

海
水
取
水
ポ
ン
プ
を
設
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
熱

供
給
プ
ラ
ン
ト
内
に
設
置
し

た
。
海
水
で
腐
食
し
な
い
よ

う
ス
テ
ン
レ
ス
材
の
渦
巻
き
ポ
ン
プ
を
採
用
、
現
在
は
定

格
七
百
四
十
立
方
メ
ー
ト
ル
/
時
を
四
台
設
置
し
て
い

る
。
回
転
数
の
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
を
行
い
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
の
負
荷
に
応
じ
た
海
水
量
を
取
水
し
て
い
る
。

海水取水ポンプ

マ
海
水
オ

l
ト
ス
ト
レ

l
ナ

取
水
口
前
面
に
は
五
セ
ン
チ
角
の
ネ

ッ
ト
を
張
っ
て
大
き
な
ゴ
ミ
や
ク
ラ
ゲ

の
進
入
を
防
止
し
て
い
る
が
、
ネ
ッ
ト

で
は
防
止
で
き
な
い
小
さ
な
ゴ
ミ
や
海

草
を
海
水
取
水
ポ
ン
プ
や
海
水
熱
交
換

器
に
流
入
さ
せ
な
い
た
め
、
自
動
逆
洗

機
能
付
き
の
ス
ト
レ

l
ナ
(
ゴ
ミ
取
り

装
置
)
を
設
置
し
た
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
は

ひ
も
状
に
な
っ
て
取
水
口
前
面
の
ネ
ッ

ト
を
通
過
す
る
ら
し
く
、
ス
ト
レ

l
ナ

に
絡
み
つ
き
逆
洗
で
は
除
去
で
き
な
い
た
め
、
定
期
的
に

海
水
を
抜
き
点
検
口
よ
り
手
作
業
で
取
り
除
い
て
い
る
。

マ
海
水
熱
交
換
器

B
E
E-
-E
E--
3
1司

-

圃
戸
臨
E
fv
田

昭

ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
へ
海
水
・
圃

置
申
請
融
問
臨
盟
国
聞

を
直
接
入
れ
な
い
た
め
に
、
-圃
圏
曙
閣

wrし
げ
品
惜
臨

海
水
と
ヒ

l
ト
ポ
ン
プ
冷
・
・
・
圃
圃
圃
圃
園
圃
・
圃
里

却
水
と
の
熱
交
換
を
行
う

・
圃
園
田
園
闘
圃
園
田
・
圃
哩

海
水
熱
交
換
器
を
設
置
し

圃

層

調
一
圃
噴
一一一一ι一

回

た
。
多
数
の
薄
い
金
属
の

園
田
閉
羽
刑
制
111
d
H引
1

プ
レ
ー
ト
を
重
ね
、
海
水

唱
田
咽
割
樺
担
立
指

針
u
l
v守

酬

一イ
川
品
“
，

1
・7

1

1

γ

w

が
流
れ
る
部
分
と
ヒ

l
ト

響
事
f
同

f
i
q明

MIr
-

ポ
ン
プ
冷
却
水
が
流
れ
る

「
融
』
問
刈
同
け
は
川
川
団
[

部
分
を
交
互
に
つ
く
り
、
熱
交
換
を
行
う
プ
レ
ー
ト
型
を

採
用
し
、
プ
レ
ー
ト
は
腐
食
に
強
い
チ
タ
ン
製
と
し
た
。

マ
盲
完
エ
ポ
ン
プ

海
水
取
水
ポ
ン
プ
ま
で
の
配
管
の
一
部
が
干
潮
時
の
水

位
よ
り
高
く
な
る
の
で
、
安
定
し
た
サ
イ
フ
ォ
ン
効
果
を

確
保
す
る
目
的
で
海
水
取
水
管
内
に
た
ま
る
気
体
を
除
去

す
る
真
空
ポ
ン
プ
を
設
置
し
た
。

海水オートス卜レーナ

(
c
0
2
ω
%削
減

平
成
十
六
年
度
に
お
け
る
地
域
熱
供
給
の
導
入
効
果

(各
建
物
が
個
別
に
冷
暖
房
を
行
う
場
合
と
の
比
較
)
は
、

当
社
試
算
で
は
約
四

O
%
の
省
エ
ネ
(
原
油
換
算
で
年
間

一
千
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
)
、
約
六

O
%
の
C
0
2削
減
、
年
間

約
三
万
ト
ン
の
節
水
を
見
込
ん
で
い
る
。

サ
ン
ポ

l
ト
高
松
地
区
に
お
け
る

「海
」
を
活
か
し
た

街
づ
く
り
の

一
環
で
、
高
松
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の

カ
ナ
ル
(
水
路
)
や

J
R
高
松
駅
前
広
場
の
海
水
池
に
、

当
プ
ラ
ン
ト
よ
り
熱
交
換
を
す
る
前
の
海
水
を
供
給
し
て

い
る
。
海
水
池
の
水
位
は
高
松
港
の
水
位
と
連
動
さ
れ
て

お
り
、
干
潮
時
に
は
砂
浜
が
現
れ
る
。
ま
た
、
ク
ロ
ダ
イ

や
フ
グ
が
泳
い
で
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
お
わ
り
に

現
在
、
サ
ン
ポ

l
ト
高
松
地
区
で
は
、
高
松
市

内
に
分
散
し
て
い
る
国
の
出
先
機
関
を
集
約
す
る

目
的
で
、
高
松
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ

l
西
側
に
国
の
合

同
庁
舎
A
棟
が
平
成
十
八
年
秋
の
完
成
に
向
け
建

設
中
で
あ
り
、
こ
の
建
物
に
も
熱
供
給
を
予
定
し

て
い
る
。

今
後
、
当
社
と
し
て
は
安
定
供
給
と
シ
ス
テ
ム

の
効
率
的
な
運
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
建
物
建
設
計
画

に
合
わ
せ
て
順
次
設
備
増
強
工
事
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

地
域
熱
供
給
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
効
率
が
高
く
、
環

境
保
全
性
に
も
優
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
社
で
は
引
き
続
き

地
域
熱
供
給
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

海水熱交換器

接伝誕ぬ2005・9月号31 
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集水

山
口
県

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
山
口
の
推
進

工
場
の
副
生
水
素
活
用
に
よ
る
温
暖
化
へ
の
取
り
組
み

本
構
想
に
基
づ
き
、
本
県
を
全
国
に
誇
る
こ
と
の
で
き

る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
モ
デ
ル
地
域
と
す
る
た
め
、

産
学
官
の
連
携
に
よ
り
推
進
し
て
い
る
調
査
研
究
や
技
術

開
発
な
ど
現
状
と
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
る
。

全
国
お
よ
び
山
口
県
内
に
お

け
る
水
素
供
給
可
能
量
は
、
表
ー

に
示
す
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
約
六

一
了
九
億

N
t/
年
お
よ
び
約

八
・
九
億

N
d
/
年
と
算
定
さ

れ
、
山
口
県
に
お
け
る
供
給
可

能
量
は
全
国
の
約

一
四
%
を
占

め
て
い
る
。

家
庭
用
燃
料
電
池
コ
l
ジ
エ

10 

(
背
崇
と
必
要
性

本
県
は
基
礎
素
材
型
産
業
が
集
積
し
て
い
る
特
性
を
有

し
て
お
り
、
製
造
品
に
つ
い
て
も
全
国

一
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
も
の
が
数
多
く

見
ら
れ
る
。
ま
た
、
全
国
最
大
規
模
の

自
家
発
電
施
設
を
有
し
て
い
る
な
ど
、

地
域
の
産
業
特
性
を
活
か
し
た
取
り
組

み
を
推
進
で
き
る
好
条
件
を
備
え
て
い

る
。特

に
、
本
県
の
ソ

l
ダ
工
場
が
有
す

る
全
国

一
の
水
素
副
生
能
力
に
着
目
す

る
と
と
も
に
、
ソ
ー
ダ
工
場
の
み
な
ら

ず
、
石
油
精
製
・
石
油
化
学
、
ア
ン
モ

ニ
ア
、
化
学
工
場
か
ら
副
生
す
る
水
素

の
活
用
も
推
進
す
る
た
め
、
現
状
の
供
給
能
力
や
将
来
予

測
に
基
づ
く
施
策
展
開
の
方
向
性
な
ど
を
示
す
こ
と
を
目

的
に
、

二
O
O
四
年
六
月
に
「
水
素
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
山
口

推
進
構
想
」
を
策
定
し
た
(
詳
し
く
は
、
F
E
X¥
¥2

。
・
育
旦

苫
田
国
型
RE--ぬ・甘
¥を
参
照
)
。

水素供鎗可能工揚数および供鎗可能量

工場数
水素供給可能量

業界 (憶Nm'/年)

県内 |全国 県内 全国

ソーダ 3 35 約 3.1 約 13.6

石油精製 3 37 約 2.8 約 17.9

石油化学 2 15 約 1.3 約 12.9

アンモニア 8 約 1.5 約 9.6

その他化学 約 0.2 約 0.2

鉄鋼 O 14 約 8.7

合計 10 110 約 8.9 約 62.9

表1

J

山
口
県
環
境
生
活
部

環
境
政
策
課
長

• 関
匡
建
三

ネ
レ

I
シ
ヨ
ン
シ
ス
テ
ム
の
県

内
に
お
け
る
普
及
を
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
の
検

討
条
件
を
適
用
し
て
予
測
し
た
結
果
に
よ
る
と
、

導
入
初

期

(
二
O
一
0
年
度
)
に
最
大
で

一
・
九
万
台
、

普
及
期

(二
O
二
0
年
度
)
に
は
最
大
で
九
・
七
万
台
の
普
及
が

見
込
ま
れ
、
家
庭
用
燃
料
電
池
は
燃
料
電
池
自
動
車

(
F

32 

C
V
)
よ
り
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
導
入
が
進
む
と
予
測

さ
れ
る
。、、

非
改
質
タ
イ
プ
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
の

f
開
発
・
導
入

2005・9月号

本
県
で
は
、
導
入
が
急
速
に
進
む
と
考
え
ら
れ
る
家
庭

用
燃
料
電
池
コ

l
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
県
内
の
工
場
か
ら
の
副
生
水
素
を
直
接
活
用
す
る
非

改
質
タ
イ
プ
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
導
入
促
進

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
(
シ
ス
テ
今
ロ
l
は
左
図
)

現
在
、
商
用
化
に
向
け
て
開
発
が
進
ん
で
い
る
家
庭
用

固
体
高
分
子
形
燃
料
電
池
コ

l
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
で
は
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃
料
の
改
質
に
よ
り

水
素
を
取
り
出
す
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

泌総勉

非改質タイプ燃料電池システム

給湯

口醐司冨

図
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水素燃料電池実証研究施設にて

水
素
を
そ
の
ま
ま
燃
料
と
し
て
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
改
質
過
程
が
な
い
た
め
、

二
酸
化
炭
素
や
大
気
汚
染

物
質
を
全
く
排
出
し
な
い
上
、
発
電
効
率
や
起
動
性
な
ど

の
性
能
な
ど
の
点
か
ら
も
燃
料
電
池
の
長
所
を
さ
ら
に
活

か
し
た
使
用
法
が
可
能
と
な
る
。

そ
こ
で
、
本
県
の
周
南
市
に
立
地
す
る
ソ

l
ダ
工
場
は
、

全
国

一
の
水
素
副
生
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
地
域
特
性
を
十
分
に
活
か
し
、

二
O
O
四

1
二
O
O
五

年
度
に
お
い
て
、

①
ソ
l
ダ
工
場
か
ら
発
生
す
る
副
生
水

素
を
使
用
②
高
効
率
で
起
動
性
良
好
な
非
改
質
タ
イ
プ
の

固
体
高
分
子
形
燃
料
電
池

(
P
E
F
C
)
を
使
用
③
燃
料

電
池
か
ら
発
生
す
る
電
気
と
熱
を
家
庭
な
ど
の
コ

l
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
利
用
す
る
|
こ
と
を
特
徴
と
す
る
シ
ス

テ
ム
の
実
証
運
転
に
取
り
組
み
、
「
工
場
の
副
生
水
素
を

利
用
し
た
家
庭
用
燃
料
電
池
コ

l
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
」
の
技
術
開
発
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

(
実
証
研
究
シ
ス
テ
ム
の
概
要

水
素
燃
料
電
池
コ

l
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

は
、
水
素
燃
料
電
池
ユ
ニ
ッ
ト
と
貯
湯
槽
ユ
ニ
ッ
ト
よ
り

構
成
さ
れ
る
。
水
素
燃
料
電
池
ユ
ニ
ッ
ト
は
純
水
素
(
純

度
H

九
九
・
九
九
%
)
を
供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
大

一
千
ワ
ッ
ト
の
発
電
を
行
う
と
同
時
に
、
約
六
O
度
(
定

格
発
電
時
)
の
漏
水
を
出
力
す
る
コ

l
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
で
、
出
力
さ
れ
た
温
水
は
貯
湯
槽
ユ
ニ
ッ
ト

に
蓄
え
ら
れ
る
。

水
素
燃
料
電
池
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
の
発
電
出
力
は
、
電
力

需
要
に
応
じ
て
三

O
%

1
一
O
O
%
問
で
数
段
階
の
ス
テ

ッ
プ
で
電
力
負
荷
追
従
制
御
を
行
う
。

負
荷
制
御
の
方
法
は
集
合
住
宅
・

二
戸
建
住
宅
お
よ
び

春
夏
秋
冬
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
で
模
擬
負
荷
を

か
け
、
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
を
、
朝
起
動
し
て
夜
間
停
止

す
る
運
転
を
実
施
す
る
。

本
実
証
研
究
に
お
い
て
は
、
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
の
環

境
条
件
、
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
条
件
、
運
転
条
件
、
運
転
性

能
、
発
電
性
能
な
ど
の
測
定
・
評
価
を
踏
ま
え
た
最
適
シ

ス
テ
ム
の
技
術
開
発
、
水
素
供
給
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性

確
認
試
験
な
ど
の
測
定
・
評
価
・
技
術
開
発
を
行
っ
て

い
る
。(

実
証
運
転
成
果
の
慨
要

二
O
O
四
年
十
二
月
か
ら
二
O
O
五
年
三
月
ま
で
の
聞

の
実
証
運
転
の
中
間
取
り
ま
と
め
結
果
は
次
の
通
り
で
あ

り
、
副
生
水
素
を
用
い
た
燃
料
電
池
の
稼
働
性
能
は
極
め

て
高
い
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

①

燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
性
能
が
極
め
て
高
い

マ
発
電
効
率
+
排
熱
効
率
H

総
合
効
率
(
人

0
・
八
%

定
格
運
転
時
)

マ
部
分
負
荷
に
お
い
て
も
効
率
が
低
下
し
な
い
。
(四

O
%
の
部
分
負
荷
の
場
合
で
も
発
電
効
率
は
三
O
%

以
上
と
な
っ
て
い
る
。)

マ
化
石
燃
料
を
燃
料
と
す
る
も
の
(
改
質
タ
イ
プ
)
に

比
較
し
、
水
素
を
燃
料
と
す
る
場
合
の
発
電
効
率
が

官同い
。

②

起
動
特
性
は
起
動
開
始
か
ら
発
電
開
始
ま
で
の
時
間

が
短
い
(
起
動
開
始
か
ら
発
電
開
始
ま
で
十

一
分
前

後
)
。

③

世
帯

一
日
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約
八
割
の
二
酸
化

炭
素
削
減
量
が
あ
っ
た
(
た
だ
し
、
水
素
製
造
に
係

る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
ゼ
ロ
評
価
と
し
た
)
。

(
水
素
タ
ウ
ン
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

水
素
燃
料
電
池
実
証
研
究
に
よ
る
技
術
開
発
の
成
果
を

活
か
し
、
周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
周
辺
住
宅
地
を
対
象
と

し
て
、
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
の
設
置
場
所
、
水
素
ガ
ス
導

管
敷
設
ル
l
ト
・
手
法
・
基
本
設
計
、
経
済
性
や
環
境
保

全
効
果
の
検
討
な
ど
、
今
後
、
水
素
タ
ウ
ン
の
実
用
化
に

向
け
て
の
検
討
を
行
う
。

本
県
の
産
業
特
性
で
あ
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企
業
の
水
素

副
生
能
力
を
活
用
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
と
新
た

な
環
境
産
業
の
育
成
を
図
る
た
め
、
「
水
素
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
山
口
推
進
構
想
」
に
基
ワ
き
、
安
定
的
な
水
素
製
造
・

供
給
体
制
の
確
立
、
燃
料
電
池
な
ど
の
普
及
促
進
、
燃
料

電
池
に
係
る
技
術
開
発
の
推
進
を
計
画
的
・
総
合
的
に
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

え甑誕民!i2005・9月号33 
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消
化
ガ
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有
効
利
用
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岩
測

茂

長
岡
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー
長

• 

そ
こ
で
、
隣
接
す
る
ご
み
焼
却
場
の
補
助
燃
料
と
し
て

昭
和
五
十
七
年
に
供
給
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

ご
み
の
高
カ
ロ
リ
ー
化
に
伴
い
間
も
な
く
廃
止
と
な
っ

た
。
当
時
、
消
化
ガ
ス
発
電
の
売
り
込
み
も
あ
り
、
有
効

利
用
策
と
し
て
検
討
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
消
化
ガ
ス

の
発
生
が
不
安
定
で
し
か
も
豪
雪
地
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
冬
季
は
な
お
さ
ら
に
困
難
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
イ
ニ
シ

ャ
ル
コ
ス
ト
お
よ
び
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
を
考
慮
す

る
と
時
期
尚
早
の
観
が
あ
り
、
実
現
に
は
至

寸
|則

一

ド刀

ン

l
i
l
l
1
製

-
ら
な
か
っ
た
。

一素
敵
抗

精

責

一
窒

炭

メ

〈

一

そ
れ
か
ら
十
九
年
後
の
制

一・
園
口

説

…
平
成
七
年
、
当
市
は
環
境
駅

寸
寸

寸

k
l-53唱
i
ホ
棟

一

組

一

一
一
概

目

白
阻
止

ね
民
共
生
モ
デ
ル
都
市
(
エ
コ
山

一
一
一
白

山
町
副
監

の
す
シ
テ
ィ
)
の
指
定
を
受
け
、
動

一一

一

・
・
・
・
・
田
園
先
出

一
↑

一

EE--・・
圃
a

j

ロ王

一
し

一

・・・
E
計
一
環
境
負
荷
の
低
減
に
向
け
耳

「
肋
一

------Eる
て

rS
u
r
-
Eト

圃
・
・
・
囲
いし

…
一
層
の
取
り
組
み
が
求
め
図

一
蹴

-EE--E
て
庄

一

駅

圃

・

圃

四

一
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

tr・

-

-

立

…
そ
こ
で
、
消
化
ガ
ス
の
湿

加
。
よ

1
1
4

・・・E
9

油
田

0

0

.

.

 釦刊

一
式
脱
硫
工
程
で
硫
化
水
素
濃
叩

・・・
・・・・・
0
0
一
ノ

E
CB
困
・

約
ガ

一
の
除
去
(
約

一
O
O
%)
と
と
も
に
、

炭
酸
ガ
ス
も
同
時
に
除
去
(
約
五

O
%)
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
注
目
し
、
も
う

一
段
湿
式
脱
硫
工
程
を
付
加
し
炭
酸

34 

ガ
ス
を
さ
ら
に
除
去
す
れ
ば
、
よ
り
メ
タ
ン
ガ
ス
の
相
対

濃
度
を
高
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
も
の
と
考
え
た
。

こ
れ
に
関
し
て
、
長
岡
技
術
科
学
大
学
よ
り
助
言

・
指

導
を
受
け
、
平
成
九
年
に
北
陸
ガ
ス
へ
都
市
ガ
ス
の
原
料

と
し
て
受
け
入
れ
が
可
能
か
ど
う
か
打
診
し
た
。
そ
の
結

果
、
同
社
か
ら
全
面
的
な
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

事

業
化
に
向
け
た
具
体
的
な
協
議
を
重
ね
る
こ
と
と
な
っ

た
。
合
意
事
項
で
あ
る
供
給
条
件
と
し
て
、
極
力
都
市
ガ

ス
に
近
い
成
分
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
の
設
備
仕
様
を
決
定
す
る

た
め
、
長
岡
技
術
科
学
大
学
の
協
力
を
得
て
伽
下
水
道
新

技
術
推
進
機
構
に
調
査
研
究
を
委
託
し
、
今
後
の
余
剰
ガ

ス
発
生
量
の
予
測
お
よ
び
実
験
プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
実
証
試

験
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
委
託
成
果
に
基
づ
き
実
施
設
計
を

行
い
、
平
成
十
年
九
月
に
工
事
着
手
し
、
翌
十

一
年
三
月

十
イ
イ
イ
イ
イ
」

に
完
成
、
同
年
四
月
か
ら
本
格

一
一

%
一

一

一

一

一

砂O
了
子
M

一
一
一
一

一

的
に
供
給
を
開
始
す
る
こ
と
に

6
↑
圃
j
l
j
十

J

〓

4

〓
ス

-
一
助

一仰

な

っ

た
。
六
年
が
経
過
し
た
現

一
圃
一

9

-刊
日

一
f
l
寸
斗
1
1寸
よ
前
在
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く

1
Jτト
よ

ス
順
調
な
運
転
を
続
け
て
お
り
、

6

一

日

一
方

辺

一
丸

一硫
年
間
に
し
て
標
準
家
庭
約
九
百

』

L
11
1
1
1
1
1
1
1↑
脱

一一

一一

一一

一

1
一
千
世
帯
相
当
分
の
精
製
ガ

一

m

--

一向
ス
を
北
陸
ガ
ス
に
供
給
し
、
約

一

nu

一
レし

ト
ぃ
!
i
l
l-
)制
千
百
万
円
の
売
却
収
入
を
得
て

叶
|
「
叫

L
「
叫
|

「

o

い
る
。

4

2

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
ガ

ス
の
品
質
を

一
定
に
保
つ
た
め
、
処
理
ガ
ス
量
と
処
理
水

の
水
質
、
供
給
ガ
ス
量
と
ガ
ス
成
分
の
因
果
関
係
に
つ
い

て
の
運
転
管
理
モ
デ
ル
の
構
築
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

接伝減ω 2005・9月号
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関
西
タ
イ
ヤ
リ
サ
イ
ク
ル
伽

主主月
比ヨ!品
回」咽

資
源
循
環
型
社
会
の
確
立
に
貢
献

'
関
西
タ
イ
ヤ
リ
サ
イ
ク
ル
制

代
表
取
締
役
社
長

・

申

尾

安

幸

新エネルギー

兵
庫
県
は
既
存
の
産
業
基

盤
を
最
大
限
に
活
用
し
、
産

官
学

一
体
と
な
っ
て
広
域
的

な
リ
サ
イ
ク
ル
拠
点
を
整
備

し
よ
う
と
い
う
「
ひ
ょ
う
ご

エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
」
を
策
定

し
た
。
こ
の
構
想
の
主
要
事

業
に
位
置
付
け
ら
れ
た
設
備

が
、
関
西
タ
イ
ヤ
リ
サ
イ
ク

ル
伽
(
本
社
兵
庫
県
姫
路
市
、

資
本
金

一
千
万
円
)
の
廃
タ

イ
ヤ
ガ
ス
化
リ
サ
イ
ク
ル
施

設
だ
。
現
在
、
圏
内
の
廃
タ
イ
ヤ

の
発
生
量
は
年
間
約
百
万
ト

ン
で
あ
り
、
そ
の
約
八
七
%

が
何
ら
か
の
形
で
再
使
用
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、

①
約

十
万
ト
ン
強
の
廃
タ
イ
ヤ
が

埋
め
立
て
や
販
売
庖
で
保
管

特集

廃タイヤガス化リサイクル概念図 I 

;| 選別 I ! I灰分残さ溶融 I! I ガス分厳 | 

| 予離
残さ L-ーτ十
(カーボンi亙鉛他 熱分解カス11熱分解油

ー直璽互に==| 製鉄プロセス I ~妖 . . 
1 亜鉛原料鉄鋼製品

さ
れ
て
い
る
②
大
口
利
用
先
で
あ
る
セ
メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー

の
減
産
な
ど
に
伴
い
、
再
使
用
量
が
減
少
し
て
い
る
|
こ

と
な
ど
か
ら
、
新
た
な
再
利
用
先
の
確
保
が
緊
急
の
課
題

と
な
っ
て
い
た
。

町品

目
E圃
胃

a

さ
ら
に
、
再
利
用
さ
れ
て
い
る
廃
タ
‘

F
祖
国
圃

イ
ヤ
の
約
六
O
%
強
が
、
燃
料
と
し
て

-
1

園
駅
沿
咽
岨

利
用
さ
れ
る
「
サ
l
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」
溺
守
川
崎

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
資
可
画
炉
人
に
'

源
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
観
，
“
閉
山
叫

点
か
ら
、
新
た
な
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
の

F
M
・
-
曹
h
v』

開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

、
調
脳
E
E
-
-
m

そ
こ
で
、
廃
タ
イ
ヤ
を
さ
ら
に
高
い

'a・
田

園

・

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
効
率
で
再
利
用
す
る

4
¥

J
同
岨

こ
と
を
目
的
に
、
新
日
本
製
鉄
側
広
畑
'
叫
圃
司
J

・

製
鉄
所
と
関
連
会
社
の
四
社
が
共
同
出
.
，

E
園
町
島
E

資
し
て
設
立
さ
れ
た
の
が
、
関
西
タ
イ
・
・
・
悶
悶
副
圃

ヤ
リ
サ
イ
ク
ル
で
あ
る
。

圃
-
-
司
r

五

廃
タ
イ
ヤ
ガ
ス
化
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
・
圃

-
E
E

で
は
主
に
附
日
本
自
動
車
タ
イ
ヤ
協
会
に
よ
っ
て
関
西
地

区
を
中
心
に
、
関
東
、
中
部
地
区
の
広
い
地
域
に
わ
た
っ

て
、
カ
ッ
ト
済
み
廃
タ
イ
ヤ
を
収
集
す
る
。
収
集
し
た
廃

タ
イ
ヤ
は
、
世
界
最
大
級
の
外
熱
式
ロ
ー
タ
リ
ー
キ
ル
ン

で
熱
分
解
し
、
油
成
分
を
含
有
す
る
ガ
ス
と
乾
留
カ
ー
ボ

ン
、
鉄
ワ
イ
ヤ
ー
に
分
離
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
油
成
分
を

含
む
ガ
ス
を
冷
却
し
、
ガ
ス
と
油
に
分
離
さ
せ
る
。
分
離

さ
れ
た
ガ
ス
、
油
、
乾
留
カ
ー
ボ
ン
、
鉄
ワ
イ
ヤ
ー
は
、
隣

接
す
る
新
日
鉄
広
畑
製
鉄
所
で
再
利
用
す
る
。
再
利
用
さ

れ
る
こ
れ
ら
の
製
品
に
つ
い
て
、
製
鉄
所
な
ど
で
使
用
で

き
る
品
位
を
確
保
で
き
る
こ
と
が
、
こ
の
事
業
の
特
徴
だ
。

広
畑
製
鉄
所
の
西
浜
地
区
に
建
設
さ
れ
た
タ
イ
ヤ
ガ
ス

化
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
は
、
平
成
十
六
年
七
月
二
十
八
日
に

竣
工
し
、
営
業
運
転
を
開
始
し
た
。

広
畑
製
銭
所
は
す
で
に
平
成
十

一
年
か
ら
附
日
本
自
動

1
R
a
p

-

車
タ
イ
ヤ
協
会
の
処
理
委
託
を

na--EF
」

受
け
、
全
国
発
生
量
の
六
%
に

圃
・
・
河
‘
同
胞
掴
当
た
る
年
間
六
万
ト
ン
の
廃
タ

掴
・
聞
叫ん

U
F・

a
イ
ヤ
を
冷
鉄
源
溶
解
炉
で
製
鉄

叱
也
咽
品
川
引

a，

一
原
料
と
し
て
使
用
し
て
き
た
0

.. ，.
r
J4
U

今
回
、
関
西
タ
イ
ヤ
リ
サ
イ

d
凶
J
L圃
ク
ル
が
さ
ら
に
年
間
六
万
ト
ン

‘
‘
幽
F
F
4・
の
処
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

Ja--圃
・
・
広
畑
製
鉄
所
で
の
製
鉄
原
料
と

--zaL・
し
て
の
再
利
用
と
合
わ
せ
、
全

医圃

-m凶
・

国

発

生

量

の

約

二一
%
の
廃
タ

週
明
画

人一

ι--dイヤをリサ
イ
ク
ル
す
る
体
制

・・1J
司Jr
・-司チ

園
F

・7圃司
刊
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

四
一ιJr・
-
鴨
川
川

何

た

。
広
畑
製
鉄
所
と
関
西
タ
イ

-
P
:

い・・・・司
令
足

Ba
h
-
-
RB
月
ヤ
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
こ
の
事
業

を
通
し
て
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
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新
エ
ネ
ル
ギ
ー

-E圃圃
同
嗣
阿
凶
固
山
岡
間
四
国
同
回
附
剛
同
問
凶
同
開
附
凶
H
問
問
闘
間
関
凶

2
0
3
0年
に
は
市
場
規
模
3
兆
円
、

雇
用
出
万
人
の
見
通
し

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
意
義

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
部
分
を
海
外
に

依
存
し
て
い
る
日
本
に
と
っ
て
、
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
構
造
の
多
様
化
に
貢
献
す
る
と
と

も
に
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
が
少
な
く
、
地
球
環
境
へ
与

え
る
負
荷
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
持
続
可
能
な
経
済
社
会

の
構
築
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
新
規
産
業
・
雇
用

の
創
出
な
ど
に
も
貢
献
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
義
を
持

っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
年
二
月
に
は
先
進
国
に
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

義
務
を
諜
し
た
京
都
議
定
書
が
発
効
し
、
日
本
も
C

0
2

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
を

一
九
九

O
年
比
で
六
%
削
減
す

る
必
要
が
あ
り
、
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
に
関
し
て
も

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

供
飴
目
標
と
実
編

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
目
標
は
、
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
開
発
・
導
入
の
法
的
枠
組
み
と
し
て

「
石
油
代
替
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
(
代

エ
ネ
法
)
」
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
て
い
る
。
制
定
後
、
こ

の
供
給
目
標
は
京
都
議
定
書
の
削
減
義
務
を
反
映
し
た

「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
」
の
改
定
な
ど
に
よ
り
、

見
直
し
が
改
定
さ
れ
た
。
現
在
の
実
績
と
そ
の
目
標
は
、

二

O
O二
年
実
績
で
対

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
供
給
比
の

一
・
六
%
(
原
油
換
算
九
百
二
十
三
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
)

で
あ
り
、

一
0
年
度
目
標
で
同
比
三
%
程
度
(
原
油
換
算

千
九
百
十
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
)
で
あ
る
。

代
表
的
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
動
向

個
々
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
動
向
と
し
て
代
表
的
な

刷
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
計
画
本
部
企
画
部

道
上
茂
樹

• 

風
力
発
電
、
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
次
に
示
す
。

〔
風
力
発
電
〕

日
本
に
お
け
る
風
力
発
電
の
導
入
総
設
備
容
量
は
九
三

年
の
約
五
メ
ガ
ワ
ッ
ト
か
ら

O
四
年
度
末
の
約
九
百
二
十
六

メ
ガ
ワ
ッ
ト
と
約
百
八
十
五
倍
に
急
増
し
て
い
る
(
図
1
)
。

近
年
の
日
本
に
お
け
る
風
力
発
電
は
、
国
の
支
援
制
度
の

充
実
や
電
力
会
社
の
買
電
制
度
の
設
定
に
伴
い
、
民
間
事

業
者
に
よ
る
売
電
用
途
が
大
半
を
占
め
る
と
と
も
に
、

O

二
年
度
以
降
に
は
風
車
の
平
均
単
機
容
量
(
定
格
出
力
)
は

一
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
て
欧
米
並
み
に
近
づ
い
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
風
車
の
大
型
化
と
風
力
発
電
施
設
の
大

規
模
化
(
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
)
が
建
設
コ
ス
ト
、
発
電
コ

ス
ト
な
ど
の
低
下
を
も
た
ら
し
、
事
業
の
採
算
性
が
向
上

す
る
こ
と
に
よ
り
、
導
入
促
進
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
全
く
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
風
が
常

に
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
起
こ
る
出
力
の
不
安
定
性
、

ま
た
地
域
的
に
風
の
良
い
と
こ
ろ
が
偏
在
し
て
い
る
こ
と

で
生
じ
る
電
力
系
統
の
強
力
化
、
風
力
発
電
所
立
地
適
地

36 2005・9月号接記減也
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急成長する日本の風力発電

日本における風力発電導入量の推移 NfaE与野控)
H四

鋤

に
お
け
る
各
種
土
地
利
用
規
制
な
ど
の

諜
題
を
抱
え
て
い
る
。

〔太
陽
光
発
電
〕

日
本
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
累

積
設
置
容
量
は
世
界
の
約
五

O
%
を
占

め
、
世
界
第

一
位
で
あ
る
。
そ
の
累
積

設
置
容
量
の
伸
び
に
つ
い
て
も
、
九
三

年
の
二
十
四
メ
ガ
ワ
ッ
ト
か
ら
二
O
O

四
年
の
八
百
六
十
メ
ガ
ワ
ッ
ト
と
約
三

十
五
倍
に
増
加
し
て
い
る

(図
2
)
。

特
に
個
人
住
宅
向
け
の
設
置
が
囲
内

出
荷
量
の
八

O
%
以
上
を
占
め
、
個
人

が
日
本
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
普
及
拡
大
を
け
ん
引

し
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
自
体
の
価
格
も
量
産
化
、
技

術
開
発
な
ど
に
よ
り
着
実
に
下
が
っ
て
き
て
お
り
、
最
近

の
平
均
価
格
は
十
年
前
の
凶

O
%
程
度
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
謀
題
は
十
年
の
四
千
八
百
二
十
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の

目
標
に
向
け
て、

普
及
が
遅
れ
て
い
る
非
住
宅
分
野
の
普
及

施
策
、
欧
州
な
ど
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
大
規
模
な
発
電
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
促
進
や
、

一
層
の
低
コ
ス
ト

化
・
高
効
率
化
を
目
指
し
た
実
用
化
技
術
開
発
な
ど
が
あ
る
。

図1

蜘tool I I I II 2∞4年度総設備容量 噛.
目 白 11約926千キロワ ッ ト(924基)|可「一

IJ閣制

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
な
ど
の
促
進
を
加
速
化
さ
せ
る
た

め
、
九
七
年
四
月
に
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
等
の
促
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
(
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
)
」
が
制
定
さ

れ
、
同
年
六
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
本
法
は
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
な
ど
を
総
合
的
に
進
め
る
た
め
、
各
主
体
の
役

割
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
な
ど

量
)
∞

入
ト
け

導

y
寸

電
ワ

一

蹴
刊

一

陽
万

-

太
(

移
昭

一

雄
州

一

入
わが

一

導
骨

一

¢
ム

一

電
テ

一

発

ス

一

光
J
J

一

陽
と

一

自重

一

太

入
喜

一

!

導

骨

一

n
t
hヲ
ム

一

図
酢一一

一

電
作

一

発
示

一

光
E

一

陽
キ

一

太
/

一

周
同

一

宅
万
い

住
(
釧

を
行
う
事
業
所
に
対
す
る
金
融
上
の
支
援
措
置
等
を
規
定

し
て
い
る
。
な
お
、

O
二
年

一
月
に
は
、
本
法
の
「
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
等
」
と
し
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
お
よ
び
雪
氷

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
追
加
す
る
た
め
、
施
行
令
第

一
条

に
こ
れ
ら
を
追
加
す
る
改
正
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
新
た
な
導
入
促
進
策
と
し
て
、

O
二
年
六
月

に
「
電
気
事
業
者
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利
用
に
関

す
る
特
別
措
置
法

(
R
P
S
(同

g命
名
与

Z
司
号
広
三
Z

E
S
E
E
)
法
)
」
が
公
布
さ
れ
、

O
三
年
四
月

一
日
か

ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

R
P
S
法
は
電
気
事
業
者
に

対
し
て
、
毎
年
、
そ
の
販
売
電
力
量
に
応
じ
た

一
定
割
合

以
上
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
か
ら
発
電
さ
れ
る
電
気
(
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
電
気
)
の
利
用
を
義
務
付
け
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
を
普
及
拡
大
さ
せ
る
法
律
で
あ
る
。

絢

総
設
置
基
盤

(基
)
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脚醐

m

m

脚

瑚

醐

蝿
総
設
靖
容
量

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

90 

一
般
的
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、 80 

10 

40 

20 

10 

60 

50 

30 

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
性
質
に

よ
り
、
下
記
の
よ
う
に
大

き
く
三
つ
の
形
態
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

供
給
サ
イ
ド
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
、

①
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー

(
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
)
H
水
力
発
電
*
、

地
熱
発
電
*
、
太
陽
光
発

電
、
太
陽
熱
利
用
、
風
力

発
電
、

雪
氷
熱
利
用
、
太

m

陽
熱
利
用
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電

・
熱
利
用
・
燃
料
製
造
(
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
)
、
波

力
発
電
*
、
海
洋
温
度
差
発
電
*
、

②
リ
サ
イ
ク
ル
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
H
廃
棄
物
発
電
・
熱
利
用
・
燃
料
製
造
、
温
度

差
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
・
熱
利
用
・
燃
料
製

造
(
木
く
ず
な
ど
て
需
要
サ
イ
ド
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て、

③
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
、
天
然
ガ
ス
コ

l

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
燃
料
電
池
が
あ
る
。

た
だ
し
、
政
策
的
に
は
*
印
を
付
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

実
用
・
普
及
段
階
に
達
し
た
も
の
や
、
研
究
段
階
に
あ
る

も
の
と
い
う
こ
と
で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
っ
て
も

「新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
は
指
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
植
大
に
向
け
て
の

課
題
、
取
組
み
状
況

S誠誕誕~

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大
に
向
け
て
個
々
に
さ
ま
ざ
ま

な
謀
題
が
あ
る
が
、
共
通
的
に

「
経
済
性」、

性
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

マ
経
済
性
に
関
す
る
課
題
と
克
服

2005・9月号

「
出
力
安
定
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こ
れ
ま
で
の
技
術
開
発
、
導
入
促
進
施
策
の
展
開
に
よ

り
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
設
備
コ
ス
ト
、
発
電
コ
ス
ト
は
低

減
し
て
き
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
既
存
電
源
な
ど
と
比

較
し
て
高
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
太
陽
光
発
電
(
住
宅
用
)

の
発
電
コ
ス
ト
は
、
現
時
点
で
は
家
庭
用
電
力
料
金
と
比

較
し
て
約
二

1
三
倍
と
割
高
で
あ
る
。
風
力
発
電
に
つ
い

て
は
、
近
年
の
大
規
模
化
に
伴
う
設
置
コ
ス
ト
の
低
減
に

よ
り
、
発
電
コ
ス
ト
(
約
九

1
十
四
円
/
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
)

は
低
減
し
て
い
る
が
、
小
・
中
規
模
設
備
に
つ
い
て
は
引

き
続
き
割
高
で
あ
る
。

課
題
克
服
策
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率
の
向
上

な
ど
に
資
す
る
技
術
開
発
を
行
う
と
と
も
に
、
初
期
需
要

の
創
出
に
よ
り
市
場
自
立
化
を
早
期
に
実
施
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
設
置
費
補
助
な
ど
の
導
入
支
援
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

マ
出
力
安
定
性
に
関
す
る
課
題
と
克
服

太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

日
照
や
風
況
な
ど
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
出
力

が
不
安
定
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
現
時
点
で
は
安
定
的
な

電
力
が
期
待
さ
れ
る
電
源
と
し
て
は
補
完
的
な
位
置
付
け

で
あ
り
、
安
定
的
な
電
力
供
給
確
保
の
た
め
に
は
、
調
整

電
源
や
蓄
電
池
と
の
組
合
せ
が
必
要
で
あ
る
。
出
力
の
不

安
定
な
風
力
発
電
の
大
規
模
な
導
入
な
ど
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
電
力
系
統
へ
の
連
系
が
増
加
す
る
に
連
れ
て
、
電
力

品
質
が
悪
化
し
、

一
般
需
要
家
へ
の
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

課
題
克
服
策
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
に
蓄

電
池
を
併
設
し
た
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
電
力
系
統
に
対
す

る
電
圧
変
動
や
周
波
数
変
動
の
影
響
に
関
す
る
実
証
研
究
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
委
員
会
、
検
討
会
で
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
平
成

十
六
年
六
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
ビ

ジ
ョ
ン
」
は
今
後
の
中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
施
策
を

提
言
す
る
も
の
で
あ
り
、
次
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の

一
O
年、

三

O
年
の
将
来
の
見
通
し
と
し
て
、

太
陽
光
、
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
合
わ
せ
た
市

場
規
模
は
、

一
O
年
に
約

一
兆

一
千
億
円
、

三

O
年
に
約

三
兆
円
、
ま
た
雇
用
規
模
は
、

一
O
年
に
五
万
人
、

三

O
年

に
は
約
三
十

一
万
人
に
拡
大
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
を
中
長
期
的
に
拡
大
す

る
に
は
、
現
状
の
ハ

l
ド
単
体
へ
の
支
援
(
初
期
投
資
補
助
)

だ
け
で
な
く
、
今
後
は
事
業
性
の
向
上
、
新
需
要
の
創
出
、

資
金
調
達
、
事
業
環
境
整
備
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

と
し
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ

ら
の
推
進
策
に
よ
っ
て
、
次
に
挙
げ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
が
考
え
ら
れ
る
。

①
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
制
御
技
術
な
ど
活
用
し
た
需
給
一
体

型
ビ
ジ
ネ
ス

H

一
定
地
域
内
に
お
い
て
、
多
様
な
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ

1
・
効
率
性
の
向
上
を
図
り
、
ま
た
、
電
熱
供
給
と
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
総
合
効
率
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

謀
題
で
あ
る
不
安
定
性
を
解
消
し
、
系
統
電
源
の
依
存
度

を
低
減
し
な
が
ら
制
御
・
運
転
し
、
安
定
し
た
電
力
・
熱

供
給
を
行
う
ビ
ジ
ネ
ス
(
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
)
。

②
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
活
用
型
ビ
ジ
ネ
ス

H
市
民
や
企
業

38 

に
よ
る
出
資
に
よ
っ
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
し
、
そ
の

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
分
を
寄
付
と
し
て
上
乗
せ
し
た
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
や
、
そ
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
の
た
め
の
資
金
調
達
先
の
多
様
化
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
電
気
や
熱
を
直
接
供
給
す
る
グ
リ
ー
ン
料
金
や
グ
リ

ー
ン
証
書
な
ど
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
。

③
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
サ
ポ
ー
ト
ビ
ジ
ネ

ス
H

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
は
設
備
の
建
設
や
運
転
だ

け
で
な
く
、
燃
料
供
給
事
業
者
、
低
コ
ス
ト
で
質
の
高
い
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
提
供
者
、
副
産
物
活
用
事
業
者
ら
関
係
者
の

コ
l
デ
ィ
ネ
l
ト
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
教
育
事
業
や
観
光
ビ

ジ
ネ
ス
な
ど
と
の
橋
渡
し
、
市
民
出
資
型
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
の

事
業
計
画
に
対
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
へ
の
融
資
業
務
な
ど
の
展
開
サ
ポ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
。

そ
し
て
今
後
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
は
、
挙
げ
ら
れ
た

ビ
ジ
ネ
ス
創
出
を
支
援
す
る
た
め
の
産
業
政
策
と
し
て
の

総
合
的
な
取
み
組
み
に
よ
っ
て
、
競
争
力
が
向
上
し
、
自

立
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

2005・9月号誌記減ω

最
後
に

最
新
の
国
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
動
き
で
は
、
平
成

十
七
年
七
月
二
十
六
日
に
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
が
開
催
さ
れ
、
今
後

一
O
年
の
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
目
標
の
達
成
に
向
け
た
追
加
対
策
や

R
P
S法
の

評
価
・
検
討
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

側
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
に
お
い
て
も
、
総
合
的
、
横
断

的
な
視
点
か
ら
産
業
界
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
意
見

を
政
府
に
提
言
し
、
今
後
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
ビ
ジ
ョ

ン
実
現
に
向
け
て
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。



あ
ね
さ
ま
の
目
線
で

湊
町
の
街
並
み
絵
図
作
成

に
い
が
た
湊
あ
ね
さ
ま
倶
楽
部
代
表

• 小
島
富
美
子

• 
二
年
前
の
夏
、
新
潟
港
湾
事
務
所
か
ら

「
女
性
の
視
点
で
港
に
取
り
組
む
組
織
を

立
ち
上
げ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う

話
を
頂
き
、
ふ
っ
と
心
が
動
い
た
。
ち
ょ

う
ど
"
時
“
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

港
湾
付
近
に
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ル
な
ど
が
相
次
い
で
完
成

し
、
新
し
い
空
間
が
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た

か
ら
だ
。
早
速
、
"
情
“
の
あ
る
女
性
た

ち
に
声
を
掛
け
た
と
こ
ろ
、
生
き
生
き
と

活
動
的
な
人
た
ち
が
十
数
人
ほ
ど
集
ま
っ

て
く
れ
た
。
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
、
版
画
家
、

お
か
み

俳
人
、
料
亭
の
女
将
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
が
確
固
と
し
た
信
念
と
個
性
を

持
つ
素
敵
な
女
性
ば
か
り
。

昔
か
ら
新
潟
は
、
奥
向
き
の
家
庭
内
の

こ
と
に
加
え
て
商
売
な
ど
表
向
き
の
仕
事

も
立
派
に
こ
な
す
女
性
を
"
あ
ね
さ
ま
“

と
呼
ぶ
。
独
特
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
だ

が
、
親
し
み
と
敬
愛
を
込
め
た
呼
び
名
で

あ
る
。
最
近
、
耳
に
す
る
機
会
の
少
な
く

な
っ
た
、
こ
の
格
の
あ
る
美
し
い
呼
び
名

を
私
た
ち
の
会
の
名
前
に
使
わ
せ
て
い
た

新潟市• 

だ
い
て
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。
そ
し
て
、
会
員
の
心
の
張
り
に
し
た

く

ら

ぶ

ぃ
。
「
に
い
が
た
湊
あ
ね
さ
ま
倶
楽
部
」

は
こ
う
し
て
誕
生
し
た
。

文
化
が
に
お
う
と
こ
ろ
な
ど
、
あ
ね
さ
ま

の
目
線
で
気
に
な
る
と
こ
ろ
を
チ
ェ
ッ
ク
。

約

一
年
が
か
り
で
完
成
し
た
時
空
絵
図

は
、
背
広
の
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
収
ま
る
サ
イ

ズ
。
表
紙
は
も
ち
ろ
ん
屡
気
楼
の
街
。
少

し
引
く
と

一
瞬
で
新
聞
紙
の
大
き
さ
に
広

が
る
ス
グ
レ
モ
ノ
だ
。
ポ
イ
ン
ト
に
時
を

感
じ
さ
せ
る
イ
ラ
ス
ト
が
配
置
さ
れ
て
い

る
裏
面
に
は
、
地
域
の
歴
史
、
風
土
性
が

び
っ
し
り
書
き
こ
ま
れ
、
本
を

一
冊
読
む

よ
う
だ
。
あ
ね
さ

霊
気
楼

港
を
巡
る
う

ち
、
日
本
海
か

ら
信
濃
川
河
口

に
広
が
る
新
潟

市
を
見
て
、
あ

ま
り
の
幻
想
的

な
美
し
さ
に
心
を
奪
わ
れ
た
。
水
平
線
に

し
ん
き

ゆ
っ
た
り
と
浮
か
ぶ
様
子
は
ま
さ
に
屡
気

ろ
・ワ楼
だ
っ
た
。

舟
人
の
よ
う
に
海
の
上
か
ら
見
た
街
や

港
の
光
景
は
と
て
も
新
鮮
だ
っ
た
。
こ
の

驚
き
と
感
激
を
形
に
し
よ
う
、
港
か
ら
左

右
に
平
ら
に
広
が
る
街
並
み
を
絵
図
に
残

そ
う
、
こ
の
湊
町
に
降
り
積
ん
だ
時
を
載

せ
た
時
空
絵
図
を
作
ろ
う
。
情
報
収
集
の

後
は
、
実
際
に
歩
い
て
み
て
興
味
を
引
か

れ
た
と
こ
ろ
、
衣
食
住
の
織
り
成
す
生
活

気
を
呼
び
、

わ
び
状
を
書
き、

絵図の裏面で紹介されている堀川醸造の長い土

問。真夏でも涼風がごうごう通り抜けるという

聞
紙
上
で
紹
介
し

ま
倶
楽
部
に
は
最

初
の
子
供
の
よ
う

な
存
在
の
絵
図
に

は
、
深
い
愛
着
が

あ
る
。
地
元
の
新

た
と
こ
ろ
、

大
人

あ
っ
と
い
う
聞
に
品
切
れ
。

対
応
に
追
わ
れ
る
と
い
う
付
録
も
つ
い
て

増
刷
な
ど
慌
た
だ
し
く

き
た
。

遊
び
を
せ
ん
と
や

本
年
七
月
に
は
、

二
番
目
の
子
供
に
あ

た
る
絵
本
「
ど
こ
か
の
だ
れ
か
と
|
に
い

が
た
湊
物
語

」
が
完
成
し
た
。
小
学
生

を
対
象
に
、
約

一
万
年
に
わ
た
る
湊
の
歴

史
を
ま
と
め
た
も
の
だ
。
子
供
た
ち
が
思

わ
ず
ベ

l
ジ
を
め
く
る
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い

の
イ
ラ
ス
ト
満
載
。
市
内
の
中
学
校
に
も

配
布
を
頼
ま
れ
る
ほ
ど
で
、
内
容
は
深
く
、

大
人
が
読
ん
で
も
満
点
の
仕
上
が
り
と
な

っ
た
。
担
当
の
会
員
に
心
か
ら
の
拍
手
を

送
る
。
こ
の

一
冊
が
、
故
郷
で
育
つ
次
の

世
代
の
役
に
立
っ
て
く
れ
れ
ば
:
:
:
。

誰
か
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
、
社
会

の
た
め
に
何
か
し
た
い
。
誰
も
が
持
つ
願

い
、
そ
の
小
さ
な
点
が
集
ま
っ
て
連
な
り

形
を
成
し
て
ゆ
く
の
は
感
動
的
だ
。
こ
の

形
を
実
現
す
る
に
は
行
政
の
力
が
欠
か
せ

な
い
。
北
陸
地
方
整
備
局
の
新
潟
港
湾
・

空
港
整
備
事
務
所
の
応
援
に
は
と
て
も
励

ま
さ
れ
て
い
る
。
お
互
い
の
利
点
を
活
か

し
な
が
ら
、
楽
し
く
地
域
へ
エ

l
ル
を
送

り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

遊
び
を
せ
ん
と
や
生
ま
れ
け
む

戯
れ
せ
ん
と
や
生
ま
れ
け
む

平
安
の
終
わ
り
の
詩
歌
集
「
梁
塵
秘
抄
」

の
中
の
お
お
ら
か
な
今
様
に
あ
る
よ
う

に
、
人
の
生
き
ざ
ま
は
皆
"
遊
び
“
に
つ

な
が
る
。
今
に
語
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
文

化
遺
産
の
原
点
に
は
常
に
こ
の
楽
し
み
が

あ
っ
た
の
だ
と
実
感
も
し
て
い
る
。
私
た

ち
「
あ
ね
さ
ま
倶
楽
部
」
も
海
洋
国
家
の

お
お
ら
か
さ
を
忘
れ
ず
に
、
"
遊
び
“
と

い
う
美
意
識
に
こ
だ
わ
り
つ
つ
、
湊
町
新

潟
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
。
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人
ひ
と
り
が
楽
し
む

映
画
上
映

• 山
崎

咲

山
都
町
よ
い
映
画
を
観
る
会

• 熊本県山都町• 
ま
で

1

マ
作
品
・
上
映
日
を
決
め
る
(
会

場
が
空
い
て
い
る
か
も
確
認
)
。

町
の
教
育
委
員
会
・
図
書
館
と

話
し
合
っ
て
決
め
る
こ
と
も
あ

る
。
ほ
と
ん
ど
共
催
や
後
援
を

入
、
会
場
の
設
営
の
作
業
が
あ
る
。
出

前
の
上
映
会
で
は
お
お
か
た
二
百
キ
ロ

も
あ
る
時
ミ
リ
映
写
機
を
自
分
た
ち
で

分
解
し
て
、
運
ぶ
。
手
間
は
掛
か
る
が
、

ほ
と
ん
ど
の
上
映
会
で
フ
ィ
ル
ム
を
自

分
た
ち
で
回
し
て

い
る
。
な
ぜ
フ
イ

ル
ム
に
こ
だ
わ
る

の
か
。
フ
ィ
ル
ム

で
は

一
秒
間
に
二

十
四
コ
マ
流
れ

る
。
私
た
ち
は
無

意
識
の
う
ち
、
真

っ
暗
な
空
間
を
見

て
い
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
真
っ
暗

な
空
間
を
想
像
で

埋
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
感
動
が
生
ま

れ
る
の
だ
と
い
う
思
い
だ
。

山
都
町
よ
い
映
画
を
観
る
会
の
会
員
は

十
五
人
。
し
か
し
、

上
映
会
を
運
営
し
て

い
る
の
は
、
決
し
て
こ
の
メ
ン
バ
ー
ば
か

り
で
は
な
い
。
片
付
け
を
何
気
な
く
手
伝

っ
て
く
だ
さ
る
お
客
さ
ん
、
町
の
教
育
委

員
会
や
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
、

一
人

ひ
と
り
の
協
力
の
お
か
げ
で
き
よ
う
ま
で

上
映
会
が
存
続
で
き
た
の
だ
と
思
う
。

マ
上
映
会
の
精
算
を
す
る
。
利
益
は
必
ず

ス
ト
ッ
ク
し
、
次
の
上
映
会
の
資
金
と

す
る
。
必
ず
し
も
"
よ
い
映
画
“
と
"
お

客
さ
ん
が
入
る
映
画
“
は
同
じ
で
は
な

い
。
利
識
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く
こ
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
映
画
を

上
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
国
封
切

り
と
同
時
公
開
の
作
品

も
あ
る
。

以
上
が
上
映
ま
で
の

流
れ
だ
が
、
毎
回
こ
の
や

り
方
で
も
な
い

。
そ
の

時
々
の
ニ

l
ズ
に
合
わ

せ
、
臨
機
応
変
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
多
い
。

コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
な

ど
文
化
活
動
に
か
か
わ

る
こ
と
も
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、

三
十

一
年
間
続
い
て
き
た
映
画
の
上
映
を

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
。

映
画
を
観
る
こ
と
で
、
お
客
さ
ん
も
ス
タ

ッ
フ
も
共
に
山
都
町
で
心
豊
か
な
毎
日
が

過
ご
せ
れ
ば
と
思
う
。
こ
の
活
動
は
機
材

な
ど
に
関
す
る
こ
と
を
覚
え
た
り
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
増
え
た
り
と
、
人
材

の
育
成
に
も
役
立
つ
。
こ
の
楽
し
さ
を
ほ

か
の
人
に
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
味
わ
っ
て

も
ら
え
た
ら
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ

れ
か
ら
も
"
楽
し
め
る
“
山
都
町
よ
い
映

画
を
観
る
会
で
あ
り
た
い
。

「岸壁の母Jの上映会

40 2005・9月号泌総也



めぐり

F 冨鳩&るさとフラザーコ・コ・みやえ
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いを込めています。東京ではなかな

か入手しづらい宮城の名産品を多数

(約千点)取りそろえています。

1階は物産販売と飲食 (牛たん)

コーナーがあります。「物産販売コ

ーナ-Jは、仙台名物「ずんだもちJ
や「笹かまぼこ」などは種類を取り

そろえ、各社の特色あふれる昧をお

楽しみいただけます。また、届内に

設置された精米機で、買ったその場

で「ササニシキJrひとめぼれJの
玄米を精米できます。「飲食コーナ

-Jでは本場宮城の昧「牛たん定食J
カサ甚能し、ただけます。

2階は地酒、民工芸品、観光・情報

I 8..1 ， ， Gー.ーー=で宮城各地の情
L周・・・ λ~ - 報を調べること

.食品
笹かまぼこ、ずんだも
ち、牛たん、なまどら
やき、蔵王チース

コーナ-Jでは、高級酒の比
率を示す特定名称比率が日

本一の宮城の純米酒を中心

に取りそろえています。「民

工芸品コ ナ-Jでは固指定
の伝統的工芸品「こけしJr雄
すずり

勝硯Jr鴫子漆器Jをはじめ、
宮城が誇る民工芸品が勢ぞ

ろいしています。「観光・情

報コーナ-Jでは観光パン

.1也酒
お客様に喜ん ーノ蔵、 j甫雲、還の泉

でいただける品々を宮城県民が協力

して作り出し、提供させていただく

お庖です。ご来庖を心よりお待ちし

ております。

開設年次=平成17年7月9日

事業主体=宮城県

(運営:(社)宮城県物産振興協会)

庖舗面積=120坪 (1階55坪、2階65坪)
所在地=豊島区東池袋1-2-2東池ビル1・2陪

(JR池袋駅東口徒歩2分)

TEL=03 -5956 -3511 

営業時間=10:30-19 : 30 

(飲食コーナーのラストオーダー19: 00) 

定休日=年末年始

炉~r奈良県代富山 i スタジオ』
10月申旬オーフン

高さ2，7m横30mの大看板をつくり 、

平城遷都1300年記念事業など「奈

良県」を大々的にPRしていきます。

「代官山 lスタジオJで開イ雀するイ
ベン卜などの内容をお知らせする、

奈良県代官山 lスタジオファン倶楽

部やメールマガジン「代官山で愛ま

しょう!Jの読者募集(奈良県のホ
ームページト ッフ面面から登録)を

行っています。

奈良県は、古代の都があった所で、

当時の文化遺産は幾多の歴史の波を

受けながらも、さまざまな人々の熱

意で維持され、今日まで受け継がれ

てきました。

そんな奈良県の魅力や歴史・文

化、観光、産業に関するたくさんの

情報、さらに平城京に都が遷って

1300年目となる 5年後の2010年に

し

イベントスペース (イメージ)

41 2005・9月号 域誕地

開催予定の平城遷都1300年記念事

業の紹介などを、若者が集うまち、

東京渋谷の代官山駅前で全国に発信

していきます。

その拠点、となる施設が「奈良県代

官山 lスタジオjです。

10月中旬にオープンする予定の

「代官山 iスタジオjでは、1階の

イベントスペース (約130平方メー

トル)で、写真、ポスターなど

を展示、講演会なども開催して

いきます。正面玄関横には多目

的スペースをつくり 、ガレージ

セールを行ったり 、ギャラリー

などとして活用したりします。

2階には奈良県内の企業・団体

などが‘商談などに活用できるス

ペースを設!けます。

さらに、八幡通りの西側には

奈良の魅力を感じていただけるサ

テライトポイント「奈良県代官山 l

スタジオ」に立ち寄っていただき、

実際に奈良を訪れてくださし、。

-奈良県東京事務所

〒102-0093 

東京都千代田区平河町2-6-3

都道府県会館9階
TEL. 03 -5212 -9096 

FAX. 03 -5212 -9097 

ホームページ

h社p:J.川ww，pref.nara.jp/



湿
原
好
き
が
高
じ
て

環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
む

北
海
道
東
部
に
位
置
し
、
人
口
七
千
三

百
人
の
浜
中
町
は
漁
業
と
酪
農
が
主
な
産

業
だ
。
自
然
が
豊
か
で
、
町
の
中
心
に
位

置
す
る
霧
多
布
湿
原
は
約
三
千
百
ヘ
ク
タ

ー
ル
と
、
囲
内
三
番
目
の
広
さ
を
持
ち
、

ラ
ム
サ
l
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
、
国
際
的

評
価
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
評
価

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
湿
原
が

開
発
さ
れ
ず
、
自
然
に
近
い
状
態
で
残
っ

て
い
た
か
ら
だ
。
こ
の
湿
原
の
保
全
に
貢

献
し
て
き
た
団
体
が
、
「
霧
多
布
湿
原
ト

ラ
ス
ト
」
(
以
下
ト
ラ
ス
ト
)
で
あ
る
。

始
ま
⑨

茶
白
か
ら

今
か
ら
二
十
数
年
前
、
東
京
か
ら
脱
サ

ラ
し
て
こ
の
町
に
移
り
住
ん
だ
夫
婦
が
喫

茶
応
の
経
営
を
始
め
た
。
オ
ー
ナ
ー
の
伊

東
俊
和
さ
ん
は
喫
茶
庖
に
来
た
地
元
の

人
々
に
、
「
霧
多
布
湿
原
は
、
花
が
咲
き
、

丹
頂
鶴
が
訪
れ
て
、
い
い
と
こ
ろ
だ
ね
」

と
語
っ
た
。
地
元
の
人
た
ち
は
伊
東
さ
ん

の
話
を
聞
く
う
ち
に
、
こ
の
湿
原
が
素
晴

ら
し
い
価
値
を
持
つ
こ
と
に
気
付
い
た
。

地
元
青
年
ら
は
「
湿
原
で
遊
ぼ
う
」
と
い

う
趣
旨
で
、
「
霧
多
布
湿
原
惚
れ
た
会
」

を
結
成
し
た
。

毎
年
花
が
咲
く
季
節
に
な
る
と
、
フ
ラ

ワ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
や
パ

l
ド
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
を
す
る
観
光
客
が
喫
茶
庖
に
立
ち
寄

っ
た
。
地
元
の
人
た
ち
は
観
光
客
か
ら
の

話
を
聞
き
、
湿
原
を
好
き
な
フ
ァ
ン
が
い

女 団体プロフィール *

設立年=平成12年1月

設立主体=自主的組織

運営主体=特定非営利活動法人

代表者=三膳時子

会員数=個人2，423人

法人103団体 (7月31日現在)

<事務局連絡先>

〒088-1531 

北海道厚岸郡浜中町仲の浜122

(電話)0153 -62 -4600 

(FAX) 0153 -62 -4700 

(URL) http://www1.ocn.ne.jprwetlands/ 

る
こ
と
知
る
。
「
霧
多
布
湿
原
惚
れ
た
会
」

の
メ
ン
バ
ー
は
昭
和
六
十

一
年
、
「
ト
ラ

ス
ト
」
の
前
身
で
あ
る
「
霧
多
布
湿
原
フ

ア
ン
ク
ラ
ブ
」
(
以
下
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
)

を
発
足
さ
せ
た
。
も
と
も
と
フ
ァ
ン
が
い

た
こ
と
や
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
発
足

一
年
目
に
し
て
会
員
数

は

一
千
人
を
超
え
た
。

私
有

φし
て
湿
原
を
保
全

浜
中
町
で
は
三
十
年
前
ま
で
湿
原
で
見

布
を
荷
揚
す
る
馬
を
放
牧
し
て
い
た
。
し

か
し
、
自
家
用

車
が
各
家
庭
に

普
及
し
て
い
く

と
、
馬
を
飼
育

す
る
家
が
少
な

く
な
り
、
湿
原

は
い
よ
い
よ
役

に
立
た
な
い
も

42 

に
よ
る
環
境
保
全
の
活
動
を
行
う
に
は
資

金
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
土
地
を
借
り

る
こ
と
で
保
全
が
で
き
な
い
か
と
考
え
、

湿
原
内
の
土
地
所
有
者
に
知
り
合
い
を
通

じ
て
交
渉
し
て
い
っ
た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
手

法
で
あ
っ
た
が
、
環
境
保
全
と
い
う
考
え

方
が
現
在
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
当
時

は
、
「
何
か
金
儲
け
を
企
ん
で
い
る
の
で

は
」
と
地
元
の
人
聞
か
ら
白
い
目
で
見
ら

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

「
N
一長
国
選
天
霧
多
布
湿
原

ト
ラ
戻
小
註
克
足

「
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
が
発
足
し
て

か
ら
十
三
年
経
ち
、
長
年
貸
し
て

い
た
土
地
所
有
者
か
ら
「
土
地
を

2005・9月号抱通~

の
と
な
っ
て
い

た
。
特
に
私
有

地
で
あ
る
湿
原
に
は
残
土
が
置
か
れ
た

り
、
小
屋
を
建
て
る
た
め
埋
め
立
て
ら
れ

た
り
と
、
徐
々
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
「
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」

の
メ
ン
バ
ー
は
、
東
京
か
ら
来
た
観
光
客

が
そ
の
こ
と
を
残
念
だ
と
い
っ
て
い
る
こ

と
を
耳
に
し
て
、
湿
原
を
保
全
で
き
な
い

か
と
考
え
始
め
た
。
し
か
し
、

土
地
買
収

霧多布湿原



地域づくり団体探訪• 
買
っ
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
相
談

が
あ
っ
た
。
「
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
は
任
意

団
体
で
あ
り
、
土
地
売
買
は
代
表
者
と
地

主
の
個
々
の
契
約
と
な
る
た
め
思
案
を
し

て
い
た
。
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

(
N

P
O法
)
が
施
行
さ
れ
た
時
だ
っ
た
の
で
、

早
速
、
「
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
は

N
P
O
法

人
へ
の
移
行
を
検
討
し
始
め
た
。
メ
ン
バ

ー
の
ア
メ
リ
カ
視

察
な
ど
を
も
と
に

検
討
を
行
っ
た
結

果
、
平
成
十
二
年

一
月
、
「
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
」
を
衣
替
え

し
、
「
N
P
O法
人

霧
多
布
湿
原
ト
ラ

ス
ト
」
を
発
足
さ

左端が三膳理事長、左から 3人目
が瓜田副理事長

で
あ
っ
た
た
め
、
地
元
の
信
用

金
庫
に
対
す
る
信
用
度
は
高
く
、

融
資
は
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
決

ま
っ
た
。

地
元
の
商

庖
に
は
募
金

箱
を
設
置
し

て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

活
動
資
金
を
集
め
る

こ
と
が
主
た
る
目
的

で
は
な
い
。
地
元
の

住
民
に
「
ト
ラ
ス
ト
」

の
活
動
を
認
知
し
て

も
ら
い
、
活
動
に
少

し
で
も
か
か
わ
っ
て

ほ
し
い
と
考
え
た
か

ら
だ
。

「
ト
ラ
ス
ト
」
は
地
元
の
信
用
金
庫
か

ら
設
立
に
必
要
な
資
金
の
融
資
を
受
け

た
。
そ
の
当
時
、
金
融
機
関
が

N
P
O法

人
に
融
資
し
た
例
は
な
く
、
非
営
利
団
体

な
の
に
融
資
は
で
き
る
の
か
と
い
う
議
論

が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
長
年
の
活
動
実

績
が
あ
る
上
、
メ
ン
バ
ー
が
地
元
の
住
民

次
の
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
と
接
点
を

持
つ
た
め
、
学
校
の
総
合
学
習
の
時
間
を

利
用
し
て
環
境
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
湿
原
の
再
生
修
復
た
め
に
湿
原
回
復

実
験
を
行
っ
て
い
る
が
、
地
元
中
学
校
の

協
力
を
得
て
家
屋
の
解
体
を
行
っ
た
こ
と

も
あ
る
。

持
続
⑤

動
に
す
る
た
め
に

霧多布湿原トラストインフォメーションセンターの外観

現
在
、
個
人
と
法
人
を
合
わ
せ
て
会
員

は
約
二
千
五
百
。
個
人
会
員
の
会
費
は
一

口
千
円
、
法
人
会
員
は

一
口
一
万
円
で
、

会
費
収
入
は
昨
年
度
実
績
で
約
二
百
九
十

万
円
と
、
支
出
の
二
割
に
も
満
た
な
い
。

特
に
土
地
の
買
い
上
げ
に
は
多
額
の
資
金

が
必
要
と
な
る
た
め
、
全
収
入
の
約
六
割

を
寄
付
金
で
賄
っ
て
い
る
。
企
業
に
も
呼

び
掛
け
、
そ
の
寄
付
金
額
は

年
間
約
千
二
百
万
円
に
も
上

っ
て
い
る
。

エゾカンゾウの群落

「
ト
ラ
ス
ト
」
の
仕
事
で

し
っ
か
り
生
計
を
立
て
て
い

け
る
よ
う
な
給
料
を
支
払
え

る
団
体
に
な
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
。
保
全
活
動
に

携
わ
る
の
に
、
無
償
で
は
次

の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が

で
き
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
考

え
か
ら
だ
。
「
ト
ラ
ス
ト
」

が
町
の
環
境
教
育
施
設
で
あ

る
「
霧
多
布
湿
原
セ
ン
タ
ー
」
の
指
定
管

理
者
に
な
っ
た
の
も
そ
の

一
環
で
、
保
全

活
動
を
行
い
な
が
ら
町
の
活
性
化
や
自
然

ガ
イ
ド
の
育
成
に
も
役
立
ち
た
い
と
考
え

て
い
る
。

そ
の

一
方
で
、
不
安
な
点
も
あ
る
。一一

膳
時
子
理
事
長
ら
七
人
は
「
惚
れ
た
会
」

か
ら
二
十
余
年
、
中
心
と
な
っ
て
活
動
を

し
て
き
た
。
世
代
交
代
が
進
ん
で
い
る
と

は
言
い
難
い
。
「
こ
の
湿
原
を
子
ど
も
た

ち
へ
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
活
動
を
次
の
世
代
へ

引
き
継
ぐ
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

「
こ
こ
二
、
三
年
で
活
動
の
手
応
え
を

感
じ
て
き
た
」
と
瓜
田
勝
也
副
理
事
長
は

語
る
。
実
際
、
平
成
十
四
年
に
は
ト
ラ
ス

ト
の
関
東
閤
の
会
員
が
自
主
的
に
「
霧
多

布
湿
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
関
東
支
部
」
を
設

立
し
、
今
年
に
入
っ
て
道
内
の
会
員
が
同

様
に
「
霧
多
布
湿
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
北
海

道
」
を
設
立
し
た
。

「
ト
ラ
ス
ト
」
が
保
全
し
て
い
る
土
地

は
約
三
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、

湿
原
の
中
に

あ
る
民
有
地
の
約
四
分
の

一
に
す
ぎ
な

い
。
保
全
活
動
の
道
の
り
は
ま
だ
ま
だ
長

い
。
百
年
後
も
湿
原
に
花
が
咲
き
、
野
鳥

が
訪
れ
る
風
景
が
変
わ
ら
ぬ
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

抱~ω2005・9月号

せ
た
。
「
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
」
で
中
心
的

な
役
割
を
果
た
し

た
七
人
が
そ
の
ま
ま
残
り
、
新
た
に
三
人

を
加
え
た
十
人
が
「
ト
ラ
ス
ト
」
の
理
事

と
な
っ
た
。

伽
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

椛
島
翼
弥
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観
光
や
環
境
問
題
な
ど
通
じ

ま
ち
の
活
性
化
で
模
索
続
け
る

電
車
が
到
着
し
て
数
分
後
。
駅
か
ら
押

し
出
さ
れ
た
学
生
の

一
団
が
通
り
過
ぎ
る

と
、
辺
り
に
は

一
気
に
静
け
さ
が
戻
っ
て

く
る
。
人
通
り
も
ま
ば
ら
な
駅
前
の
商
庖

街
。
そ
の

一
角
に
、
絶
え
ず
人
が
出
入
り

し
て
い
る
庖
が
あ
っ
た
。
ま
ち
づ
く
り
団

体
「
岩
美
あ
く
て
い
ぶ
カ
ン
パ
ニ
ー
」
が

経
営
す
る
あ
く
て
い
ぶ
屋
「
漸
」
で
あ
る
。

鳥
取
県
と
兵
庫
県
の
県
境
に
位
置
す
る

岩
美
町
は
、
日
本
海
に
面
し
た
人
口
約

一

万
四
千
人
の
町
。
「山
陰
の
松
島」

と
も
呼

ば
れ
る
美
し
い
リ
ア
ス
式
海
岸
を
持
ち
、

松
葉
ガ
ニ
の
漁
獲
量
で
は

日
本

一
を
誇
る
、
観
光
と

水
産
の
町
で
あ
る
。
こ
の

町
で
「
ま
ち
づ
く
り
」

「観

光」

「
環
境
」

の
三
本
を
基

軸
に
、

「
岩
美
あ
く
て
い

ぶ
カ
ン
パ
ニ
ー
」
は
少
し

ず
つ
、
し
か
し
、
積
極
的

に
ま
ち
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

=
吉
美
掛

G
ぞ
い
ぶ
カ
ン
パ
ニ
ー
」

の
誕
一
ー
ミ

今
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
六
年
前
。
当

時
、
岩
美
町
商
工
会
青
年
部
の
活
動
は
町

内
イ
ベ
ン
ト
活
性
化
の

手
助
け
が
メ

l
ン
だ
っ

h
.

.

 

，VE 

た
。
し
か
し
、
次
第
に

幽
明
川
恒
B
t
R

活
気
を
失
っ
て
い
く
ま
ハ
凶
園
曹
、
、

ち
を
目
に
し
な
が
ら
、

「
商
工
会
青
年
部
と
し
て
は
今
の
方
向
の

ま
ま
で
は
駄
目
。
少
し
改
革
を
し
よ
う
」

と
い
う
機
運
が
、

青

年
部
長
の
安
養
寺
清

美
氏

(現
あ
く
て
い
ぶ

カ
ン
パ
ニ
ー
事
務
局

長
)
を
は
じ
め
と
す
る

メ
ン
バ
ー
の
聞
に
高

ま
っ
て
い
た
。

女 団体プロフィール 脅

設立年=平成14年7月

設立 ・運営主体=特定非営利活動法人

代表者=前嶋伸一

会員数=12人

<事務局連絡先>

〒681-0003 

鳥取県岩美郡岩美町浦富1034-22 

(電話)0857 -72 -2660 

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ

ろ
、
町
か
ら
次
期
総
合
計
画
策
定
に
向
け

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
や
ら
な
い
か
と
声
が
掛
か
っ
た
。
こ

れ
を
好
機
と
と
ら
え
た
彼
ら
は
、
ま
ず
内

部
で
「
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
開
催
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
続
く

「
商
業
活
性
化
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
の

中
で
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
を
し
た
彼

ら
が
最
も
重
要
と
考
え
た
こ
と
は
、
「
出

来
上
が
っ
た
提
案
や
計
画
を
い
か
に
し
て

実
行
に
移
す
か
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
役
割
を
担
い
、
課
題
解
決
に
向
け

て
事
業
を
実
施
し
て
い
く
に
は
、
人
が
入

れ
替
わ
る
青
年
部
で
は
難
し
い
。
そ
れ
に

は
N
P
O法
人
化
が
最
適
と
考
え
た
青
年

t
J

部
員
十
二
人
に
よ
っ
て
、
平
成

;

一時

十

四
年
七
月
、

「
N
P
O
法
人

a一

-
忽
カ

』
-
土
牢
岩
美
あ
く
て
い
ぶ
カ
ン
パ
ニ
ー

E

T
守葺

(
以
下
、
カ
ン
パ
ニ
ー
)」

が
設

F
L
1
立
さ
れ
た
。

高
齢
⑤

物
支
援

平
成
十
五
年
二
月
、
駅
前
商
庖
街
に
あ

く
て
い
ぶ
屋
「
漸
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

そ
れ
ま
で
人
々
の
台
所
と
し
て
役
割
を
果

た
し
て
き
た
駅
前
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
閉
鎖

さ
れ
、
数
キ
ロ
一
離
れ
た
市
場
通
い
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
高
齢
者
の
厳
し
い
状
況
を
打

開
す
る
た
め
の
開
設
だ
っ
た
。
空
き
庖
舗

を
活
用
し
た
こ
の
庖
に
は
食
料
品
を
は
じ

44 

め
と
す
る
日
用
品
が
並
ぶ
。
さ
ら
に
、

高

齢
者
の
利
便
性
を
高
め
よ
う
と
、
「
ま
ご

い

わ

み

こ
ろ

1
0
3
便
」
(
買
物
支
援
の
宅
配
制

度
)
も
創
設
し
た
。

し
か
し
、
活
動
の
核
で
も
あ
る
こ
の
庖

で
、
カ
ン
パ
ニ
ー
は
最
初
の
壁
に
ぶ
つ
か

る
。
利
用
客
は
あ
る
が
、
収
益
は
伸
び
悩

ん
だ
。
さ
ら
に
、
学
生
に
よ
る
売
り
上
げ

が
期
待
で
き
た
夕
方
ま
で
の
営
業
時
間
を

午
後
二
時
ま
で
に
短
縮
さ
せ
た
。
学
生
の

溜
ま
り
場
に
な
る
こ
と
や
、
ご
み
が
散
ら

か
る
こ
と
を
考
癒
し
て
の
判
断
で
あ
っ

た
。
営
利
最
優
先
で
は
な
い
に
し
ろ
、
経

営
の
状
況
を
考
え
れ
ば
、
や
は
り
苦
し
い

決
断
だ
っ
た
と
感
じ
が
ち
だ
が
、
経
営
者

側
は
そ
う
で
も
な
さ
そ
う
だ
。
遠
の
い
て

い
た
高
齢
者
の
買
物
客
が
増
え
、

営
業
時

間
の
短
縮
前
に
比
べ
三
分
の

一
ま
で
落
ち

た
売
上
げ
は
、
今
で
は
緩
や
か
に
戻
り
つ

つ
あ
る
。
庖
員
と
買
物
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
深
ま
っ
た
。
「
高
齢
者
の

た
め
」
に
始
め
た
目
的
を
考
え
れ
ば
、
む

し
ろ
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
安
養

寺
氏
は
語
る
。

一
方
、
買
物
に
出
ら
れ
な
い
お
年
寄
り

を
想
定
し
た

「ま
ご
こ
ろ
便
」
。
電
話
や

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル

一
本
で
、
買
物
だ

け
で
な
く
、
困
り
ご
と
対
応
も
で
き
る
こ

の
宅
配
便
は
確
か
に
便
利
な
シ
ス
テ
ム

だ
。
し
か
し
、
カ
ン
パ
ニ
ー
が
対
象
と
し

2005・9月号地誕良識



地域づくり団体探訪• 
た
お
年
寄
り
に
と
っ
て
、

相
手
の
見
え
な
い
電
話

で
の
注
文
や
、
慣
れ
な

い
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
メ
ー

ル
の
使
用
は
決
し
て

「
便
利
さ
」
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

「
御
用
聞
き
」
に
回
れ
れ

ね
ん
し
ゆ
っ

ば
良
い
の
だ
が
、
人
件
費
が
捻
出
で
き

な
い
現
在
の
状
況
で
は
そ
れ
も
ま
ま
な
ら

な
い
。
宅
配
業
は
集
配
シ
ス
テ
ム
の
見
直

し
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
休
止
の
状
態
だ
。

二
つ
ぬ
t
組
み
と

二
つ
の
見
直
し

「
観
光
」
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
と
い
う

過
疎
地
域
の
山
中
に
た
た
ず
む
か
や
ぶ
き

屋
根
の
小
屋
。
こ
こ
を
拠
点
に
、
カ
ン
パ

ニ
ー
は
「
集
客
」
に
向
け
て
歩
み
を
進
め

て
き
た
。
平
成
十
六
年
度
に
は
地
元
の
高

齢
者
と
の
連
携
の
下
、
子
ど
も
を
対
象
と

し
た
「
自
然
体
験
事
業
」
を
実
施
。
週
末

を
利
用
し
た
四
種
類
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
は
十
人
家
族
が
参
加
、
村
の
住
民
も
ほ

ぼ
全
員
が
参
加
し
、
半
年
に
わ
た
っ
て
事

業
が
展
開
さ
れ
た
。
う
ま
い
タ
イ
ミ
ン
グ

で
県
事
業
に
も
乗
り
、
順
調
に
進
ん
だ
こ

の
事
業
に
県
か
ら
は
継
続
の
問
い
掛
け
も

あ
っ
た
が
、
カ
ン
パ
ニ
ー
は
「
立
ち
止
ま

り
」
を
決
め
た
。

そ
の
理
由
は
、

子
ど
も
対
象
の

体
験
事
業
は
ほ

か
の
団
体
で
も

取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
。
そ
し

て
自
分
た
ち
が

目
指
す
「
体
験
」

は
単
発
の
事
業
で
は
な
く
、
「
観
光
」
に

結
び
付
い
て
い
く
事
業
だ
と
再
認
識
し
た

か
ら
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
「
自
然
体
験
」

か
ら
「
体
験
観
光
」
へ

割

也

置

の
仕
組
み
直
し
の
時
間

‘
!1
噛闘

が
必
要
で
あ
っ
た
。

い
よ

H
M

ま
た
「
環
境
」
へ
の
〆
¥
、開
畠
調
-

取
り
組
み
に
も
、
積
極

れ
咽
副
開
幽

的
に
か
か
わ
っ
て
い

凶
順
当
胡
幽

る
。
町
の
「
新
エ
ネ
ル

餅

院

J

ギ
l
ビ
ジ
ョ
ン
」
策
定

M
G
E

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参

r

汁
耳
目
・

加
し
た
彼
ら
は
、
こ
の

!ー開
匝
F
a

計
画
を
実
際
に
動
か
し

圃
E
闘
l

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
自
分
た
ち
の
役
割
だ

と
受
け
止
め
、
住
民
の
意
識
啓
発
を
進
め

て
き
た
。
平
成
十
六
年
、
町
か
ら
の
補
助

金
を
受
け
、
「
廃
食
油
精
製
試
験
運
転
事

業
」
(
廃
食
油
か
ら
燃
料
を
精
製
し、

自

動
車
を
走
行
さ
せ
る
実
験
)
を
開
始
。
住

民
の
意
識
向
上
と
廃
棄
物
対
策
、
環
境
保

全
対
策
の
直
接
的
効
果
と
を
狙
い
、
六
カ

月
間
行
わ
れ
た
こ
の
実
験
で
は
、
企
業
や

公
共
施
設
か
ら
の
回
収
の
ほ
か
二
般
市

民
に
も
協
力
を
仰
い
だ
。
駅
前
自
治
会
に

設
け
ら
れ
た
回
収
場
へ
の
持
ち
込
み
ゃ
、

特
典
を
付
け
た
回
収
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ

り
、
十
分
な
量
の
廃
油
が
集
ま
り
、
住
民

の
問
で
も
意
識
の
高
ま
り
が
明
ら
か
に
見

ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
開
始
当

初
に
メ
ン
バ
ー
個
人
の
車
両
で
試
用
し
て

い
た
バ
イ
オ
燃
料
も
そ
の
性
能
が
確
認
さ

れ
、
実
験
三
カ
月
目
か
ら
は
町
営
パ
ス
の

燃
料
を
賄
う
ま
で
に
な

っ
た
。

結
果
と
し
て
成
功
で

あ
っ
た
こ
の
実
験
事
業

に
は
、
「
立
ち
止
ま
り
」

の
多
い
カ
ン
パ
ニ
ー
側

も
今
年
度
い
よ
い
よ
本

格
実
施
へ
の
期
待
を
膨

ら
ま
せ
て
い
た
。
し
か

し、

試
験
運
用
と
本
稼

動
で
は
事
情
が
違
う
。

初
期
投
資
を
含
め

一
千
万
円
以
上
を
要
す

る
事
業
の
本
格
化
は
、
パ
ス

一
台
分
の
燃

料
を
賄
う
だ
け
で
は
採
算
が
合
わ
な
い
。

複
数
の
団
体
が
か
か
わ
り
、
燃
料
を
使
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
循
環
シ
ス
テ
ム

が
必
要
だ
。
そ
こ
で
ま
ず
は
「
環
境
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
づ
く
り
に
着
手
し
た
。
町
内

の
N
P
O
六
団
体
で
連
携
を
図
り
な
が

廃油の回収イベン卜

ら
、
カ
ン
パ
ニ
ー
は
廃
食
油
を

N
P
O
で

使
う
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
研

究
を
始
め
、
採
算
ベ

l
ス
に
乗
せ
る
た
め

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

お
わ
民
町
一)

dr

、点、

活
動
四
年
目
の
今
年
、
カ
ン
パ
ニ
ー
の

活
動
は
表
向
き
に
は
停
滞
し
て
い
る
か
に

映
る
。
「
ま
ご
こ
ろ
使
」
は
休
止
、
体
験

観
光
は
今
後
の
あ
り
方
を
再
検
討
し
て
お

り
、
廃
食
油
に
よ
る
環
境
へ
の
取
り
組
み

は
本
稼
動
を
見
送
っ
て
基
盤
づ
く
り
の
状

況
だ
。
だ
が
、
内
実
は
違
う
。
こ
れ
ま
で

の
活
動
全
体
に
チ
ェ
ッ
ク
を
か
け
、
ゆ
っ

く
り
と
次
の

一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
、
フ

ル
回
転
し
て
い
る
。

そ
う
言
え
ば
、
あ
く
て
い
ぶ
屋
「
漸
」

の
「
漸
」
は
、
「
ゆ
っ
く
り
物
事
が
進
ん

で
い
く
、
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
の
意

味
だ
っ
た
。
開
設
当
時
、
そ
の
後
の
自
分

た
ち
の
歩
み
を
想
定
し
て
い
た
と
は
考
え

に
く
い
が
、
団
体
の
核
で
あ
る
こ
の
施
設

に
こ
れ
ほ
ど
ふ
さ
わ
し
い
名
前
は
な
い
の

で
は
、
と
思
っ
て
し
ま
う
。

仕
組
み
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
の

一

年
後
が
楽
し
み
だ
。
積
極
的
な
歩
み
を
、

こ
れ
か
ら
も
ゆ
っ
く
り
と
、
そ
し
て
息
長

く
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

詰記減@2005・9月号

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

山
口
美
豊
里
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新しい公共空間の

形成による

まちづくり

地鎌活性化フォーラムin広島

地煽祉会における

行政と市民の彼割を奪える

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
こ

と
で
、
地
域
分
協
働
や
外
部
委
託
な

ど
の
手
法
を
活
用
し
た
、
こ
れ
か
ら

の
行
政
組
織
運
営
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
と
し
、
新
し
い
公
共
空
間
の
形

成
を
軸
に
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の

方
向
性
を
見
い
だ
し
ま
す
。

O
日
時
平
成
十
七
年
十
月
二
十
五
日
関

午
後
一
時
三
十
分

1
四
時
三
十
分

O
会
場
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ
中
ホ
ー
ル

広
島
市
中
区
加
古
町
四
l
十
七

電
話

0
8
2
1
2
4
4
I
8
0
0
0

0
主
催
問
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

O
定

員

五

百

人

O
参

加

費

無

料

O
内
容
.
基
調
講
演

大
林
宣
彦
(
映
画
監
督
)

-
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
|
〉

神
足
裕
司
(
コ
ラ
ム
ニ
ス
卜
)

〈パ
ネ
ラ
|
〉

安
藤
周
治
(
〔
特
非
〕
ひ
ろ
し
ま
ね

理
事
長
)

児
玉
更
太
郎
(
安
芸
高
田
市
長
)

世
古
一
穂
(
〔
特
非
〕

N
P
O
研

修
・
情
報
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事
)

湛
(
尚
美
学
園
大
学
学
長
)

堀
江

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

問
地
域
活
性
化
セ
ン
タ

企
画
部
情
報
サ
ー
ビ
ス
課

(
担
当
)
椛
島
、
萩
原

電
話

0
3
'
5
2
0
2
1
6
1
3
5

F
A
×

0
3
'
5
2
0
2
1
0
7
5
5
 

〈申
込
方
法
〉

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
地
域
づ
く
り
百
科
」
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

(
Z
5・¥¥ぎ
を
さ

-
n
Z
E
t己
C
干
ハ
「
」
「
ア

才一『印一〈一〈印・
O
「
E

」℃¥)

圃・圃圃

常
務
理
事
に

三
浦
勉
氏

スポーツ拠点づくり推進事業

平成17年度

最認スポーツ大会開催の
お知§世

全日本ビーチバレージュニア男子
選手権 (8月開催 大阪府阪南市)

本年度から開始 したスポーツ拠点づくり Mf~進事

業では、平成17年度承認大会として34大会を選定し
ています。9月は以下の2大会が開催されます。お近

くの方はぜひ会場へ応援に足を巡んでください。
とびうお杯全国少年少女水泳競抜大会

(8月開催静岡県浜松市)

開催日 大 <0与
名 大会会場z;; 

9月24日(土) 全国高等学校アームレスリング選手権 茨城県教育研修センター

大会 (茨城県友部町)

9月25日(日) 選抜高校相撲宇佐大会 宇佐市総合運動場宇佐相

撲場 (大分県宇佐市)

<大会に関する詳しい内容、その他スポーツ拠点づくり推進事業に関するお問い合わせ先

情報サービス課電話 03-5202-6135

地楊再生実践聾の
参加者募集!

地域再生の事例をテーマに、現地調査やグルー

プワ クによる具体的・実務的なノウハウの習得

を目指す研修への参加者を募集。

問
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
八
月

九
日
の
評
議
員
会
で
、
八
月
十
四
日

付
で
辞
任
す
る
大
竹
邦
実
常
務
理
事

の
後
任
に
三
浦
勉
日
本
消
防
検
定
協

会
総
務
部
長
を
理
事
に
選
任
、
八
月

十
五
日
付
で
常
務
理
事
に
任
命
し

た。
三
浦
氏
は
昭
和
玉
十
一
年
自
治
省

入
省
、
愛
媛
県
総
務
部
長
、
全
国
市

町
村
国
際
文
化
研
修
所
副
学
長
な
ど

を
歴
任
し
た
。
な
お
、
大
竹
氏
は
八

月
十
五
日
付
で
全
国
市
議
会
議
長
会

事
務
総
長
に
就
任
し
た
。

長野市

[テマ]地域に残された都市資源の利

第 活用

4 [主任講師]

回 望月照彦氏 (多摩大学大学院教綬)

[開催日111月9日(水)-11月11日(金)
[申込み期限19月30日(金)

愛媛県内子町

[テーマ]伝統建造物保存

第 [主任講師]

5 須川一幸氏 (地域振興研究所代表取

回
締役)

[開催日111月30日(水)-12月2日(金)
[申込み期限]10月31日(月)

.受講費用=無料 (交流会費用、2日目の昼、夕食
代は当センター負担)

.旅 費 等=往復交通費、宿泊費、上記以外の

食事代などは参加者負担

地場おこし研修会受託事業

出前研修舎のご案内

当センター Im fl~の研修会ノウハウを活用 し 、

各地域の要論に応じて研修を開催しています。

下記研修テーマを参考に地域諜題の解決などに

ご利用ください。

.調査テーマ

特産品開発、観光振興、地域イベントなど

.対象団体

地方公共団体、広域市町村圏事務組合および

観光協会(連盟)など

.費用(主催団体の負担)

-講師謝金の半額

・会場借り上げ料など研修会運営にかかる費

用および募集にかかる通信運搬費など

※研修内容、日程(2泊3日以内)などはご相談く
ださい。

〈地盤事再生実践盛・出前研修会

業務第1課、業務第2課

TEL.03-5202-6137 FAX.03-5202一0755

お問い合わせ先〉

46 

> 

※各事業の募集内容・参加申込書は、(財)地域活性化センターのホームページ(http://vwvvv.chiiki-dukuri-hyakka.or .jpl)で閲覧、ダウンロー ドできます。
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安芸太田町

西中国山地に抱かオ1、
壮観な滝、アーチ式ダム、棚田など見どころいっぱい

開
直
「
成
+
六
年
十
月
一
日
に
加
計
町
、
筒
賀
村
、

-a
戸
河
内
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
安
芸
太

田
町
は
、
広
島
県
の
北
西
部
に
あ
り
、
西
中
国
山
地

の
中
央
部
に
位
置
し
て
い
る
。
町
内
に
は
国
の
特
別

自
〈
い

名
勝
「
三
段
峡
」
、
「
温
井
ダ
ム
」
な
ど
の
景
勝
地
が
あ

り
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

特
別
名
勝
「
三
段
峡
」
の
最
大
の
見
ど
こ
ろ
は
五

つ

(黒
淵
、
猿
飛
、
二
段
滝
、
三
段
滝
、
三
ツ
滝
)
の

景
観
か
ら
成
る

「
五
大
壮
観
」
だ
。
ほ
か
に
も
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
滝
、淵
な
ど
が
織
り
成
す
渓
谷
は
必
見
。

「
三
段
峡
」
の
道
の
り
は
全
長
十
三
キ
ロ
と
や
や
長

い
が
、
見
る
価
値
は
十
分
だ
。
特
に
、
春
の
新
緑
、

秋
の
紅
葉
は
格
別
で
あ
る
。

安
芸
太
田
町
加
計
の
中
心
街
か
ら
滝
山
川
に
沿
っ

て
国
道
1
8
6
号
線
を
北
へ
約
五
キ
ロ
。
平
成
十
四

年
完
成
の
「
温
井
ダ
ム
」
は
、
タ
ム
の
高
さ
が
百
五

十
六
メ
ー
ト
ル
で
、総
貯
水
量
は
八
千
二
百
万
ト
ン
。

ア
ー
チ
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
は
富
山
県
の
黒
部

第
四
ダ
ム
に
次
ぐ
わ
が
国
第
二
位
の
吉
田
さ
だ
。

周
辺
の
観
光
施
設
も
整
備
さ
れ
、
湖
畔
に
は
保
養

型
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
も
あ
り
、
ダ
ム
湖
中
央
に
突

き
出
る
半
島
に
は
自
然
生
態
公
園
が
完
成
し
、
人
気

を
集
め
て
い
る
。

井仁槻田

筒
賀
の
「
井
仁
棚
田
」

は
平
成
十
一
年
七
月
二
十

六
日
に
広
島
県
か
ら
唯

一
、
農
林
水
産
省
の
「
棚

田
1
0
0
選
」
に
選
ば
れ

た
。
昔
の
田
植
え
を
再
現

す
る
な
ど
、
伝
統
的
農
法

の
継
承
の
場
と
し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

お

そ

ら

か

ん

ざ

ん

ま
た
、
県
下
最
高
峰
の
恐
羅
漢
山
の
ふ
も
と
に

は
エ
コ
ロ
ジ
ー
キ
ャ
ン
プ
場
や
日
本
最
南
端
の
本

格
的
な
ス
キ
|
場
も
あ
り
、
町
内
は
多
く
の
見
ど

こ
ろ
で
い

っ
ぱ
い
だ
。
ぜ
ひ
安
芸
太
田
町
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

48 2005・9月号誌記誕ぬ



CORNER 

I 9月 、
¥ (予定)J 

女日本橋プラザピルイベントスペース

・9月 5日 ~6日
大潟村 (秋田県)・9月9日
近畿6府県首都圏観光連絡協議会

.9月 13 日 ~ 14日

女川町 (宮城県)

・9月 28日 ~30 日
(社)山梨県観光物産連盟

*ふるさと情報プラザ

・9月 1 日 ~ 2 日
栄村 (長野県)

とれたての秋の収穫~北信州栄村

からの贈り物~

・9月 5 日 ~9 日
ながと路観光連絡協議会 (島根県・

山口県)

ながと路:秋の収穫祭

・9月 12 日 ~ 16日
枝幸町 (北海道)

オホーツクえさし 秋の昧|

ごとキャンぺーン

・9月 26 日 ~30日
新白河広域観光連盟 (福島県 ・栃

木県)

源流の里 “新白河"観光物産展

*日本橋プラザビルイベントスペース

・ 7 月 7 日 ~ 8 日
塩尻市 (長野県)

「漆と宿場のふるさと祭りJならかわ
特産市 円}

・7月 11 日 ~ 13 日
長崎市 (長崎県)

「長崎さるく博 '06JのPRキャンぺ
ーン (2)

・7月 19 日 ~ 21 日
千葉県観光協会

千葉観光特産品サマーフェア

7月
(実施)

るま

*ふるさと情報プラザ

・7月4日 ~8日
盛岡市 (岩手県)

~魅知の国~岩手県の観光と物産展

・7月 11 日 ~ 15 日
丸岡町 (福井県)

ワンタッチ浴衣とアイスク リーム

の展示販売 但)

・7月 19日 ~22 日
関市 (阪阜県)

奥長良川の古典絵巻・小瀬鵜飼(4)

.7月 25 日 ~29日

石岡市 (茨城県)

石岡のおまつり(常陸園線社宮大祭)

-
【
編
集
後
記
】

約
六
百
八
十
万
人
と
い
わ
れ
る

「団
塊
の
世
代
」
(
一
九

四
七

1
四
九
年
生
ま
れ
)
が
一一

O
O七
年
以
降
、
相
次
い

で
退
職
を
迎
え
る
。
そ
の
数
の
多
さ
か
ら
、
日
本
の
社
会

や
経
済
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
、

「二
O
O七
年
問
題
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

七
月
に
発
表
さ
れ
た
一
一O
O五
年
度
経
済
財
政
白
書
は、

同
時
期
に
始
ま
る
人
口
減
少
と
重
ね
て

「人
口
の
波
」
と

位
置
付
け
、
企
業
の
競
争
力
維
持
の
観
点
か
ら
団
塊
の
世

代
か
ら
若
年
層
へ
の
技
術
の
伝
承
が
諜
題
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
て
い
る
。
企
業
側
も
、
特
に
製
造
業
で
は
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
早
く
か
ら
危
機
感
を
抱
い
て
お
り
、

雇
用
延
長

や
中
途
採
用
を
増
や
す
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る
と
こ
ろ
が

多
い
と
伝
え
ら
れ
る
。

団
塊
の
世
代
の
退
職
に
い
ち
早
く
対
応
し
て
い
る
の
は

企
業
だ
け
で
は
な
い
。
時
事
通
信
社
の
調
べ
に
よ
る
と
、

多
く
の
自
治
体
も
か
れ
ら
の
リ
タ
イ
ア
を
に
ら
ん
で
新
た

な
施
策
を
展
開
し
よ
う
と
、
今
か
ら
あ
れ
こ
れ
検
討
を
始

め
て
い
る
。

退
職
す
れ
ば
、
自
分
の
住
む
地
域
に
目
を
向
け
る
よ
う

に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
、
団
塊
の
世
代
の
豊
富
な
経
験
や
知

識
を
地
域
づ
く
り
に
活
用
し
よ
う
と
い
う
わ
け
だ
。

さ
ら
に
、
マ

「第
二
の
人
生
は
わ
が
自
治
体
で
」
と
い
う

U
J
I
タ
l
ン
促
進
策

マ
観
光
を
楽
し
む
団
塊
世
代
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
た
め
の
観
光

・
集
客
促
進
策
ー
な
ど

と
い
っ
た
施
策
も
あ
り
、
期
待
が
大
き
い
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
定
年
退
職
者
の

「居
場
所
と
役
割
づ
く
り
」
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
、

評
論
家
の
樋
口
恵
子
さ
ん
が
七
月
号
の
コ

ラ
ム
で
指
摘
し
た
と
こ
ろ
だ
。
団
塊
の
世
代
が
人
生
後
半

に
活
躍
す
る
舞
台
は
、
整
い
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。(中
)

【
叩
月
号
予
告
】

初
周
年
記
念
特
別
号

印刷l・製本/株式会社丸井工文社

地域づくり9月号
平成17年9月l日発行 編集・発行=財団法人地域活性化センタ一

日本橋プラザピル13階電話03-5202-6131(代 http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/

法律で許可された場合以外に、本誌からの無断転載を禁止します

東京都中央区日本橋2-3-4



す
ぐ
に

し
ろ
く
る

わ
か
奇
か
ら

持
き
、

そ

\~I/ 

地
域
づ
く
り
九
月
号
(
通
巻

1
9
5
号
)
平
成
十
七
年
九
月
一
日
制
地
峨
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行

。。

その場で当たりがわか号室くじ

宝くじの収益金は、 邑当~
身近な街づくりに役立っていますュ・・・・・

⑧ 恕日本宝化協会
( 当せんはしっかり調べて‘しつゆり換金

http:/γwww.takarakuji.nippon-net.ne.jp 

スクラ~7

.外国発行の宝くじを.日本国内において購入することは、法律で禁止されています二
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